















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　異世界オーブムに三つある大陸の一つ、エウロペ。

　そのほぼ中心に建つ巨大な街は、この世界において唯ゆい一いつ、王や皇帝という支配者のいない聖都であった。

　この街を統とう治ちする存在はただ一つ。女神エレゾニアが初めてこの世界に降り立った地に建てられ、今や一千万人を超こえる信者を抱かかえる組織の頂点、大神殿である。

　真っ白な大だい理り石せきで造られた大神殿は、女神の象徴である太陽の光を受けて眩まぶしく輝き、信者でなくとも思わず頭こうべを垂たれて祈りを捧ささげたくなる神々しさを放っていた。

　だが、そんな神々しい大神殿の最奥では、生なま臭ぐさい裁判が行われていた。

「これより、判決を言い渡す」

　初代教皇の手で彫ほられた世界で最初の女神像を背にして座る、四人の老人達が厳おごそかに口を開く。

　彼らは病に伏ふせている現教皇に代かわり、この大神殿を統括している枢すう機き卿きようであった。

　女神教のトップに立つ四人の冷え切った視線を受け、小さく震ふるえている被告人は三十代前半の若々しい男性。

　かつてボア王国を掌しよう握あくしていた司教、ヒューブであった。

「被告、ヒューブ司教は勇者アリアンに対して淫みだらな狼ろう藉ぜきを働き、そのせいで彼女が姿を消しただけでなく、女神エレゾニア様の怒りに触れてボア王国の神殿を崩壊させた。これは許しがたき罪である」

「お待ち下さい、何度も申し上げたように、あれは──」

　必死に言い訳をしようとしたヒューブであったが、後ろに控ひかえていた神官戦士に槍やりの石いし突づきで背中を強打され、すぐに黙だまらせられてしまう。

　その無ぶ様ざまな姿を見て、四人の枢機卿達は憐あわれみや蔑さげすみを目に浮かべながら、ただ淡たん々たんと裁さばきを下した。

「よって、被告ヒューブは司教の位階を剝はく奪だつのうえ、地下牢ろうにて十年の禁固刑と処しよす」

「そんな……」

　判決を聞かされたヒューブは血の気けを失い、真っ白な顔で絶望の声を漏もらす。

　自分が今まで女神教の信者として築き上げてきた地位と名誉、その全てを奪うばわれただけでなく、未来まで暗い石牢の中に閉ざされてしまったのだ。

「お慈じ悲ひを、なにとぞお慈悲をっ！」

　また神官戦士に殴なぐられながらもヒューブは必死に叫ぶが、枢機卿達から返ってきた声は冬の川よりも冷たかった。

「貴公のこれまでの功績を考こう慮りよして、慈悲を加えた上でこれなのである」

「左さ様よう。有望な勇者を失ったのも痛いが、女神様の神殿を崩壊させた罪は何よりも重い」

「そして、ボア王国における我らの信用を失しつ墜ついさせた罪もな」

「誠まことに残念ではありますが、罰ばつを与えねば他への示しがつきませんわ」

　枢機卿達はいかにも残念という顔をするが、本心では急速に司教まで上のぼり詰つめた若者へのやっかみがあった。

　だが、それを差し引いたとしても、女神教の威い光こうに傷をつけたヒューブの罪は、決して許されるものではない。

「牢の中で女神エレゾニア様に祈りを捧げ、罪を償つぐなうがよい」

「話を聞いて下さい！　全てはあの邪悪な男の企たくらみで、私は悪くないのですっ！」

「……もうよい、連れて行け」

「はっ！」

　まだ足あ掻がこうとするヒューブの両脇を、二人の神官戦士が摑つかみ上げ、力ちから尽ずくで引きずっていく。

「おのれ……おのれ背教者めぇぇぇ───っ！」

　その怨えん嗟さは果たして、彼を貶おとしめた黒髪の少年へ向けたものだったのか、それとも罰を下した枢機卿達へのものだったのか。

　ヒューブが部屋の外に引きずり出され、重い扉が閉められた事で、それは誰だれにも分からぬまま終わった。

「やれやれ、若者は自制心がなくて困りますな」

「左様。己おのれの失敗を認められぬような器うつわでは、どのみち先はない」

「彼は才能に恵まれて失敗を知らずに上り詰めましたからな、仕方ありますまい」

「もう判決は下されたのです、これ以上責めるのは酷こくというものですよ」

　四人の老人は疲れた様子で溜ため息いきを吐つくと、すぐに厳げん格かくな枢機卿の顔に戻った。

「しかし、ボア王国の渓けい谷こくに現れたという魔族を、このまま放置するわけにはいきますまい」

「左様。女神様に仇あだなす邪悪を野放しにしたとあっては、我ら女神教の威い信しんは地に落ちましょう」

「とはいえ、現れた蒼あおき魔王を名乗る魔族は、あのアリアンですら掠かすり傷しか負わせられずに逃げ帰ったと聞きますぞ」

「神官戦士二十名が敵わなかった巨大黒こく狼ろうを、たった一人で倒したあの子が逃げるしかなかった相手……想像するのも恐ろしいですね」

　枢機卿達も老いたとはいえ、並々ならぬ魔法の使い手であり、女神の聖別を受けた不死身の勇者として、若い頃は魔物退治を行っていた猛も者さである。

　だからこそ蒼き魔王の力量を察さつして、額ひたいに冷たい汗を浮かべた。

「大神殿の全戦力を投入すれば、倒すのも不可能ではありますまい」

「左様。だがそれこそが不可能でもある」

「ここを空からにすればどのような災さい厄やくを招まねくか、考えるまでもありませんな」

「悲しい事ですが、私達も一枚岩ではありませんからね」

　枢機卿達の一見優やさしげな瞳ひとみに、刃やいばのごとき鋭えい利りな光が走る。

　女神教の頂点に立つ教皇は、老ろう衰すいという魔法でも治しようのない病によって、近い内に天へと召めされようとしている。

　そうなれば、次の教皇に選ばれるのは四人の枢機卿の誰かであった。

　一千万人以上の信徒を抱える女神教の頂点、それはこのエウロペ大陸の支配者に等しい。

　純粋な信仰心や名誉欲など、個人によって動機は異ことなるものの、枢機卿にまで上り詰めた彼ら四人は、誰もが強い上昇志向の持ち主である。

　当然、次なる教皇の地位をめぐって、水面下で激しく火花を散らしていた。

　そんな彼らにとって、突とつ如じよ現れた蒼き魔王の討とう伐ばつは、最大の好機であると共に危険な底なし沼である。

　髪色から『赤あか色いろ』の名で知られていた勇者・アリアンすら退しりぞけた強大な魔族。

　その討伐に成功して女神の威光を知らしめれば、間違いなくその者が次期教皇に選ばれる。

　しかし、失敗すれば権威を失い、下手をすればヒューブのように失脚させられてしまうだろう。

　そうでなくとも長く大神殿を離れれば、その間に配下の信者を引き抜かれ、地盤を大きく削けずられてしまうかもしれない。

　枢機卿達にとってドーグ渓谷の魔族問題は、美お味いしいが迂う闊かつに手も出せぬ火中の栗くりと化していたのである。

「とりあえず、我々が直接出向くのはやめておきましょう」

「左様。枢機卿が軽けい々けいに動いては、下にいらぬ不安を抱かせてしまう」

「とはいえ、アリアンに勝る勇者など、そうはおりませんぞ？」

「多少実力が劣おとる者でも、徒党を組ませればよいのでは？」

　唯一の女性枢機卿がそう提案すると、残る三人の老人達は揃そろって難しい顔をした。

「良い案ですが、勇者は実力のある者ほど性格に難があって、気の合った少数の仲間としか行動しませんからな……」

「左様。だからこそ実直なアリアンが将来を期待されていたというのに」

「ヒューブ司教は本当にもったいない事をしてくれたな」

　そう残念がりつつも、枢機卿達は安あん堵どしていた面もあった。

　何な故ぜなら、ヒューブは彼ら四人のうち誰の下にも属さず、自らが枢機卿にのし上がろうとしており、その配下であるアリアンが手柄を立てすぎるのは、望ましくなかったからだ。

　だからこそ、ヒューブが失脚した今、アリアンを手中に収められればいい手て駒ごまとなるのだが、生あい憎にくと彼女の消息は知れていない。

「居ない者を頼りにしても仕方がありますまい。そこで、サンクティーヌを向かわせてみようと思うのですが」

「ほう……」

　枢機卿の中で最年長者であり、現在最も教皇に近い男・クランクルムの提案に、他の三人は「やはりそうきたか」と声を漏らした。

「クランクルム卿の秘ひ蔵ぞっ子こ、聖女・サンクティーヌを出すのですか」

「彼女と卿の神官戦士団ならば、確かに魔王とて屠ほふれるかもしれませんな」

「では、そうする事にしましょう」

　三人は驚くほど素直にクランクルムの提案を認める。

　このまま何もなければ彼が教皇に選ばれるのだから、ここで失敗して汚点を作ってくれた方が助かる。

　また、ここで下手にクランクルムを妨害すれば、魔王討伐に成功して彼が教皇となった時の仕返しが怖い。

　そんな打算から提案が通るのを見越していたのだろう。クランクルムは笑顔で頷うなずき、部屋の外に向かって声をかけた。

「賛成という事でよろしいですな。ではサンクティーヌ、入っていらっしゃい」

「はい、クランクルム様」

　鈴を転がすような愛らしい返事と共に、扉が開いて一人の少女が入ってくる。

　透き通るような真っ白い肌、太陽を思わせるプラチナブロンドの長い髪。

　女神エレゾニアの生き写しとまで言われる美しいその少女こそが、聖女・サンクティーヌであった。

「枢機卿の皆様方、お久しぶりでございますわ」

　真っ白な神官服の裾すそを摘つまんで、優雅にお辞じ儀ぎをするサンクティーヌの姿に、クランクルム以外の三人は思わず感かん嘆たんの声を漏らした。

「ますますお美しくなられたな、サンクティーヌ嬢」

「それに、魔法の力も随分と磨みがかれたようだ」

　流石さすがはクランクルムの作ったお人形だ──という皮肉は、口にも視線にも出さないが。

　サンクティーヌは枢機卿の老人が作り上げた、金と権力の産物であった。

　見み目め麗うるわしい魔法使いの男女を探し出し、金を握らせて子供を作らせると、それを引き取って子供のうちから大量の魔法をかけ続け、魔力を無理やり成長させる。

　それと共に女神教への信仰を徹底的に刷すり込こみ、クランクルムに忠実な手駒として育てた魔法使いの中で、最も高い魔力を持った不死身の勇者。それが聖女・サンクティーヌであった。

　遺伝選別に洗脳教育と、もはや正気の沙さ汰たではなかったが、そもそも正気では信仰など務つとまらない。

「サンクティーヌよ、皆と共にドーグ渓谷の魔族を討うってくれますね」

「はい、クランクルム様。たとえどんな犠牲を払おうとも、必ずや女神様の敵を滅ほろぼしてみせますわ」

　育ての親でもある枢機卿の命令を、サンクティーヌは恐れる事なく引き受ける。

　女神エレゾニアの正義と愛を信じきった、聖女に相応ふさわしい無む垢くな微笑ほほえみで。
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　ドーグ渓けい谷こくからボア王国へと流れる大きな川の周辺には、大小様々な農村が点在している。

　その一つであるポタト村の村長は、何とも複雑な表情で客人の顔を窺うかがっていた。

「ジャガイモが二十箱分と家か畜ちくが一頭、オリーブオイルなどを少々で金貨三十枚……本当にこれでよろしいのですな？」

「はい、もちろんですとも」

　中肉中背で目立たない顔をした商人──マンジュと名乗った男は笑って頷うなずき、約束通りの金貨を村長に手渡す。

　ズシッと重さで両手が下がるほどの金貨は、百人余あまりの村を束たばねる村長ですら、初めて手にする大金であった。

「本当に三十枚も……街に行けばこの半分もかからず手に入る代しろ物ものですぞ？」

　美う味ますぎて何か裏があるのではないかと、まだ疑うたがってかかる村長に、商人はあくまで穏おだやかに笑いかける。

「構かまいませんとも、今後も良い取引をしていきたいという、私からの心付けだと思ってください」

「そういう事でしたら……」

　あまりうるさく言って気分を害し、金を返せと言われるのも怖いので、村長は慌あわてて金貨を懐ふところにしまう。

　商人は笑ってそれを見届け、少し離れた所で子供達と遊んでいたとても美しいメイドに声をかけた。

「そろそろ行こうか」

「畏かしこまりました」

「お姉ちゃん、もう帰っちゃうの？」

「今度はこの甘いの、もっと持って来てね！」

「えぇ、善いい子にしていたら考えておきましょう」

　小さな村ではまず手に入らない、甘い菓子を貰もらった子供達は、すっかりメイドになついて別れを惜おしんでいた。

　商人はそれにも笑顔を見せつつ、荷物を積み終わった馬車に乗り、北西に向けて馬を歩かせる。

　それを見て、村長は慌てて声をかけた。

「ちょ、ちょっとお待ちなさい、まさかドーグ渓谷の方に行く気かねっ!?」

「えぇ、そうですが？」

「正気かね、今あそこは邪悪な魔族に乗っ取られているんだよ！」

　村長は血の気の引いた真まっ青さおな顔で、平へい然ぜんとした商人に語り聞かせる。

　今から一ヶ月以上も前、人の住まぬ荒れ地だったドーグ渓谷に、女神の手で地の底に封じられていたという、恐ろしい伝説の魔族が現れたのだ。

　それは討とう伐ばつに向かったボア王国軍・六千の兵をあっさりと壊かい滅めつさせ、不死身の勇者さえも恐れて逃げ出すほどの化物らしい。

「悪い事は言わないから、別の道を行ったほうがいい」

　護衛の戦士もいない商人とメイドの二人では、すぐに見つかって食い殺されてしまうと、村長は必死に訴える。

　しかし、商人は彼の恐怖を吹き飛ばすように、声を上げて笑った。

「はははっ、それなら心配いりませんよ。私はここに来る時もドーグ渓谷を通りましたが、邪悪な魔族なんていませんでしたから」

「そ、そんな馬鹿なっ!?」

「本当ですとも、私が生きているのがその証拠です。ドーグ渓谷に悪い魔族なんて存在しません」

「だ、だが……」

　ボア王国の兵隊が味方の死体を担かついで敗走してきた姿を見ているだけに、村長もにわかに信じられない。

　その内心を読んだように、商人もそれ以上は強く言わなかった。

「また近いうちに食料を買わせて貰いに伺うかがいますよ。そうしたら、安全だと思って下さい」

　何が安全、とはあえて口にしない。

　呆ほうけた顔で見送る村長を背に、商人は馬車を北西へと走らせる。

　そうして、村の影が見えなくなった所で、彼はようやく幻影の魔法を解といた。

「やれやれ、魔族へのネガティブイメージはやはり根深いな」

　目立たない商人の姿から、黒髪でわりと整ってはいるが性格の悪そうな本来の顔に戻った少年・外そと山やま真しん一いちは、大して残念がるでもなく軽い溜ため息いきを吐つく。

　その横で、青髪のメイドも幻影の魔法を解いて、本来の褐かつ色しよくの肌はだに銀髪、そして長く尖とがった耳という魔族の姿に戻った。

「存じていた事ですが、目の前で悪評を聞かされるというのも、あまり愉ゆ快かいなものではありませんね」

　魔王のメイド・セレスはそう告つげて、ほんの微かすかに眉まゆをひそめた。

「仕方ないさ、あちらが仕し掛かけてきた戦争とはいえ、兵隊の半分を殺したのは事実だからな」

　今は蘇そ生せい魔法によって復活しているため、事実上は死者０なのだが、それでも一度殺された者達の恐怖や恨うらみは容易たやすく消えまい。

　何より、人々の心を支えている宗教・女神エレゾニア教が『魔族は邪悪』と教え込んでいるため、人間からの偏へん見けんはそうそう解消されないだろう。

「だからこそ、こうして少しずつ魔族へのイメージを変えていくしかないのさ」

　村々を回って何倍もの金で物を買ってくれる、気前のいい商人。

　そんな好人物が「ドーグ渓谷は安全だ」「実は魔族と取引しているが、何の問題もない」といったように、時間をかけて噂うわさを流していけば、人々の魔族に対する印象も少しずつ変わっていくだろう。

「年寄りは頭が固かたいから、今さら女神の教えに背くのは難しいかもしれんが、若い子供達なら常識という名の偏見に惑まどわされず、ありのままの魔族を見てくれるようになるさ」

「それで子供達に飴あめ玉だまを配くばれと命じたのですか」

　本当に腐くされたゲスですね──とセレスは明らかに嫌そうな顔をする。

　基本的には鉄てつ仮か面めんのように無表情な彼女が、珍しく感情を顕あらわにしたのを見て、真一は少し驚いた様子で目を剝むいた。

「子供を利用したようで怒っているのか？　というか、セレスさんって実は子供好き？」

「仮に『そうだ』と言ったらどうなさるのですか」

「意外と優しいところがあるんだな。いいお母さんになれるんじゃないか？」

　真一はニヤニヤといやらしい笑みを浮かべてそう告げる。

　彼は事あるごとに変な事を言っては、怒らせたり恥はずかしがらせたりして、メイドの鉄仮面を剝はがそうとしてくるのだ。

　だが、セレスとていつまでも負けっぱなしではない。

　大きな胸を両手で挟はさむようにして身を乗り出し、真一の耳元で甘く囁ささやき返す。

「子供は沢たく山さん欲しいですね」

「ぶほっ！」
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　思わぬ反撃に真一は吹き出し、握にぎっていた手た綱づなを思い切り引いてしまう。

　急に手綱を引かれた痛みに、馬が文句の鳴き声を上げるなか、むせ続ける真一に対して、セレスは顔を逸そらしながら冷たく告げる。

「やはり、この手の冗じよう談だんには弱いのですね」

「冗談にしてもタチが悪すぎだろ！」

「先に喧ケン嘩カを売ってきたのはそちらです」

　そう冷たくあしらいながら、ずっと顔を逸らし続けているセレスを見て、真一はふと閃ひらめく。

「セレスさん、ひょっとして自分で言っておいて照てれてる？」

「照れてません」

「いや、顔が赤くないならこっちを向いてよ」

「照れてません」

　頑かたくなに拒絶する褐色エルフ・メイドに、真一は攻守逆転とまたゲスな笑みを浮かべて話しかけ続ける。

　惚のろ気けなら余よ所そでやれ──とばかりに鳴き声を上げる馬に引かれ、二人の乗った荷馬車はドーグ渓谷に向けてゆっくりと進んで行くのであった。
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　二つの巨大な山脈に挟まれた狭い場所で、地盤も硬く苦労して開かい墾こんする旨うま味みはないと、どの国からも見放されていた谷。

　そんなドーグ渓谷も、いまや耕たがやされて柔やわらかくなった大地が広がる、立派な畑（予定地）となっていた。

「おっ、みんな元気にやってるな」

　大きな鍬くわを力強く振り下ろし、大地を耕す豚頭オークや牛頭ミノタウロスの姿を見て、真一は荷馬車を止めて手を振る。

　すると、大きな魔族達に混じっていた小さな、だが誰だれよりも早く強く鋤すきを振るっていた人物が、笑顔を浮かべて彼の元に駆け寄ってきた。

「シンイチ、お帰りなさい！」

　麦むぎわら帽ぼう子しに丈夫なオーバーオールという、どう見ても農家の娘にしか見えない少女。

　彼女こそが『赤あか色いろ』の渾あだ名なを持つ赤毛の元勇者・アリアンであった。

「ただいま、随ずい分ぶん張り切ったみたいだな」

　村まで買い物に行って帰ってくるまで、往復で二日とかかっていないのに、一目で分かるほど広がった畑を見て、真一は苦笑しながらも褒ほめる。

「えへへっ、僕の力が戦い以外でも役に立つのって、何だか嬉うれしくて」

　魔物ハンター、そして勇者として剣を振るい続けてきたアリアンにとって、誰も傷つけずに済む仕事というのは、純粋にやり甲が斐いがあって楽しかったらしい。

「お母さんと一緒に旅をしてた頃に、立ち寄った村でお手伝いをした事はあったけど、全力は出しちゃいけなかったから……」

「幼女が鋤で地面を抉えぐり飛とばしていたら、そりゃあ怖いからな」

　竜ドラゴンの血を引く半はん竜りゆう人じんであるアリアンが、その正体がバレて迫害されないように背せ負おってきた苦労の片へん鱗りんを見て、真一は労ねぎらうように彼女の頭を撫なでた。

「ここなら誰も文句を言わんから、好きなだけ全力で耕してくれ」

「うんっ！」

　力が全ての脳のう筋きんな魔族社会では、人間だろうと半竜人だろうと差別はない。

　だから、元気に頷うなずくアリアンの首元は、もうマフラーで隠されてはおらず、半竜人の証あかしである赤い鱗うろこも、太陽の光を浴びて眩まぶしく輝いていた。

　そんな話をしていた真一達の元に、魔族達も作業の手を止めて集まってくる。

「シンイチ、セレス、お帰りだブー」

「これが畑に植える人界の食べ物かモー？」

　豚頭のロースと牛頭のカルビが、興味深そうに荷馬車のジャガイモを摑つかむ。

「あぁ、ジャガイモなら簡単に育てられるからな」

　真一は多くの分子配列を覚えているくらい、科学や化学は大好きで勉強をしていたが、農業に関しては生あい憎にくとテレビや漫画で見たニワカ知識しかなかった。

　忘れている記憶すら引き出す『検索サーチ』の魔法でも、一度も見聞きした事がない情報では引き出しようがない。

　当然、麦むぎや米の詳くわしい育て方など知らなかったので、小学校の時に授業で育てた──つまり小学生でも育てられる簡単なジャガイモを選んだのである。

「村の人に話を聞いたところ、植え付け時期は過すぎているらしいが、まぁ大丈夫だろう」

　こちらの世界でも春先に植えて夏に収穫し、秋にもう一回植えて冬に収穫と、二回育てるのが普通らしい。

　季節はもう温かくなってきた初夏で、時期外れだと発育が悪くなるかもしれないが、魔族でも人界の食料を育てて収穫できるという、実績作りを優先したのである。

　その説明に、アリアンも笑顔で同意した。

「おイモなら僕も植えた事あるけど、確かに簡単でいいよね！」

「へー、どうやるんだモー？」

「えっとね、まずは日に当てて芽めを出させてから、それを四つくらいに切って──」

　牛頭のカルビに物もの怖おじせず、丁てい寧ねいに説明するアリアンを見て、真一は仲良くやれているようだと安あん堵どの笑みを浮かべる。

　そんな彼の後ろで、ジャガイモの山から小さな影が頭を突き出した。

「プギィ！」

「あぁ、こいつの事を忘れてた」

　イモを遠慮なく頰ほお張ばりながら現れたのは、体長四十㎝ほどの小さな子豚。

「わぁ、可か愛わいい！」

「きょ、兄弟かブーッ!?」

　愛くるしい子豚の姿にアリアンは目を輝かせ、豚頭のロースは生き別れの弟でも見たように衝撃を受ける。

「経験もないから大規模な畜産は無理だが、家畜に慣なれておこうと思ってな」

「そっか、豚なら家畜として育てやすいもんね！」

「……えっ、家畜？」

　真一とアリアンの楽しそうな会話を聞いて、豚頭の顔が凍こおりつく。

「この子、食べるのかブー？」

「たっぷりと太らせてからな」

「そんなのはダメだブーッ！」

　豚頭は急に叫び声を上げると、真一から子豚を庇かばうように抱き上げた。

「兄弟を食べるなんて、たとえ魔王様の命令でも許さないブーッ！」

「プギィ！」

　子豚まで「そうだそうだ」と同調するように鳴きだす。

「あぁ、やっぱりそうなるのか」

　予想していた反応だけに、真一は驚きもせず苦笑した。

　人間が猿やチンパンジーの肉を食えと言われたら、人類に近いその姿から同族食いの忌き避ひ感を抱くのと同じであろう。

　そう思い、どう説得するか悩む真一に代わって、牛頭のカルビが叱しかりつけた。

「ロース、これは魔王様やリノ様に捧ささげる神聖な食事だモー、お前のワガママは聞けないモー（ジュルリッ）」

「偉えらそうな事を言って、本当は自分が食べたいだけだブーッ！」

「そ、そんな事はないモーっ！　だいたい、猪いのししを食べたんだから豚だって食べろモーッ！」

「猪と兄ブ弟タは別だブーッ！」

　ギャアギャアと言い争う二人を見て、セレスがポツリと呟つぶやく。

「次は子牛を買って来ましょうか？」

「やめて」

　真一が反対したのは別に牛頭の心情を慮おもんぱかったわけではなく、雑食ですぐ大きくなる豚と違って、牛は育てづらいという現実的な理由からであったが。

「とりあえず、そこまで反対するなら豚を殺すのはやめよう」

「本当かブー？」

「あぁ、本当だ」

　子豚と一緒に目を輝かせる豚頭に、真一は眩しい笑顔で頷いてみせる。

「殺さず肉を取ればいいだけだからな」

「……えっ？」

「太らせてから肉を切り落とし、死ぬ前に治癒魔法で治なおせば無限に肉が取れるだろ？　魔法のある世界だからこそ実現できる、完かん璧ぺきな肉生産システムだなっ！」

　これで食糧問題も解決だと、真一は素晴らしい発想に我ながら感動する。

　だが、それを聞いた皆は青い顔でドン引きしていた。

「シンイチ、それは流石さすがに酷ひどすぎるよ……」

「そんな気持ち悪い肉は食べたくないモー」

「兄弟をそんな生き地獄に落とすくらいなら、いっそこの手で楽にしてやるブー……」

「貴方あなたは邪神の生まれ変わりか何かですか？」

「あれーっ!?」

　思いのほか酷評を受けて、真一は驚いて首を傾かしげる。

「う～ん、培ばい養よう肉にくとか生産プラントの概がい念ねんがないこの世界の人には、ちょっと早いシステムだったか……」

「どこの世界とか関係なく、貴方の頭がおかしいだけだと思います」

　セレスのツッコミどおり、たとえ二十一世紀の地球だろうと、同じ事を企たくらんだら盛せい大だいな非ひ難なんを浴びていた事だろう。

「どちらにせよ、大きな欠けつ損そんを治療する魔法となると、魔力の消しよう耗もうが激しくてあまり使えないでしょう」

「そっちの問題があったか」

　切り傷程度ならともかく、失った肉体を回復させるほどの魔法となると、使えるのは魔王、セレス、リノの三人くらいである。

　アリアンを仲間に引き入れ、ヒューブ司教を失しつ墜ついさせた事で、ボア王国が攻めてくる事は当分ないだろうが、女神教の方はいつ襲ってくるか分からない。

　そんな状況で食料のために魔力を浪費し、いざという時に戦えないのでは大問題である。

「仕方ない、『無限の精肉アンリミテツド・ポーク・ワークス』計画は中止するか」

「よかったブー」

　残念そうに諦あきらめた真一を見て、豚頭だけでなくアリアン達も揃って胸を撫で下ろす。

「しかし、豚や牛が駄だ目めとなると……鶏にわとりとか？」

「半人半鳥ハーピーのササミ様が反対しそうですね」

「じゃあ馬で」

「半人半馬ケンタウロスのイチボ様が反対しそうですね」

「もうスライムでも食おう」

「畏かしこまりました」

「それはやめてぇーっ！」

　真一の投げやりな提案に、アリアンが真まっ赤かになって反対する。

　最強クラスの暴食グリトニースライムに飲み込まれ、真一に裸はだかを見られたのが若じやつ干かんトラウマになっているからだ。

　そうでなくとも、人間社会で生きてきた彼女にとって、邪悪とされる魔物を食べるのはかなり抵抗の大きい行為である。

「う～ん、スライムって何でも食べていくらでも増えそうだし、良い家畜になると思ったんだけどな」

「真一だって人間なのに、何でそんな発想が出るの？」

「いや、倒した敵を食うファンタジーＲＰＧとか、わりとよくある話だし」

　何より、西洋では魔生物と恐れられていた蟹かにやタコを平然と食し、強い毒を持つフグの卵らん巣そうすらぬか漬けにして食べるという、食の変態・日本人の血を引く男である。

「大カエルの輸卵管を使ったスライム・ゼリーとか、ちょっと食べてみたくないか？」

「うえ～……」

「巨大鳥ロツクの卵で作ったジャンボ・パンケーキは？」

「それは美お味いしそう！」

　某『ぐ○とぐ○』を知らぬ異世界人でも、巨大なパンケーキと聞けば胸が高鳴るのが乙女おとめである。

「だろう？　そもそも、魔物は大量の魔力を浴あびて変質した動物、つまり元は普通の牛や豚と変わらない。なら、食べても平気だと思わないか」

「そ、そうかな？」

　元から素直な性格に加えて惚ほれた弱みもあって、アリアンは真一の言葉をすっかり信じてしまいそうになる。

　そんな純情乙女を弄もてあそぶゲスを、褐色メイドは溜ため息いきと共に止めるのであった。

「与よ太た話ばなしはその辺りにして、まずは荷物を城の倉庫に納おさめませんか？」

「そうだな、じゃあアリアンも一緒に来てくれるか」

「うん！」

　アリアンは嬉しそうに頷いて、真一の横に座った。

　巨乳メイドエルフと貧乳勇者の半竜人に挟はさまれた、まさに両手に花の状態で、真一は魔王城へと馬車を歩かせた。

　牛頭達は手を振って彼らを見送ってから、ふと足下をうろつく子豚に気づく。

「結局、これはどうするんだモー」

「兄弟はオイラが立派に育てるブーッ！」

「プギィ！」

　のちに魔王城のペット兼残飯処理班となる子豚は、誇ほこらしげに鳴き声を上げるのだった。
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　大量のジャガイモのうち、半数は種たね芋いもにするため一度倉庫に仕し舞まうと、残る半数を城の厨ちゆう房ぼうに運び込む。

　そうして、山と積もったジャガイモを前にして、真一達は包丁を握にぎりしめた。

「ではこれより、第一回ジャガイモ剝むき競争を開始する、イエーイッ！」

「頑張るぞーっ！」

「また変な事を始めましたね……」

　元気に手を打ち合わせる真一とアリアンの姿に、セレスは呆あきれつつもジャガイモを手に取った。

「しかし、わざわざ皮を剝くのですか？　このまま食べられそうですが」

「えっ、皮ごと食べるの!?」

　真ま面じ目めな顔で告げるセレスに、アリアンは驚いて目を剝いた。

　魔王城で共に暮らすようになって既に数日が経けい過かしていたが、魔物と人間の常識というか、習慣や知識の違いが大きい事を改めて実感する。

「フライとか皮ごと食べる調理法もあるけど、基本的には剝いて食べるな。ほら、酒場で食べたスープにも、皮を剝いたジャガイモが入っていただろ？」

「そう言われればそうですね」

　真一に言われて納得し、セレスは包丁をジャガイモに近づけてから、真顔で首を傾げた。

「で、どうやって皮を剝けばよいのですか？」

「うん、そう言う気がしてた」

　できる無表情メイドが、まるで天てん然ねんドジっ子みたいな事を言う姿に、真一はちょっと萌もえつつ頷いた。

　これはセレスが人より不器用だとか、極きよく度どの料理下手というわけではない。

　そもそも、食材が壊かい滅めつ的てきに不ま味ずいため、どう調理しようと味が良くならない魔界では、料理技術がまるで発達していなかったのだ。

　適当な大きさに切ってから、煮るか焼く程度しか教わらなかった魔族のメイドには、ジャガイモの皮剝きすら未知の高等技術なのである。

「というわけでアリアン先生、セレスさんに皮剝きの秘伝を教えてやってくれ」

「えっ、僕がっ!?」

「俺はもっぱら皮剝き器に頼ってたからな。包丁で野菜を剝くのはアリアンの方が上手いかと思って」

「確かに慣れてはいるけど、教えられるほど上手くはないよ？」

　アリアンはそう謙けん遜そんしつつ、手に取ったジャガイモを剝いてみせる。

　長い事一人旅をしてきた彼女は、料理も自分の手で作っていたので、皮剝きくらいはお手の物である。

　専門の料理人には及およばずとも、十数秒でシュルシュルと小気味よく皮を剝いてみせた。

「はい、こんな感じだけど」

「……申し訳ありません、呪じゆ文もんの詠唱からもう一度お願いします」

「いや、魔法は使ってないよ」

　手品を見せられた子供のように、驚いた顔をするセレスに、アリアンは苦笑しながら背後から抱きしめるように彼女の両手を取った。

「えっとね、包丁の方を動かすんじゃなくて、ジャガイモの方を回すようにして──」

「こうですか？」

　年上で普段は沈ちん着ちやく冷れい静せいなセレスが、年下でちょっと抜けた所もあるアリアンに導みちびかれ、恐る恐る皮を剝いていく微笑ほほえましい光景に、真一は満面の笑みを浮かべる。

「アリ×セレか……ありだなっ！」

「急に叫んでどうしたの？」

「お気になさらずとも結構かと、あれはハレンチな事を考えている顔です」

　内心を見み透すかしたメイドから、冷たい視線が飛んできたが、真一は気にせずジャガイモを手に取った。

「じゃあ、二人で三分の一ほど剝いたらお湯で茹ゆでてくれ。残りは皮のまま焼き芋と蒸ふかし芋にしよう」

　魔王城の住人全員に振ふる舞まって、自分達がこれから育てるジャガイモがどれだけ美味いのか、舌で実感して貰もらうためだ。

　そう二人に指示を出しつつ、真一は底の深い鍋なべを火にかけ、村で一番高価だった買い物──オリーブオイルを鍋に注そそいだ。

　続いてよく洗ったジャガイモを、皮がついたまま短たん冊ざく切ぎりにしていく。

「何してるの？」

　初めて見る調理法に、アリアンが興味深そうな視線を送ってくる。

　真一はそれにニヤリと笑い返しながら、棒状に切ったジャガイモを油の中に投入した。

「オリーブの実を潰つぶして絞しぼるのが手間なんだろうな。油が思いのほか高かったから、皆に振る舞うのは無理そうだが、お姫様には最高の芋料理を振る舞いたくてな」

　こんなジャンクフードを料理と言うと叱しかられそうだが──とも思いつつ、揚あげ上がった芋を皿に盛もって、仕上げに塩を振りまく。

「フライドポテト、こっちの世界ではまだ普ふ及きゆうしていないようだな」

　これは一ひと儲もうけできるかもしれんと、また悪い笑みを浮かべつつ、真一は魔族が人界へと進出した原因である、魔王の娘にしてマジ天使な善いい子・リノの元へと試食品を運ぶのであった。
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　魔王城の最上階にある大きな扉を、真一は礼儀正しくノックした。

「真一だけど、リノちゃんいるかい？」

「はい、今開けますです」

　急いで走り寄る小さな足音がして、扉が内側からゆっくりと押し開けられる。

　そして、黒髪紅こう眼がんの美幼女ことリノが、ヒョコッと可愛らしく顔を出してきた。

「お兄さん、何のご用──わぁ、凄すごく美味しそうな香りですっ！」

「あぁ、これをリノちゃんに食べて貰おうと思ってな」

　すぐ匂においに気づいて目を輝かせたリノの前に、真一はフライドポテトの皿を差し出した。

「うわー、これはどんなお料理なんですか？」

「今度畑で育てる事にしたジャガイモを、オリーブって木の実から作った油で揚げたやつだよ」

「へー、作る所も見てみたかったです」

「いや、厨房にリノちゃんを入れようとすると、魔王様が怒るから」

　──包丁なんか握らせて、娘の小さいお手々に傷がついたらどうするのだっ！

　そんな風に親バカを炸さく裂れつされるので、残念ながら彼女は料理に参加できないのである。

　ともあれ、真一はリノに誘われて部屋の中に入った。

　三ｍを超える巨人の魔王も入れるよう高く広い部屋の中に、百二十㎝ほどの小さなリノ用の天てん蓋がいつきベッドや可愛らしいテーブルがあるので、スケールの合わないミニチュアセットでも見ているような気分になる。

「ほい、召めし上あがれ」

「いただきますです」

　丸テーブルの上にフライドポテトを置くと、リノは行儀良く挨あい拶さつをしてから手を伸ばす。

　熱々のポテトにちょっと驚きながらも小さな口に含ふくみ、舌の上で爆発した油と塩の旨味、そして芋の食感に目を丸くして驚いた。

「ふわっ!?　外はサクサクなのに中はフンワリで、表面の濃い味と中身の薄いけど甘い味が合わさって最高ですっ！」

「リノちゃん、グルメレポーターの才能あるよ」

　バカ舌が多い魔族の中で、奇跡的に鋭えい敏びんな舌を持って生まれたリノだけに、初めてのフライドポテトも存分に味わい尽くす。

「とっても美味しいです。こんな凄いお料理を作れるなんて、お兄さんは天才ですっ！」

「お褒めにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごくだが、本物の料理人ならこの十倍は美味しく作れるぞ？」

「十倍っ!? 　人間さんの技術は恐ろしいです……」

　さらに目を剝いて驚きつつも、リノはフライドポテトに伸ばす手を止められなかった。

「食材の供給が安定して、何より人間との争いが治おさまったら、本物の料理人を雇やとおうか」

　いっそ真一のように、魔王の召喚魔法で地球から呼び出すのもいいが、どちらにせよ女神教との確かく執しつが改善されてからであろう。

　そんな事を考えながら部屋を見回していた真一は、ベッドの周りに転がっていた大量の人形に気がつく。

「これ、リノちゃんの？」

「はいです、闇妖精ドヴエルグのお爺じいちゃんが作ってくれた玩具おもちやです」

「玩具ねえ……」

　ニコニコと嬉しそうに笑うリノを背に、真一は何とも微妙な表情を浮かべる。

　木や石を彫ほって作られたその人形達は、匠たくみの業わざが窺うかがえる素晴らしく精せい巧こうな代しろ物ものであった。しかし──

「竜ドラゴンに合成獣キメラに地獄の番犬ケルベロスって、モンスター・フィギュアじゃねえか」

　どう見ても男の子向けで、女の子向けの可愛らしさとは無む縁えんのラインナップであった。

「もっとウサギとかリスとか、可愛い動物の方がよくないか？」

「ウサギやリスって何です？」

「……ごめん、魔界にはいないのか」

　キョトンと首を捻ひねるリノを見て、真一は改めてカルチャーショックを受ける。

　魔界は魔物が平然と闊かつ歩ぽする世界で、人界や地球に生息している普通の動物では生き残れない、過か酷こくな環境だったのだ。

「怪奇・ウサギ男とか、首はねウサギがいなかっただけマシか……」

　天然のバニーガールがいなかった事を無念に思いつつ、真一は人形の中で比較的女の子向けといえる、人魚マーメイドの彫り物を手に取った。

「しかし、本当によくできてるな」

「闇妖精のお爺ちゃん達はとっても手先が器用ですから」

　フライドポテトを食べ終えたリノはハンカチで手を拭ふきつつ、真一の横に座って人形を手に取る。

「この三つ首犬さんがポーちゃんで、こっちの猫女がミャーちゃんです」

「うん、リノちゃんが女の子らしい感性で安心した」

　牛頭がカルビ、豚頭がロースな魔界のネーミングセンスを疑っていたので、真一はほっと胸を撫で下ろす。

「しかし、全部に名前をつけているのかい？」

「はい、みんな大事なお友達ですから。パパやセレスお姉ちゃんが忙しい時は、いつもみんなと遊んでいるんですよ」

「そうか──うん？　ちょっと待って」

　笑顔で告げられた内容に引っかかりを覚えて、真一は慌てて尋たずねた。

「リノちゃん、友達とは遊ばないの？」

　ピシッ、と空気が凍りつく音を、真一は生まれて初めて耳にした。

「…………」

「あの、リノちゃん？」

「ポーちゃんもミャーちゃんも、みんなお友達ですよ？」

「いや、人形じゃなくてさ……」

「シンイチお兄さんもアリアンお姉さんも、みんなお友達ですよ？」

「うん、そう思ってくれるのは嬉しいけど……」

「カルビさんもロースさんも、闇妖精のお爺ちゃんも、お城の人はみんなお友達ですよ？」

「すみませんでしたっ！」

　光の消えた虚うつろな目で、壊れたレコードのように繰り返すリノの姿に堪たえられず、真一は床に額ひたいを擦すりつけて謝罪した。

（リノちゃん、友達がいなかったのか……）

　そう言われてみれば、魔王城に召喚されてから長いものの、リノと同年代の子供を見た記憶がない。

　どんな理由があるのかは知らないが、とりあえず重い空気から逃れるため、真一は恐る恐る腰を上げる。

「じゃ、じゃあ、夕食の手伝いがあるから、俺はこの辺で……」

「はい、人形達みんなと遊んでいますから、寂さみしくなんてないですよ」

「よし、まずは日本の伝統あやとりを教えてあげよう」

　目め尻じりを濡ぬらした健けな気げな笑顔には勝てず、真一は即座に腰を下ろした。

（これは何とかしないとダメだな）

　丁ちよう度ど良くあった紐ひもで八段はしごを作り、手を叩たたいて喜ぶリノを見ながら、真一は新たな使命に目覚めるのであった。
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　あやとりに続いてしりとり、お手玉と懐なつかしの遊びを教えたところで、部屋の扉がノックの後に開かれた。

「リノ様、お食事の準備が整いました」

　そう言って入って来たのは、メイドのセレスである。

　彼女は四枚の金貨でお手玉をしていた真一を見ると、冷たい顔で溜息を吐いた。

「どこでサボっているのかと思えば、リノ様に自分の金を見せつけていたのですか」

「誤解を招まねく表現をするな！」

　相変わらず人を性犯罪者扱いするメイドに、真一は全力でツッコミを入れる。

　しかし、セレスの方はそれをスルーして、リノの背中を押した。

「今日は人界で仕し入いれたジャガイモの試食会を皆で行います、中庭にお集まりください」

「みんなでご飯ですか？　楽しそうです！」

　フライドポテトで芋の味をしめたリノは、目を輝かせて部屋から飛び出して行く。

　その子供らしい元気な姿を笑顔で見送った後、真一は真顔になって問いかけた。

「リノちゃん、何で同年代の友達がいないんだ？」

「それですか……理由は魔王様に聞かれた方が早いでしょう」

　質問を予想していたらしく、セレスは深い溜息を吐いてついてくるよう促うながした。

　そうして、二人は長い階段を下り、城の地下深くにある頑丈な鉄てつ扉ぴの前に辿たどり着つく。

「魔王様はこんな所で何をやっているんだ？」

「見て頂ければ分かります」

　セレスはそう言って『透視クレヤボヤンス』の魔法を真一にかける。

　途と端たん、分厚い鉄扉や石壁が透すけて見え、その先にある光景が目に入ってきた。

　広いドーム状の部屋の中で、二人の人物が激しく戦っている。

　一人は真一もよく知る三ｍ超の青い肌をした巨人、蒼あおき魔王ルダバイト・クローロ・セーマ。

　そして、もう一人も全く同じ蒼き魔王であった。

「何だあれ、ドッペルゲンガー!?」

「魔物の類たぐいではなく、魔王様が魔力で生み出した『分身コピー』でございます」

　そう説明されても、真一にはどちらが本物か分からないほど、分身は魔王にそっくりであった。

　岩さえたやすく砕く豪ごう腕わんも、並の人間などまとめて消し炭ずみにする攻撃魔法も、二体の魔王は全く同じ力量を備そなえていたのである。

「訓練しようにも魔王様と本気で打ち合える者がおりませんから。そこで自らの分身と戦って鍛きたえることになされたのです」

「最高のスパーリング・パートナーではあるだろうが……」

　親子揃って一人遊びか、と少し呆れつつ、真一は魔王と分身の繰り広げる、異次元の戦闘から目が離せなかった。

　殴りながら零ゼロ距離で爆裂魔法を破裂させ、それで吹き飛んだ腕を治癒魔法で一瞬にして治しながら、反撃の回し蹴げりを放ちつつ、避けられるのを予知していたようで、『雷球サンダー・ボール』を機き雷らいのように設置しておく。

　互いの手を百手先まで読み合いながら、その裏を巧こう妙みようにかき、時に真正面から打ち破り、肉体と魔力を極きよく限げんまで燃焼させる。

　人知を越えた魔の決闘、これこそが蒼き魔王ルダバイトの実力。

「申し上げておきますが、魔王様は分身の維持と部屋を守る『保護プロテクト』魔法で力を削そがれており、本来の半分も実力を発はつ揮きできておりません」

「半分以下であれかよ……」

　五人の勇者を一いつ蹴しゆうした時から、強いのは分かっていたつもりだったが、真一は改めて魔王という別次元の力を実感する。

　もう不死身の勇者とは別の意味で、どうすれば殺せるのか想像がつかなかった。

「ところでセレスさん、一つ質問いいかな？」

「何でございましょうか」

「『透視』の魔法をかけて貰ったのに、セレスさんの服が透けて見えないんだけど」

「『対抗魔法カウンター・マジツク』は淑しゆく女じよの嗜たしなみでございます」

「ちくしょうっ！」

　ファンタジー三大エロ妄想の一つ、『透視魔法で女の子の裸を見放題！』があっさりと防ふせがれて、真一は絶望のあまり床に拳こぶしを叩きつけた。

　ちなみに、もう一つはアリアンが実演した『スライムプレイ』として、残る最後の一つを『透明化魔法』と『性転換魔法』のどちらにするかは、今も（真一の脳内で）激しい議論が繰り広げられている。

　そんな思春期青少年の悩みを余よ所そに、鉄扉が重い音を立てて中から開かれた。

「むっ、シンイチとセレスか、どうかしたのか？」

「お疲れ様でございます、お食事の準備が整いましたので、お呼びに参りました」

　現れた魔王にセレスは頭を下げてから、治癒魔法をかけてその傷を癒いやしていった。

「もう終わったのか……まさか、分身の方じゃないよな？」

「アホウ、我が分身ごときに負けるはずがなかろう」

　真一の失礼な質問に、魔王は鼻を鳴らして笑い返す。

「所しよ詮せんは己の分身だからな、次に何をやるか分かってしまっては、同じ力量でも相手にならん」

「なるほど」

「それに、分身では我を本気で殺そうという殺意が足りぬ。これでは準備運動にしかならぬわ」

　真一からすれば地獄のように見えた激戦も、魔王にとっては体が鈍なまるのを防ぐ程度でしかなく、物足りないと深く溜息を吐くのであった。

「やはり、我が妻でなければ満足のいく戦いにはならぬな」

「おやめください」

　妻との死闘を思い返し、懐かしい顔をする魔王に反して、セレスは真っ青になって首を横に振った。

「山脈が更地に変わる光景はもう見たくありません」

「なにそれ怖い」

　原子爆弾だってそこまで酷くはないと、真一の顔からも血の気が引いてしまう。

「というか、奥さんもそんなに強いのか？」

「言っておらんかったか。我は妻と戦い、その強さに惚ほれこんで結婚を申し込んだのだ」

　あまりにも強すぎて敵がいなかった蒼き魔王と、初めて互ご角かくの戦いをした女性。

　互いに「自分の伴はん侶りよはこの人しかいない」と強く運命を感じ、そして愛の結晶であるリノが生まれたわけである。

「ちなみに、決闘は僅きん差さであったが我の勝ちでな、妻は今もそのリベンジマッチを諦めておらず、我を超えるために武者修行の旅に出ているのだ」

「うん、あんたらお似合いの夫婦だよ」

　奥さんの顔は見た事もないが、それだけは間違いないと真一は確信するのであった。

「それで、シンイチは我と妻の馴なれ初そめを聞きに来たのか？」

「いや、リノちゃんの事だけど、どうして同年代の友達がいないんだ？」

　真一が本題を切り出すと、魔王は露ろ骨こつに顔を歪ゆがめて叫んだ。

「友達など作ったら、リノが悪い子になってしまうではないかっ！」

「……何言ってんだ？」

　まさかの答えに、真一は目が点になってしまう。

　友達を作れと言う親なら山ほどいるが、まさか真逆の事を言う親がいようとは。

　唖あ然ぜんとする彼に同情したような表情を浮かべつつ、セレスが補足をする。

「魔王様や私には仕事がありますので、リノ様のお遊び相手を募つのった事もあるのです。しかし──」

「女淫魔サキユバスの小娘はまだ幼いリノに、男女の○○○ピ──を教え込もうとしたのだぞ！」

「それは人選ミスだな」

「クビにして代わりの者を雇やとったら、実は女装した男淫魔インキユバスで、隠れてリノの靴下を嗅かいでおったのだぞ！」

「魔界には変態しかいないのか？」

　思い出して激怒する魔王の話を聞いていると、友達を作るなと言いたくなる気持ちも確かに分かった。

　呆れ果てる真一の肩を、セレスが安心してくださいとばかりに叩く。

「その男淫魔は魔王様の折せつ檻かんを受けて改心し、今では無害な男性好きになったので問題ありません」

「より変態度が悪化してんじゃねえかっ！」

「リノ様に無害ならそれでよいのです」

「俺には不安要素でしかないんだがっ!?」

　まさか今も魔王城に居るのではと、思わず尻の穴を隠す真一を余所に、セレスは話を元に戻す。

「ともあれ、そのような変態ばかりではなく、普通の子供も魔族にはいます。ですが、魔王様の娘であるリノ様の遊び相手に、自ら立候補するかとなりますと……」

「なるほど、普通の子は遠慮するわな」

　重い溜息を吐くセレスの説明を聞いて、真一は納得する。

　リノ本人は気にせずとも、彼女を間違って泣かせたり傷つけたりすれば、魔王の怒りを買って本人どころか一族郎党まで灰にされかねない。

　そんな危険を伴ともなう遊び相手役に立候補するとなれば、何らかの下心がある者しか残らないのだろう。

「魔王様と奥様の血を引くリノ様は、秘ひめられた資質だけでいえば魔界でも最高の女性です。ですから、我が子を産んで欲しいと願う男は山ほどおりまして……」

「女装して近づいてくる馬ば鹿かまで出るし、間違っても男は近づけられないって事か」

　だから、女の遊び相手が欲しいのだが、命の危険を背負って名乗り出てくる者は、残念ながら見つからなかったらしい。

「というわけだ。其方そなたの事は信頼しておるが、娘に手を出したら……分かっておるな？」

「俺は巨乳派でロリに興味は全くないので安心して下さい」

　にこやかに笑いながらも、床にめり込みそうな力で肩を叩いてくる魔王に、真一はつい敬語になってしまう。

「しかし、事情は分かるが悪友でも遊び相手はいた方がいいと思うぞ？」

「まだ言うか、リノが悪い子になったらどうするのだっ！」

「だから、そういう過保護が良くないんだって。あまり縛しばり付つけると大きくなった時に性格が歪むって言うぞ」

　そう忠告すると、横で聞いていたセレスが納得した様子で頷いた。

「なるほど、貴方は子供時代から亀きつ甲こう縛しばりをされてきたのですね」

「俺がそんなに歪んで見えるのか？」

　ちなみに、真一は放任主義でノビノビと育ったので、この説はあまり説得力がなかった。

「とにかく、遊びやら料理やら何でも好きにやらせてあげたらどうだ。縛りすぎるとストレスで捻ひねくれて、その内『パパなんて大嫌いです、話しかけないで下さい』とか言い出して──」

「ごはっ！」

「クリティカルヒットッ!?」

　魔王は想像だけで本日最大のダメージを受け、口から血を吐き出した。

「どれだけリノちゃんを愛してるんだよ……」

「ふっ、この世の全てを探し尽くしても、我より娘を愛している者などおらんからな」

「ですが、リノ様本人はこの前『お兄さんの作ってくれた飴あめが一番好きですっ！』と仰おつしやっていましたが」

「ごぶわっ！」

「セレスさんっ!?」

　メイドの無慈悲な追撃によって、魔王は床に倒れ込んで痙けい攣れんを始める。

　そんな主あるじに治癒魔法をかけつつ、セレスは涼すずしい顔で告げた。

「実を言いますと、私は魔王様のメイドではなく、奥様の従者なのです」

「なるほど、どうりで偶たまに扱いが雑なわけだ」

　セレスの中では奥様とリノが同率一位で、魔王はその少し下にいるらしい。

「どこの世界でも、父親の扱いは悪いんだな……」

　真一は深く同情しつつ、手を貸して魔王を立ち上がらせた。

「とりあえず、友達の件は考えておいてくれよ。魔王様だっていずれは寿命で先に死ぬんだし、リノちゃんに寂しい思いをさせたくないだろ？」

「つまり、我が不老不死となればいいのだな」

「何でだよ」

　真一は魔王の鍛えられた腹にツッコミを入れたが、自分の手が痛むだけであった。
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　魔王城の中庭には百名あまりの多種多様な魔族が揃い、様々な調理をされたジャガイモに舌した鼓つづみをうっていた。

「ブヒィーッ！　ただ焼いただけなのにこんなに美味いなんて、魔法の植物だブー」

「お湯で煮たのもいいが、蒸ふかしたのは柔らかくて最高だモーッ！」

「油で揚げた、とか言ってたかしら？　このフライドポテトって味が濃くて堪たまらないわ」

「こら、フライドポテトは数が少ないんだから、一人で食べ過ぎるなよ！」

　焼く、煮る、蒸す、揚げると単純な調理を行ったものに、塩を振っただけの雑な料理であったが、拷ごう問もんレベルに不味い魔界産の食料に慣れていた魔族にしてみれば、人界のジャガイモは天上の美食なのであった。

「収穫時期でもない取り置きの芋だからか、水分が飛んでボソボソした感じで、あまり美味くはないんだけどな」

「貴方はどれだけ贅ぜい沢たくなのですか」

　現代日本人の肥こえた舌で語る真一に、十分美味しく思っていたセレスが拗すねたような目を向ける。

「はわー、どれも美味しくて食べきれないです」

「別に無理をしなくても、まだ沢山残っているからね」

　焼き芋と蒸かし芋を両手に持って、お腹なかがいっぱいで悲しそうな顔をするリノを、アリアンが笑って慰なぐさめる。

　魔王はその光景を見て破顔しながら、芋のスープを一気に飲み干した。

「うむ、リノが幸せで何よりである」

「なら、友達の件も考慮してくれよ」

「さあ皆の者、今日は存分に食らうがいいっ！」

　真一の要望をスルーして、魔王は芋スープのお代わりを掲かかげて叫ぶ。

　それに魔族達も歓かん声せいで応えたその時であった。

「……ほう、この力は」

「……人間でしょうか？」

「……何か凄い魔力がっ!?」

　魔王、セレス、アリアンが揃って南東の山を凝視する。

「どうしたんだ？」

　真一が不思議に思ってそちらを見た瞬間、赤く染まった夕焼け空を切り裂く、真っ白な閃光が逬ほとばしってきた。

「何っ!?」

「ふんっ！」

　突然の事に動けぬ真一を余所に、魔王が大地を蹴けって天高く舞い上がる。

　そして、掌てのひらから魔王城を丸ごと包み込む、巨大な光の壁を生み出した。

「『防護要塞フオートレス』」

　青い光の城壁に、直径二十ｍを超える巨大な白い光の放流が突き刺さる。

　全てを消滅させる破壊の光と、全てを防ぐ守護の光。

　両者の押し合いは三秒ほど続き、白い光が蛇口を閉められた水のように細く消えて決着した。

「ロボット物の光学兵器ビームかよ……」

「『びーむ』が何かは存じませんが、光の攻撃魔法ですね」

「やっぱり凄いな……」

　ＳＦ映画のような攻防に真一は驚き呆れ、アリアンは改めて魔王の強さに畏い怖ふと尊敬を抱く。

　そんな彼らの前に下りてきた魔王は、少し火傷やけどを負った掌を見せながら、楽しそうに口の端はを吊つり上げた。

「喜べシンイチ、また新たな勇者が現れたぞ」

「喜んでいるのは魔王様だけだよ」

　真一はそう悪態をつくが、凄すさまじい魔法の攻防を目撃した魔族達は、ジャガイモを口にした時にも劣おとらぬ興奮の声を上げていた。

「おぉっ!?　アリアン以外にも魔王様を傷つけられる奴がいたなんて、人間もやるブーッ！」

「今度は魔法使いの勇者かモー？」

「自分らが消し炭ずみになりかけた心配もしような？」

　真一が冷静なツッコミを入れるが、強者が大好きな脳筋魔族達はワイワイと騒さわぐだけで、まるで聞いてはいなかった。

　心配しているのは魔族らしからぬ感性を持つ、心優しいリノ一人だけである。

「また人間さんが攻めて来たですか……？」

　せっかくアリアンと仲良くなれて、人間とも上手く共存できると思っていたのにと、悲しそうに顔を歪める。

　真一はそんなリノの頭を撫でて慰めつつも、軽く溜息を吐いた。

「しかし、勇者がまた来たのはともかく、こんな超火力の遠隔砲撃を仕し掛かけてくるとは……」

　敵が反撃できない長距離から、圧倒的な火力でねじ伏せる。

　単純だが最強の戦法であり、魔王城という動けぬ防衛対象があるこちら側にとっては、最も厄やつ介かいな攻撃であった。

「城ごと魔王様を吹き飛ばそうとか、勇者の考える事かよ」

　ゲームなら絶対に不可能な、だがプレイヤーなら誰もが一度は考えた鬼き畜ちく戦法を、まさか食らう側になるとは。

　苦い顔をする真一を余所に、魔王は晴れやかな笑みを浮かべ、彼の肩を叩くのであった。

「敵は『瞬間移動テレポート』を使い逃げた。我は城と民を守らねばならんのでな、追撃は其方に任せるぞ」

「はいはい、畏まりましたよ魔王様」

　真一は口調こそぞんざいなものの、懐から笑い顔の仮面を取り出してみせ、魔王の参謀として恭うやうやしく承うけたまわるのであった。

「それで、どんな奴だったんだ？」

「正確には『奴ら』だな、三十人ほどいたか」

　一瞬の攻防であったが、魔王は山の頂上に隠れていた敵の数や姿まで詳細に捉とらえていた。

「三十人も勇者がいたのかっ!?」

「いや、勇者はおそらく魔法を発動させた一人だけであろう。残りは勇者に魔力を注そそいでいたオマケだな」

「つまり電でん池ち要員か」

　かつて、ヒューブ司教が信者の魔力を借りて『死者蘇生リザレクシヨン』を使っているのを見たが、それと同じ要領で攻撃魔法を唱えたのだろう。

「しかし、補助があったとはいえ、あれほど大規模な魔法を使えたとなると、かなりの使い手であるぞ」

「普通の奴なら注がれた力に耐たえきれず、内側から破は裂れつとかしそうだしな」

「実験してみましょうか？」

「やめろっ！」

　魔力を注ぎこもうと伸ばしてきたセレスの手を、真一は慌てて避ける。

「それで、勇者はどんな奴だったんだ？」

「真っ白い服を着た金髪の女であったな、歳としはアリアンと同じくらいであろう」

「う～ん、それだけだと珍しくもないな」

　そう残念がる真一の横で、アリアンがハッと気づいて目を見開く。

「僕と同じ……まさか、聖女さん？」

「知っているのか？」

「うん、直接会った事はないんだけど」

　アリアンはそう前置きしてから語り出す。

「お仕事で大神殿のある聖都に行った時にね、僕と同い年くらいの子で凄い魔法使いの勇者がいるって話を、案内の神官さんから聞いたんだ」

「魔法使いの勇者って単語の違和感が凄いな」

　某国民的ＲＰＧに慣なれ親したしんだ身からすると、『勇者』はやはり剣も魔法も使える万能職というイメージが根強い。

「名前は確かサンクティーヌさんだったかな？　凄く美人で信仰心も厚く、一部では女神様の生まれ変わりと言われているんだって」

「それで聖女か。しかし、女神エレゾニアの生まれ変わりとは……巨乳に違いない」

「むぅ～……」

　女神像の胸が豊満だった事を思い出し、鼻の下を伸ばす真一を見て、アリアンが己の平らな胸を押さえつつ頰を膨ふくらませた。

　そして、メイドも極寒の視線で睨にらんでくる。

「聖女を辱はずかしめて自分専用の性女に変えようとか、真性のドゲスですね」

「思ってねえよ！　聖女と言えば女騎士と並ぶ『くっころ』キャラだとかちょっと考えてたけど、そこまでは思ってねえよ！」

「くっころ？」

　必死に取とり繕つくろう真一の発言に、リノが不思議そうに首を傾げていたが、幼女に「くっ、殺せ！」展開を詳しく説明するなんて罰ゲームを実行する気はもちろんない。

「とにかく、その聖女サンクティーヌとやらが相手だろうと、魔王様の敵は必ずや打ち倒してみせましょう」

　真一は手にしていた仮面を被かぶり、改めて宣言する。

　こうして、不死身の聖女を打倒する、彼の新たな戦いが始まったのであった。
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　最上級の光魔法『聖光奔流ホーリー・トレント』を魔王に防ふせがれた聖女サンクティーヌ達は、予あらかじめ用意していた瞬間移動テレポートの魔法陣によって、ドーグ渓けい谷こくからボア王国の崩壊した神殿跡地まで逃げ切っていた。

　しかし、屈くつ辱じよく的てきな敗北を喫きつしながらも、聖女の整った顔に焦あせりや苛いら立だちは欠片かけらも窺うかがえない。

「これは女神様が私達に与えて下さった試練ですわ。あの悪あしき魔王を滅ほろぼしたその時こそ、私達は女神様の楽園へと一歩近づくのです」

　女神エレゾニアの敬けい虔けんな信徒だけが招かれる死後の楽園。

　そこへ行く功こう績せきを積むために、今だけは幸福な死から蘇よみがえってでも、邪悪な魔族を倒さねばならない。

　そう敬虔な信徒に相応ふさわしい決意を述べるサンクティーヌに、付き添いの神官戦士達はこぞって賞しよう賛さんを浴あびせた。

「仰おつしやる通りです、サンクティーヌ様」

「聖女たる貴方あなた様をおいて、他の誰があの魔王を滅ぼせましょうか」

「我ら皆、血の一滴まで聖女様のために尽じん力りよく致いたします」

　自分より倍以上も歳としを重ねた神官戦士達が、揃って膝ひざをつく光景を、サンクティーヌは微笑ほほえんで自然に受け入れる。

「この度たびは失敗しましたが、まだ悪しき魔王を滅ぼす手は残されていますわ」

　それは究極の光魔法『太陽神の抱擁ソーラ・ルイン』である。

　遙はるか上空に地平線の彼方かなたまで届く巨大な魔力レンズを形成し、集めた太陽光によって地上を焼き払う、まさに女神の天てん罰ばつ。

　遙か昔、女神エレゾニアの教義に従わなかった愚おろか者達の都みやこ・マウズを、女神の力を授さずかった初代教皇がこの魔法で焼き滅ぼしたという。

　魔力レンズに太陽光を吸われ、真昼でありながらも真っ暗になった都市に、六千度を超える光の滝たきが降り注ぐ美しい光景は、数多あまたの絵画に描き残されている。

　自らが『太陽神の抱擁』によって魔王を滅ぼす姿も、新たな絵画となって歴史に残るのかと思うと、サンクティーヌも胸の鼓こ動どうが高まるのを抑えられなかった。

「ですが、このままでは悪しき魔王を倒せませんわね」

　初代教皇ですら女神の力を借りねば発動させられなかった、究極の大量破壊魔法である。サンクティーヌと三十名の神官戦士ではまるで魔力が足りない。

　困った顔で考え込むサンクティーヌを見て、神官戦士の一人が声を上げる。

「クランクルム卿きようにご相談をなされてはいかがでしょうか。必ずやよい知恵をお貸かし頂いただけるでしょう」

「まぁ、よい考えですわね」

　サンクティーヌは笑顔で手を叩き、遠く大神殿にいるクランクルムの元に『念話テレパシー』を送って事情を説明した。

（というわけで、悪しき魔王を滅ぼすためにお力をお貸し頂きたいのです）

（なるほど、よく分かりました）

　クランクルムは失敗を咎とがめず、僅わずかな思考の末に解決策を提示した。

（北の鉱山国家・ティグリスに向かいなさい。あの国はアレを所持していたはずです）

（アレ？）

　首を傾かしげたサンクティーヌも、説明を聞いて納得した。

（確かに、それなら悪しき魔王を滅ぼせますわ）

（では、朗ろう報ほうを期待しておりますよ）

　そう伝えて念話を切ったクランクルムは、周りに誰もいない事を確かめてから呟つぶやいた。

「ティグリスの民は少々、女神様への信心が足りませんからね。教会の力を思い知らせるためにもいい機会でしょう」

　魔王を倒すのに加えて、教会に反抗的な国家を黙だまらせる、この功績で彼が教皇となるのは間違いない。

「頼みましたよ、愛しい我が聖女」

　大金をかけて育てた忠犬が、鹿しかを狩ってくる日が待ち遠しいと、クランクルムは穏やかな微笑みを浮かべるのであった。
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　ボア王国で宿屋兼酒場を営いとなむ中年の店主は、来店してきた黒髪の少年とメイドの顔を見て、驚きながらも笑顔を浮かべた。

「生きてたのか。魔王討とう伐ばつに向かってから帰って来ねえから、おっ死ちんだと思ってたぜ」

「悪人世にはばかるってな、性格の悪い奴はそうそう死なないのさ」

「ちっとも自慢にならねえな」

　店主はそう言いながらも、無ぶ事じだった祝いとばかりにエールを差し出す。

　黒髪の少年こと真しん一いちはカウンター席に座って、ありがたくそれを受け取った。

「そいで、お前らが無事って事は、アリアンの嬢じようちゃんも無事なのか？」

「あぁ、今日は来ていないが元気にしているよ」

「店主、ハムとパンをお願い致します」

「そうか、嬢ちゃんも無事だったか」

　店主はホッと胸を撫なで下おろしながら、メイドことセレスの注文を用意する。

「嬢ちゃんは不死身の勇者様だから命の心配こそしてなかったが、司教様にセクハラをされたとか変なビラがばら撒まかれててな、その件で落ち込んでいやしないかと気にしてたんだぜ」

「へー、そんな事があったのか」

　ビラを作った張本人のくせにシラを切り、真一は自分も料理を注文しつつ本題へと移る。

「ところで、魔王を退治しに聖女様だかが来てるって本当かい？」

　聖女の攻撃魔法が南東から飛んできたので、同じ方向にあるボア王国に立ち寄ったのではないかと思ったのである。

　その推すい測そくは的中したようで、店主は感心した様子で頷うなずいた。

「耳が早いな。お前達が失敗したと思ったらしく、大神殿から聖女サンクティーヌ様が遣わされたそうだぜ」

「店主、土産みやげとして持ち帰りたいので、ハムとパンを包んで下さい」

「セレスさん、今大事な話をしているので後にして」

「リノ様のお食事以上に大事な話などありません」

　真一は空気を読んでと注意するが、食事が絡からむとわりとポンコツなメイドは全く取り合わない。

　そんな二人の懐なつかしいやり取りに微笑ほほえみつつ、店主はハムとパンを布で包みながら話を続けた。

「聖女サンクティーヌ様と言えば、魔法の腕は枢すう機き卿きようすら上回るって噂うわさだからな、うかうかしていると魔王を先に倒されちまうぜ？」

「いや、俺達は魔王にあっさり負けて逃げてきたからさ、いっその事その聖女様と協力できないかと考えていたんだ。まだこの国にいるのかい？」

「間が悪かったな、昨日まではボア王国にいたそうだが、もうどこかに行っちまったそうだぞ」

「そうか、どこに向かったか知らないか？」

　尋たずねると、店主は少し考え込んでから答えた。

「う～ん、確か北門から出て行ったと聞いたから、おそらく鉱山国家・ティグリスに向かったんじゃねえかな」

「鉱山国家？」

「ドーグ渓谷を迂う回かいして北に進むとある、マッテラル山脈の麓ふもとに築きずかれた都市国家で、鉄やら金やらの採さい掘くつが盛さかんな所よ」

「へー、金脈を当てて一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらいたいな」

「お前と同じ事を考える馬鹿が、この国からも出で稼かせぎに行ってるぞ」

　ただ、そんな美う味まい場所は国がとっくに独占しているので、一攫千金など夢のまた夢であったが。

「ゴールドラッシュの夢破れたりか……それで、聖女様は何でそこに行ったんだ？」

「そこまでは知るか。自分で行って聞いてこい」

　店主はそう投げやりに答えつつも、一つ助言を付け加える。

「ただ、聖女様のお仲間になるってのは無理だと思うぞ」

「何でだ？」

「聖女様は枢機卿の一人、クランクルム卿の秘ひ蔵ぞっ子こだって話でな、変な輩やからが近づかないように大勢の神官戦士に取り囲まれているらしい」

　事実、北へ行く時も三十名ほどのお供を連れていたと、馴な染じみの客が言っていたらしい。

「人の善いいアリアンの嬢ちゃんと違って、お前みたいな勇者でもない怪あやしい奴を仲間には加えてくれねえだろうさ」

「入団テストくらいは受けさせて欲しいもんだな」

　真一はそう茶化しつつも、心の中で軽く舌打ちをする。

（まぁ、そんな簡単にはいかないよな）

　命をかけて魔王と戦う仲間なら、実力以上に信頼が重要となる。

　よく知る神官戦士達がいて戦力が足りているのなら、怪しい真一を迎え入れる理由はない。

　何より、ヒューブ司教の口から真一やセレスが魔王の手先だと伝えられているなら、迂う闊かつに顔を見せるのすら危険であろう。

「そういや、ヒューブ司教ってどうなったんだ？」

「うん？　ビラの件やら謎なぞの事故で神殿が崩れた責任やらで、大神殿に呼び出されたらしいぞ。司教の地位を剝はく奪だつされて罰を受けてるって噂だな」

「へー、それは可か哀わい想そうに（ははっ、ざまぁ！）」

（『念話』で本音を送らずとも結構です）

　表面上は同情を見せながら、内心で思いきりあざ笑う器用な真一のゲスっぷりに、セレスは辟へき易えきしつつエールを飲のみ干ほした。

　それを合図に、真一も料理の代金を置いて立ち上がる。

「ごちそうさん、また来るよ」

「あぁ、次はアリアンの嬢ちゃんも連れて来いよ。あんな酷ひどい噂なんて誰も信じてねえからよ」

　そんな店主の気遣いが嬉しくて、真一は出口へ向けていた足を止めて振り返った。

「オヤジさん、フライドポテトって知ってるか？」

「何だそりゃ？」

「ジャガイモを使った料理でな、油を大量に使うから材料費が高くつくかもしれないが、きっとエールに合うと──」

　後日、真一の伝えたフライドポテトが話題を呼んで店は大だい繁はん盛じようし、店主は嬉しい悲鳴を上げる事になるのだった。
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　一度魔王城に寄ってリノにお土産みやげを渡し、アリアンも加えて真一達は北の鉱山国家・ティグリスへと向かっていた。

「アリアンは行った事あるのか？」

「うん、魔物ハンターをしていた時に立ち寄ったんだけど、鉄製のお鍋なべとか武ぶ具ぐとかが凄く安くて出来も良くてね。前に使ってた剣もティグリスで作って貰もらったんだ！」

「前の剣って無ぶ骨こつなだけの鈍どん器きじゃなかったか？」

「あの時はお金がなかったし……」

　半竜人の怪力でも折れないよう、頑丈な厚めの刀身を注文生産したので、研とぎや装飾に回すお金は余あまらなかったらしい。

　アリアンは当時を思い出して懐なつかしみつつ、今腰に帯びている闇妖精ドヴエルグお手製の魔剣を撫なでた。

「さすがに魔剣は売ってないと思うけど、本当に安くて良い物だから、ボア王国でも売っているんだよ」

「ティグリスで安く購入して、ボアで高く売却して儲もうけるんだな」

　良い情報が聞けたと手を打って、真一は隣となりのメイドを見た。

「セレスさん、ちょっと儲け話があるんだが？」

「『瞬間移動テレポート』なら使いませんよ」

「ちっ、バレたか」

　普通に往復すると十日はかかるティグリスとボアの間も、瞬間移動の魔法を使えば一瞬なので、旅費に加えて盗賊に狙ねらわれるリスクも大幅に減らせる。

　その分、商品を格安で販売できるので、客を独占して大儲けできると考えていたのだ。

「申し上げておきますが、瞬間移動の魔法は移動する物体が大きいほど魔力を大量に消費します。距離にもよりますが、荷馬車ほどの大きさを移動させるとなると、私では一日に六回が限界でしょう」

「いや、それで十分だからね？」

　おそらく人間の平均的な魔法使いが聞いたら、「何言ってんだこいつ？」と顔を真っ青にするような発言であったろう。

　ただ、戦闘に限らず変装や索さく敵てきなど、あらゆる面で有能なセレスに、無駄な魔法を使わせる余裕はない。

　それに、他の商人を破産に追いやって敵を作るのも面倒なので、テレポート宅急便を実行する気はなかった。

「とはいえ、いずれは金儲けの方法も考えないとな」

　魔王城には大量の金きん塊かいがあるので、当分は資金面で困る事はない。

　ただ、金塊も決して無限ではない。畑を作り始めたばかりで自給自足の道は遠く、食料の購入で金は出て行く一方である。

　後のち々のちの事を考えて、収入源は確保しておきたかったのだ。

「魔族特有の名産品でも作れれば、金目の臭においを嗅かぎつけた商人が集まってくるだろうし」

　金のためなら己おのれの魂たましいすら商品とするのが商人である。

　美味しい商材さえあれば、女神教の目をかいくぐって、魔族と取引する者とて現れるだろう。

「そこから人間との交流を結べれば、魔族に対する偏へん見けんも薄れるだろうし……」

「シンイチって、凄く沢たく山さんの事を考えているんだね」

「それが参さん謀ぼうのお仕事ですので」

　真剣な顔で考え込む彼の姿に、アリアンは尊そん敬けいの眼まな差ざしを向け、セレスも口調こそ素っ気ないものの、感謝するように昼飯のパンを手渡した。

　そうして、真一達は鉱山国家・ティグリスに辿り着く。

　西から東へと長くそびえるマッテラル山脈を背中にして、山から切り出した石で高く厚い城壁を築き上げたその国は、鉱山国家と言うより堅けん牢ろうな要よう塞さい都市といった趣おもむきであった。

「まぁ、魔王様の魔法なら一撃なんだろうが」

「あんな例外を考こう慮りよしろって無茶すぎない？」

　人間なら勇者とて手を焼くであろう城壁も、魔王の前では紙に等しいという事実に、アリアンは改めて乾かわいた笑みを浮かべる。

　街への門は鉱山へ働きに出る者達や、採とれた鉄鉱石を運び込む者達、鉄製品の仕入れに来た商人と、人や馬車の出入りがとても激はげしい。

　そのため、真一達は門番に止められる事もなく、すんなりと街の中に入っていった。

「鉱山が主産業だからか、厳いかつい兄ちゃんが多いな」

「鍛か冶じ屋やさんとかも力がないとできないからね」

　道行く男性は誰もが頑がん強きようそうであったが、筋肉がはち切れんばかりのマッチョは少なく、マラソン選手のような細身の体型が大半であった。

（狙って体型を維い持じしているのではなく、たんに栄養が足りないんだろうな）

　この世界には魔法という科学を超えた力があるが、それは限られた者にしか使えない力である。

　そのため、魔法使いは宮廷魔術師や神官、または魔物ハンターや勇者といった選ばれし職業に就つき、農家になって畑を耕たがやす事などない。

　そして、魔法という便利な力があるせいか科学技術が未発達で、コンバインやトラクターといった機械はもちろん、農薬や化学肥ひ料りようもない。

　だから、農作物の収穫量が少なく、現代日本人のように太るほど食事が取れないのだ。

（とはいえ、飢うえている様子もないしマシな方か）

　ジャガイモという食料界のチートアイテムが存在するだけでも、この世界は恵めぐまれているのだろう。

　そんな事を考えてると、前方からふと良い香りが漂ただよってくる。

　見れば、屋台で若い青年が肉の串くし焼やきを売っていた。

「あれは？」

「山や羊ぎ肉にくの串焼きだね、追加料金で山羊のチーズも塗ぬってくれるんだよ！」

「今焼けている物を全てください」

「セレスさん、待ってステイっ！」

　雷光の速度で注文しに走ったポンコツメイドを、真一は慌てて追う。

「もがもが（人を犬のように調教する気ですが？　変態ゲスご主人ですね）」

「食うか喋しやべるかどっちかにして」

　口いっぱいに山羊肉を頰ほお張ばりながら、いつもの毒舌を忘れないセレスに、真一は呆あきれながらハンカチを取り出して、頰についたチーズを拭ぬぐってやる。

「まったく、初めて見た時はクールな美人さんだと思ったのに、どうしてこうなったんだが……」

「知らなければ堪たえられましたのに、無む垢くなこの身に欲望を教え込んだのは貴方あなたではないですか」

「人聞きの悪い事を言わないでくれる？」

　肉欲（性的な意味ではない）を教えたのは確かに真一かもしれないが、ここまで食欲に素直なポンコツと化したのは、間違いなく本人の責任であろう。

　そう思って溜ため息いきを吐ついていると、横から指で肩かたを突つつかれた。

「アリアンか、どうした？」

「え～と、串焼き美お味いしいな～って」

　アリアンは自分も買った串焼きを食べつつ、チーズがついた頰を露ろ骨こつにチラチラと見せてくる。

「……汚よごれてるぞ」

　真一が苦笑しながらもハンカチで頰を拭いてやると、アリアンは心の底から嬉しそうに笑った。
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「えへへっ、ありがとう！」

「どういたしまして」

　真一は照てれ臭くさささを隠すため、自分も串焼きに手を伸ばした。

　そんな彼から料金の銀貨を受け取りながら、若い青年店員は血の涙でも流しそうな表情で、屋台の周りを指さす。

「兄ちゃん、帰ってくれるか？」

　よく見れば、アリアンとセレスの美び貌ぼうに見み惚とれて足を止めていた男達が、真まっ黒くろい嫉しつ妬とのオーラを放っていた。

「……すみませんでした」

　真一は深く頭を下げると、独身男達の殺意に満ちたその場から、アリアン達の手を引いて急いで逃げ去るのであった。
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「やれやれ、二人とも可愛いんだからさ、自覚を持って目立つ真ま似ねは避さけてくれよ？」

「可愛いだなんて、えへへ～」

「お世せ辞じを言ってもお肉様はあげませんよ」

「……一人で来ればよかったかな」

　照れるアリアンと、まだ串焼きを食べ続けるセレスを見て、真一は贅ぜい沢たくな後悔をしつつ、王城へと続く大通りを進んで行く。

「お城に行くの？」

「いや、おそらく城の近くにあると思って──おっ、やっぱりあったな」

　城門の二百ｍほど手前に、お目当ての建物はあった。

　ボア王国にあったものと比べると小さいが、太陽の光を浴びて神々しく輝く白い建築物──女神エレゾニアのティグリス国神殿である。

「聖女が来ているならここしかないだろう」

「じゃあ行ってみよう！」

「いや、ちょっと待て」

　さっそうと神殿に向かおうとしたアリアンを、真一は摑つかみ止めた。

「アリアンは顔が割われているから駄目だ、俺もこのままだとバレるかもしれない」

「あっ、そうだよね……」

　アリアンも気づいて顔を曇くもらせる。

　大神殿に呼び出されたヒューブ司教により、黒髪の少年・真一の手によって、赤あか色いろの勇者・アリアンが裏切ったと報告をされていれば、姿を見せた瞬間に囲まれる危険性が高いからだ。

　セレスもいるので戦闘になっても負ける気はしないが、不死身の勇者である聖女を相手に、物理的な勝利など意味はない。

　心を折おる策さくを練ねるためにも、今は正体を隠して情報収集に徹てつするのがベストである。

　真一はそう警戒したのだが、実際の所それは杞き憂ゆうにすぎなかった。

　ヒューブが大神殿で行った事情説明は真実に近かったが、アリアンに対する恋れん慕ぼや暴力、真一に出し抜かれた事など、自分に都合の悪い所は脚色をしていたため、どうしても噓うそ臭くささが隠しきれていなかった。

　そして何より、厄介な若造を排はい除じよしたかった枢機卿達にしてみれば、「司教が少女に淫いん行こうを働こうとして、女神様の天罰が下った」という噂の方が都合良かったのである。

　結果、真実は噓として無視され、女神教全体には広まっていなかったのだ。

　ただ、そんな事情を真一は知るよしもないため、用心に用心を重かさねた。

「セレスさんの『幻影イリユージヨン』で変装する手はあるが、これって魔法使いには気づかれるんだよな？」

「うん、魔力の流れを隠すのは難しいからね」

　大幅な力量差があれば可能だが、少なくともアリアンは見抜けるし、以前ヒューブ司教にも気づかれていた。

　ならば、聖女も見抜けると判断するべきであろう。

「お参まいりに来た一般人相手に、出会って一秒で『解呪デイスペル』をかけてくると思うか？」

「ど、どうかな？」

　真一の質問に、アリアンは難しい表情を浮かべる。

「人がかけている幻影魔法を無理やり解くのって、本当は凄く失礼な行為なんだけど……」

「何な故ぜですか？」

　人間文化の機き微びが分からず不思議がるセレスに、アリアンに代わって真一が答える。

「ほら、前に顔面の火傷やけどを隠した商人に変装をしただろ。あれと同じでさ、見られたくなくて隠しているモノを暴あばくのは無礼だろう？」

「なるほど、そうでしたね」

「だから、アリアンが胸に詰め物をしていても、そっとしておくんだぞ？」

「畏かしこまりました」

「そんな事してないからねっ！」

　あらぬ疑いをかけられて、アリアンは涙目になりつつも薄い胸を手で隠した。

「そんなわけで、幻影魔法をいきなり解除するのは無礼行為なんだが、女神教の奴らだとやりかねなくてな……」

「お二人はともかく、私は露ろ見けんすると拙まずいですね」

　セレスの長い耳を見られれば、一目で魔族とバレて戦闘状態に突入である。

「だから魔法ではなく、帽子や髪染めとかで物理的に変装をして──」

　そう変装方法を話し合いつつ、神殿の方を窺った時であった。

　裏口らしき扉から出てきた男の姿に、真一は強い違和感を抱いだく。

「何だ、妙みように弱々しいぞ？」

　鉱山労働者らしく体格はたくましいのに、足腰がプルプルと震ふるえて歩く体力もないといった様子だったのだ。

「はっ、まさか!?」

「それはありえません」

「まだ何も言ってないんだけど」

「どうせ『聖女が若い男達と夜の性女なパーティーをっ!?』とか考えていらしたのでしょう？」

「…………」

　真一は無言で目を逸そらした。

「これだから万年発情期のドスケベ駄だ犬けんは困ります」

「…………」

　そんな真一の思考を読み取れるあたり、セレスさんもドスケベなんじゃ──とアリアンは訝いぶかしんだが、あえて口にはしなかった。

「しかし、何であんなに疲労しているのかは気になるな」

　男の後に出てきた老婦人や子供も、息が乱れて歩くのも辛つらそうであった。

「中で何をしているのか気になるが、変装をするにも時間が……」

「建物に『対抗魔法カウンター・マジツク』がかけられていませんので、私が『透視クレヤボヤンス』と『盗聴ワイヤータツプ』で見聞きしたものを、『共感覚リンク』でお二人にお伝えしましょう」

　セレスはそう言うと、人目につかないよう建物の陰かげに隠れてから、真一達の手を摑んで魔法を唱える。

　すると彼女の感覚を通して、神殿内の映像と音が二人の中にも流れ込んできた。

「中の構造もボア王国と大差なしか……おっ、あれは」

　神殿の最奥にある礼拝堂、女神像が佇たたずむ厳おごそかなその部屋に、多数の神官戦士を伴ともなって一人の少女が立っていた。

　白い肌にプラチナブロンドの髪、同じく真まっ白しろな神官服。

　まるで雪の妖よう精せいを思わせる儚はかない色彩とは正反対に、女性らしい柔らかくもメリハリのある体型で、歳としに似合わぬ色香を放つその少女こそ、魔王城を吹き飛ばそうとした新たな敵、聖女サンクティーヌに違いなかった。

「やはり巨乳か！」

「よかったですね」

「あれで、僕と同じ年代……っ!?」

　聖女の豊かな双そう丘きゆうにそれぞれの反応を示しつつ、真一達の興味は彼女の横にあった物に移うつる。

「何だありゃ？」

　高さが三ｍほどもある、巨大で透すき通とおった結晶体。

　人の手でカットはされておらず、掘り出された原石そのままの荒あら々あらしい姿であったが、それでも見る者を魅了する美しい宝石。

「ボア王国にはあんな物なかったよな？」

「うん、大神殿とかでも見た覚えがないよ」

　女神教の宗教的な儀式道具とは思えず、真一とアリアンは揃って首を傾かしげる。

　だがその横で、セレスが訝しみながらも呟いた。

「ひょっとして、魔ま導どう体たいでしょうか」

「知っているのか？」

「はい、あれほど巨大な物を見たのは初めてですが」

　だから確信は持てないのですが、と前置きしつつもセレスが説明するより早く、聖女が動き出した。

「次の方、お入り下さい」

「は、はい」

　聖女の声に応じて、右腕に深い切り傷を負った青年が礼拝堂に入ってくる。

　彼は巨大な結晶に驚き、続いて聖女の美しさに見み惚とれて、腕の痛みも忘れて頰ほおを赤く染そめた。

　そんな青年の内心に気づいた様子もなく、聖女はただ柔らかく笑って、彼の傷ついた右腕に手をかざす。

「『治癒ヒーリング』」

　聖女の掌てのひらから放たれた光が、青年の右腕にあった深い切り傷を一瞬で癒やした。

「ありがとうございます、これはお布ふ施せです」

　聖女に手を触れて貰もらえたらと、青年は少しの下心を込めつつ数枚の銀貨を差し出すが、彼女ではなく周りにいた神官戦士が前に出てきて受け取ってしまう。

　それを残念に思いつつ、背中を向けようとした彼を、聖女が呼び止めた。

「お待ち下さい、帰る前にこちらの『マッテラルの涙』に信心を捧ささげて頂けますか」

「ドーグ渓谷に邪悪な魔族が現れたのは貴様も知っていよう。あれを滅ぼすために必要な儀式なのだ」

「はぁ……」

　青年はよく分からないまま、神官戦士に背中を押されて巨大な結晶の前に立たされる。

　そして、促うながされるままそれに触れた瞬間、彼の掌から淡い光がほとばしり、結晶の中へと吸い込まれてしまった。

「うわっ!?」

　青年は驚き悲鳴を上げたかと思うと、今まで味わった事のない寒気と虚きよ脱だつ感かんに襲われて、そのまま尻しり餅もちをついてしまう。

　そんな彼に、聖女はただ柔らかな微笑みを向け続けた。

「ご協力感謝致いたしますわ。貴方の捧げた信心によって、必ずや邪悪なる魔族を滅ぼしてみせましょう」

「体の調子は一晩も寝れば治る。だから、また女神様に信心を捧げにくるがよい」

「貴様だけでなく家族や知人にも、信心を捧げに来るよう伝えるのだぞ」

　もしもこの要求を無視すれば、二度と神殿で治療が受けられぬと思え──とでも脅おどすように、神官戦士達は睨みつけながら、青年の肩を担かついで無理やり立たせると、そのまま礼拝堂の裏口へと連れて行った。

　聖女はそれを変わらぬ笑みで見送り、部屋の外で何も知らずに待つ患者を呼ぶ。

「次の方、お入り下さい」

　そうやって、老いも若きも男も女も、次々と結晶に力を奪うばわれては、用済みとばかりに追い出されていく光景に、アリアンは強い怒りを抱いて身を震わせた。

「何で、あんな酷ひどい事を……っ！」

「そりゃあ、魔王様を倒すためだろ」

　真一はそう答えつつ、もう観察は十分だとセレスの手を離す。

「あれは魔力を奪っているのか？」

「はい、魔導体とは魔力を込めておける不思議な石の事です」

　聖女が『マッテラルの涙』と呼んでいた巨大な結晶──魔導体をもう一度だけ見て、セレスは頷きながら透視魔法を解除した。

「込めた魔力で魔法を使う事ができますし、魔法の品を作る材料にもなります。ただ、私も詳しくはありませんので、専門家である闇妖精に聞いて頂いた方が早いでしょう」

「分かった、城に戻ったら聞いてみよう」

　真一は頷き返しつつ、神殿の裏口から追い出されてきた弱々しい母子の姿を見て、嫌悪感に顔を歪ゆがませた。

「人々の魔力を集めて強力な攻撃魔法を放つ気か……元○玉かよ」

　正義の勇者が邪悪な魔王を倒す技としては、これ以上の最さい適てき解かいはあるまい。

　だが、信仰や治療を盾に強制された結果となると、これほど吐き気を催もよおす邪悪な光景もなかった。

「一般人の魔力をどれくらい集めれば、あの魔王様を倒せると思う？」

「……分かりません。ただ、絶対に不可能とは言い切れないでしょう」

　セレスは首を横に振りつつも、可能性はあると認める。

　聖女と神官戦士三十名による魔法で、軽い火傷を負わせられたのだから、何万という人々の魔力を何回も集めれば、その刃やいばはおそらく蒼あおき魔王にも届く。

「あの魔導体、破壊しましょうか？」

「いや、それは最後の手段だ」

　主あるじの危険は排除すると、物ぶつ騒そうな気配を放つセレスを、真一は手を上げて制した。

「魔導体があれ一つという保証はない。そして、魔導体を壊せば聖女達を勢いづける結果になりかねない」

　──『マッテラルの涙』を壊したのは魔族の手先だ。街に入り込むなんて魔族はやはり危険な存在。だが、これは奴らが我らを恐れている証拠でもある。今再び女神様に力を捧げて、必ずや邪悪な魔族を滅ぼそう！

　そう人々を扇せん動どうされ、より状況が悪化する可能性が高い。

「仮に魔導体があれ一つしかなかったとしても、街の人々を魔王城まで連れて来られたら同じ結果になるからな」

　集つどいし何万という人々の魔力を束たばねて、聖女が唱えし究極の魔法が悪しき魔王を倒す。

　実にドラマチックで王道な展開を、まさか敵側として受ける日が来るとは思わず、真一は苦い笑みを浮かべた。

「別に一般人に限らずとも、実力のある勇者を数千人も集めて魔力を束ねれば、魔王様を倒せるかもしれないしな」

「何故、それをしないのでしょうか？」

　セレスの素そ朴ぼくな質問に答えるためにも、真一はアリアンに問いかける。

「勇者って全員でどれくらいいるんだ？」

「ごめんなさい、僕もルザールさん達くらいしか知らなくて」

「……すまん、友達いなかったんだもんな」

「それとこれとは別でしょっ!?」

　真顔で謝る真一に古傷を抉えぐられて、アリアンは涙目になって叫ぶ。

「まぁ気にするな、リノちゃんも友達がいないって──」

「同年代のご友人が側そばにいないだけで、リノ様は魔王城の住人はもちろん、魔界の何万という臣しん民みんに好かれておりますが？」

「やめて、アリアンのＭＰメンタル・ポイントはもうゼロよ！」

「……いいもん、僕にはシンイチがいるもん」

　セレスの悪気のない追撃を受け、いじけて体育座りをするアリアンを励はげましつつ、真一は話を元に戻す。

「勇者を集めて総攻撃をしてこないのは、単純に勇者の数が少ないとか、他の魔物退治に追われて手が空あかないとか、色々と都合が悪いからだろう」

　それに加えて枢機卿達による政治闘争もあったのだが、女神教の内情をまだ深く知らない真一には、推すい察さつしようのない話であった。

「簡単に言うと、魔王様はまだ『人類の総力を挙あげて倒すべき敵』とは見なされていないってわけだ」

「舐なめられているという事でしょうか？」

　セレスは不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめるが、その舐められた状態だからこそ、魔族が滅ぼされずにいるのも事実であった。

「人類の命運をかけた総力戦なんて始まったらお終しまいだ。それでも魔王様なら勝ちそうな所が怖いが、リノちゃんが魔界への撤退を選ぶだろう」

「そうでしたね」

　これは人間と魔族の生存を賭かけた殲せん滅めつ戦争ではない。

　争いを好まぬ優しいリノに、美味しい物をたくさん食べられる環境を作る、たったそれだけが目的。

　そして、人間や魔族や半竜人といった生まれや種族を気にせず、楽しく暮らせる国を作る事こそが、真一にとってのゴールなのだから。

「開戦の火ひ種だねになりかねないから、魔導体の破壊は最後の手段だ。そして何より──」

　一度息を溜めて、最高に悪い笑みを浮かべて告げる。

「あの魔導体、奪って悪用した方が面白いだろう？」

「ゲスですね」

　魔力タンクにして魔導ロボットが作れるんじゃないかと、喜々として妄想を繰り広げる真一に、セレスはいつもの罵ば声せいをぶつける。

「で、壊さないのでしたら、どうなさるのですか？」

「ふむ、そこなんだが……」

　真一は暫しばし熟考してから答える。

「やはり、換かえのきく魔導体よりも、換えのきかない聖女を倒すのが一番だと思う」

「また無垢な少女を口く説どき落とすつもりですか？」

「えっ!?」

　セレスの呆れ声を聞いて、いじけていたアリアンが血相を変えて立ち上がり、悲しみに満ちた顔で真一の胸に抱きついた。

「あの聖女さんにも、僕と同じ事をするの？」

「いや、それは──」

「優しくしたり、パンケーキを作ったり、裸はだかを見たり、首を舐めたりするの？」

「落ち着けアリアン、凄い事を口走ってるぞ！」

「あっ……」

　アリアンは慌てて口を押さえ、セレスの方を窺う。

　しかし、メイドは全く動じた様子もなく言い返した。

「宿屋での行為でしたら、『透視』で全て見ておりましたので、今さら隠さずとも結構ですよ」

「何で言っちゃうのっ!?」

　真一が慌ててセレスの口を塞ふさぐも遅かった。

「み、見てた……全部、あれを……？」

　驚きよう愕がくの真実を知らされ、アリアンの顔は恐怖で真っ青になり、そして羞しゆう恥ちで真っ赤に燃え上がった。

「いやあぁぁぁ───っ！」

　アリアンは悲鳴を上げながら、明後日あさつての方向へと走り去る。

　道行く人々にぶつかって怪け我がをさせないよう、凄まじい跳躍力で家々の屋根を駆けて行ったあたりが、実に真ま面じ目めな彼女らしかった。

「だから、そこまで逃げなくても……」

「仲間となったのですし、隠し事は良くないと思ったのですが、逆効果だったようですね……」

「セレスさん、今の気遣いだったの？」

　気まずそうな顔をするポンコツメイドの姿に、真一は脱力するしかなかった。

「それで、これからどうなされるのですか？」

　今の騒ぎで集まってきた人々から逃れるように、建物の陰から出て歩きつつ、セレスは話を本題に戻す。

「口説くかどうかは別として、仲良くなって魔族の事情を理解して貰うのが一番なんだが……」

「難しそうではありませんか？」

「そうなんだよな……」

　真一は溜息と共に頭を抱えてしまう。

「酒場のオヤジさんも言ってたけど、周りに神官兵士が沢山いて、近づく隙すきがなさそうなんだよ」

　もう少し聖女の毎日の行動を詳しく調べれば、一人になって接触しやすい時間が見つかるかもしれない。

　だか、仮に接触ができたとしても、神官戦士達の邪魔が入って、深い関係を築くのには時間が掛かってしまうだろう。

「あまりチンタラしていると、魔導体のチャージが終わってしまうしな」

「そう考えると、アリアン様の時は楽でしたね」

　時間制限はなく、一人ぼっちで接触が容易、そしてチョロいくらい善良な性格をしていた。

「それに対してあの聖女は……いや、試ためす前から諦あきらめるのはやめよう」

　真一はそう言って嫌な予感を振り払い、顔を上げて前を見る。

「どちらにせよ、聖女に接触して内面を探っておきたい、そのためにもだ！」

「はい」

「まずはアリアンを探そう」

「……本当に申し訳ありませんでした」

　珍しく素直に謝るセレスと共に、真一は明後日の方向に消えた純情少女を探しに走るのであった。
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　鉱山国家であるティグリス王国の城内は、実用性を重視した無ぶ骨こつな造りながらも、鉄製品の輸出で得た財力を示すかのように、高価な絨じゆう毯たんや絵画で彩いろどられていた。

　そんな応接室の一つに通された聖女サンクティーヌは、出された紅茶と菓子にも手をつけず、対面に座る大臣を見み据すえていた。

「では、今日も国王陛下にお会いできないのですか？」

「はい、誠まことに申し訳ありませんが、陛下は幼少より病を患わずらっておりまして、本日も聖女様にご面会できるお加減では……」

　六十歳過ぎの老人でありながら、妙みように髪の毛がフサフサした大臣がそう告げると、サンクティーヌは微笑みながらも溜息を吐いた。

「困りましたわ、街の皆様に布告を出して頂きたかったのに……」

　極きよく大だいの魔導体『マッテラルの涙』に大勢の魔力を集め、悪しき魔王を倒す。

　クランクルム卿に命じられて始めたその作戦は、思いのほか捗はかどっていなかった。

　怪我の治療に来た者や、一部の熱心な信者は魔力を捧げていくが、大多数の国民は噂を知ると、むしろ神殿に寄りつかなくなったためである。

　魔法が使えない一般人といえども、魔力を全て奪われれば激しい疲労感に襲われ、その日は仕事ができなくなってしまうのだから当然の話であろう。

　ただ、生まれた時より世間から隔かく離りされ、枢機卿の元で飢うえや寒さを知らずに育ってきたサンクティーヌは、そういった庶民の感覚が分からなかったのである。

　そんな彼女に悟さとられぬよう、陰で神官戦士達が脅おどしをかけているのもあって、毎日数百人以上の魔力は集まっているがまだまだ足りない。

　そこで、国民全員に協力するように、国王の口から布告を出させようとしているのだが、こうして体調不良を理由に断られているのだ。

「大臣様から布告を出しては頂けませんの？」

「このティグリス王国は陛下のものでございます。いくら陛下が若く病を患っていようとも、臣下が勝手に布告を出すなど許されるわけがありません」

「では、いつ頃になれば国王陛下にお会いできますの？」

「さて、我らも手を尽つくしてはおりますが、いつになりますか……」

　サンクティーヌの問いに大臣は丁てい寧ねいに答えるが、国王との面会は断だん固ことして避け続ける。

　国民全員が魔力不足で倒れて、二、三日も経済活動が完全に停止するなんて事になれば、国庫に凄まじい打撃を受けるだけでなく、国民からも不満が噴出してしまうだろう。

　だから、『マッテラルの涙に国民全員が魔力を注ぐように』なんて布告は、絶対に出したくないのである。

　のらりくらりと要求をかわす大臣に、聖女ではなくその背後に控えていた神官戦士の方が爆発してしまう。

「またそれか！　病などと見え透いた噓うそをぬけぬけと、我らを愚ぐ弄ろうしているのかっ！」

　一昨年前に先代が病没し、若くして地位を継いだという現国王が本当に病を患っているのならば、臣下や国民がもっと動揺しているはずである。

　なのに、この大臣は終始落ち着いているし、街の人々にも不安の影は見えなかった。

　つまり、サンクティーヌ達の要望を断るために、仮病で面会を断っているに違いないのだ。

　そこまで読まれていても、大臣は決して本音を漏もらさず、いかにも申し訳ないという顔で頭を横に振る。

「滅めつ相そうもございません。聖都の大神殿より遣わされた、女神エレゾニア様の敬けい虔けんな信徒の皆様を愚弄するなど、そんな恐ろしい事をするはずがありません」

「ならば国王を出せ！」

「ですから、陛下はご体調が優すぐれず……それに、ご要望に応えて国宝である『マッテラルの涙』を無む償しようでお貸ししたではありませんか」

　巨大な魔導体『マッテラルの涙』は、遙か昔に鉱山より出土した、ティグリス王国の至し宝ほうである。

　それをタダで貸せというだけでも図々しいのに、国の経済が傾かたむくような布告を出せと迫るなど、厚かましいにもほどがあろう。

「あまり無茶を申されますと、こちらも黙ってはおられませんなぁ？」

「むっ……」

　へりくだっていた大臣から急に鋭するどく睨まれて、神官戦士は鼻はな白じろむ。

　マッテラル山脈という優れた鉱山を持ち、鉄製品の輸出で蓄たくわえた資産と、強きよう靱じんな鉱山労働者に支ささえられたティグリス王国は、高い経済力と軍事力を保持していた。

　また、厳しい鉱山労働を耐えてきた民という自じ負ふもあってか、昔から気位が高い。

　迷える心を救う女神への信仰心と治癒魔法という実利、そして不死身の勇者という戦力をもって、裏から各国を掌しよう握あくしている女神教が相手だからといって、従順な犬になると思ったら大間違いである。

「聖女様はクランクルム卿からの使者という事でしたが……この度たびの要求は枢機卿の皆様の総意なのか、スノッブ卿にお伺うかがいしてもよろしいですかな？」

「……ちっ」

　嫌な相手の名前を出されて、神官戦士は露ろ骨こつに舌打ちをした。

　金と女が大好きな小太りの中年オヤジという、枢機卿の中でも最も俗ぞく物ぶつな男・スノッブ。

　彼も教皇の座を狙っているため、巨大な魔導体を使って魔王を討伐する今回の計画を知れば、喜々としてティグリス王国の肩を持ちかねない。

　クランクルムの配下である神官戦士達としては、絶対に避けねばならない展開である。

「もう三十年以上も前になりますか、スノッブ卿がまだ勇者として魔物の討伐に走り回っていた頃、ティグリスでもご活躍されましてな。それ以来、今でも贈り物をするくらいには親しくさせて頂いているのですよ」

「賄わい賂ろでも送られているのか？　感心しませんな」

　大臣と神官戦士は笑顔のまま火花を散らし合う。

　そんな殺さつ伐ばつとした空気に気づかぬように、サンクティーヌが笑顔で割り込んでくる。

「国王陛下が病でお苦しみなのですから、魔法で癒やして差し上げるのが信徒の務めでしたわ」

　どうして今まで気づかなかったのかと立ち上がる彼女を、大臣は慌てて呼び止める。

「お待ち下さい。陛下の病は生まれつきのもので、魔法で治せる類たぐいの病ではありません」

　治癒魔法は怪我や病気といった、後天的な体の異常を治す事しかできない。

　生まれ落ちた時からの病は、本人の体にとってはそれが『普通』であるため、魔法が治すべき『異常』と感知しないのである。

　同様に、老化などといった自然現象も魔法では治せなかった。

　魔王軍の参謀がこの説明を聞いた時は「患者の遺伝子を元に肉体を再生しているだけで、遺伝子そのものを弄いじる事はできないのか」と納得していたのだが、大臣達がその話を知るわけもなく、仮に聞いたところで理解はできなかったであろう。

「城にもお抱えの魔法使いがいますが、彼らにも治せず……」

「ふっ、女神様の信徒でもない未熟者ではな」

　大臣の説明に神官戦士達は失笑を返す。

　彼らは幼少時代から高い魔力を見込まれて神殿にスカウトされ、治癒魔法の鍛たん錬れんを続けてきたエリートである。

　魔力を高めるだけでなく、時には老ろう衰すいで死亡した者の遺体を解かい剖ぼうし、人体の構造を深く学ぶ事で、治癒魔法の精度を上げきた。

　そんな女神教の神官に、国のお抱かかえや野の良らの魔法使い達が、攻撃や探索用の魔法ならともかく、治癒魔法で勝てるはずもない。

「そのような給料泥棒は、解かい雇こなされた方がよろしいのでは？」

　あからさまな嘲ちよう笑しようを見せる神官戦士に、大臣は僅かに苛いら立だち言い返す。

「そう仰られる貴方達にも、治せない病があるようですが？」

　先天的なもの以外にも魔法で治せぬ病が僅かに存在しており、先代国王の死因がそれであった。

　その件を引き合いに出して皮肉ったのだが、神官戦士達は気まずい顔をするどころか再び嘲笑を向けてくる。

「あの病は女神様が定められた寿命ですよ。それが若いうちにあらわれるなど、先代はよほど生きる価値のない大罪人だったのでしょうな」

　親友でもあった亡き君主を愚弄されて、大臣は表向き平静を保ちつつも、心の中で盛せい大だいに悪あく態たいを吐いた。

（聖人気取りの無能な人殺しどもめ！）

　女神教が治療行為を独占し、「従わねば治癒も蘇生もかけない」と君主を脅して、国々の掌握を目もく論ろんでいるのは周知の事実である。

　やり手の司教に脅されたボア王国が、ドーグ渓谷の魔族に挑いどんで大敗した件は、ティグリス貴族達の記憶にも新しい。

　先代の国王はこのような事態を懸け念ねんして、お抱えの魔法使いを育成していたのだが、それが女神教の不評を買っていた。

　だから、先代様はわざと見殺しにされたのではないか──と前々からの疑惑がぶり返す大臣に、聖女が微笑みながら問いかけてくる。

「国王陛下の生まれつきの病とは、どのようなものですか？」

「えっ？　いや、それは……」

　急に話を戻されて戸惑ってから、大臣は何故か気まずそうに口を濁にごす。

　それを見て、聖女はとても無垢な笑みで告げた。

「ひょっとして、大臣さんと同じようにお頭が寂しいのかしら？」

「ぶふっ！」

　お供の神官戦士達は思わず噴き出してしまう。

　家人の魔法使いに『幻影』の魔法をかけて貰っているらしく、大臣の髪は六十歳とは思えぬほどフサフサであったが、本当はツルリと禿はげ上あがっているのだろうと、『解呪』を使うまでもなく見抜いていたからだ。

「はははっ、お若いのに大臣殿と同じ不治の病に侵されているのでしたら、国王陛下が面会も渋しぶるのも仕方ありませんな」

「え、ええ、私と同じように癒やせぬ病でして」

　笑いを嚙かみ殺しながら皮肉る神官戦士に、大臣は怒りに震えながらも顔だけは笑って返す。

　サンクティーヌもそれに笑顔を浮かべ、再びソファーから腰を上げた。

「今日はこれでおいとま致しますわ。国王陛下のお加減が良くなりましたら、すぐにお知らせ下さいませ」

「大臣殿もお体にお気をつけ下さい」

　神官戦士達はわざとらしく眩しそうに目を細めると、聖女と共に応接室から出ていった。

　大臣は笑顔でそれを見送り、彼女らが十分に離れるのを待ってから、聖女の座っていたソファーを思い切り蹴り倒すのであった。
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　同時刻、真一はティグリスにある酒場の一つで、いかつい鉱員達にエールを奢おごっていた。

「さあ、ジャンジャン飲んでくれ」

「あんがとよ、兄ちゃん」

「何の商売を始める気か知らんが、ちゃんとお礼には行くからよ」

　酒を奢るから商売のリサーチとして街の話を聞かせてくれ──そんな真一の話を信じて、鉱員達は景気よくエールをあおった。

「それで、ウチの監督はえらい厳しくてよー」

「この前、デブの兄ちゃんとカードで勝負をしたんだが、これがまた弱くって！」

「酒ならこの店だが、飯ならこの先にある『山や羊ぎの尻尾しつぽ』って店だな」

「ほうほう、なるほどなー」

　好きなだけ飲み食らい、楽しそうに喋る鉱員達に、真一は笑顔で相あい槌づちを打ち続けた。

　そうして、彼らが十分に酔ってきたところで本題を切り出す。

「ところで、女教神の神殿では魔族を倒すとかで、石に触る儀式をしているんだって？」

　そう口にした途端、鉱員達は土でも食ったように苦い顔をした。

「あれはマジで勘かん弁べんしてくれねえかな……」

「近所の熱心なババアがさ、『あんたも女神様に信心を捧げて来なさい！』とかうるせえんだよ」

「俺なんてよ、風か邪ぜを引いちまったけど仕事は休めねえからって、仕方なく治療しに行ったら、あれに触っちまったせいで結局その日は働けなくて、母ちゃんにぶん殴られたんだぞ？」

「魔族だか何だか知らねえけど、俺達には関係ねえってのによー」

　酒の酔いも合わさって、鉱員達は盛大に愚ぐ痴ちを吐き出す。

（よし、一般市民はそこまで協力的ではないな）

　これならすぐに魔力が溜たまる事もないだろうと、真一がほくそ笑む間も、鉱員達は溜まっていた不満をぶちまけ続けた。

「だいたい、女神教の神官共は普段からスカして気に入らねえんだよー」

「山神様に無事をお祈りしてただけで、『邪教だ！　背教者め！』とかうるせえし」

「そのくせ良い事があれば『女神様のお陰です』って、調子よすぎんだろ!?」

「女神様がそんなに偉いなら、落らく盤ばんを起きる前に止めてみせろや！　死んだ後でたんまり蘇生費用を取ってんじゃねえよ！」

「婆ばば様さまの婆様から仕事を奪うばった泥棒のくせに、図々しいんだっての」

「待った、その話をもう少し詳くわしく！」

　気になって真一が身を乗り出すと、鉱員達は酔いながらも残った理性が動いたのか、声を潜めて語り出した。

「いや、俺らが生まれるずっと前の話だけどよ、まだこの国に女神教は広まってなかったんだよ」

「そこに神官達がなだれ込んできて、今みたいになったんだけど、その時に揉もめ事ごとが起きたのさ」

「女神教が神殿で治療を始める前にも、ちょっと魔法を使える奴とか、薬草の知識がある奴とかが、治療院って言うのか？　店を構えて怪我を治してたわけだ」

「それをよ、女神教の奴らが汚い手を使って潰して回ったんだとよ」

「今も国王様の主治医やら、山奥にひっそりと隠れている奴やら、少しは残っているんだけどな。街中に店なんて出そうものなら、次の日には行方ゆくえ不明に……って話だ」

「なるほど」

　鉱員達の話を聞いて、真一はニヤリと悪い笑みを浮かべる。

（神殿以外の治療施設があっても不思議ではないのに、どうも見かけないと思っていたら、随ずい分ぶんとえげつない真似をしていたわけだ）

　同業他社を潰して商売を独占する。二十一世の日本なら独占禁止法違反だが、もちろんこの世界にそんな法律はない。

（とはいえ、恨うらみの火種は残るわな）

　婆様の婆様が生きていた時代、おそらく百年以上は前の出来事だろうから、直接恨みを抱いている者はもう残っていないが、文ぶん献けんや言い伝えで女神教の蛮ばん行こうは残っている。

　それは地面に埋もれた不発弾のように、いずれ女神教に牙きばを剝くかもしれない。

（しかし、思ったよりも若い宗教だったんだな）

　ティグリス王国への布教が遅かっただけで、女神教の成立自体はもっと早く、二百年以上は前であろう。

　だが、千年や二千年も前の古代からあったとは思えない。

（地球で二十億人の信徒を誇る、某教ほどの歴史も影響力もないわけだ）

　とはいえ、女神教の全ぜん貌ぼうはまだ計はかり知れず、決して油断はできないのだが、あれよりは遙かに小規模だと分かっただけでも、真一の気分は少し楽になるのであった。

　そのまま鉱員達と話し続けて、彼らが酔って眠り始めた辺りで、真一は席を立ってカウンターに向かった。

　店主に飲み食いした分の料金を手渡すと、そのまま二階の宿屋に向かう。

　そして予あらかじめ取っていた部屋に入ると、中で待っていた少女二人に笑いかけた。

「とりあえず、知りたかった事はおおむね聞けたよ」

「そのようですね」

　メイドことセレスは『盗聴』を使い、階下の話を聞いていたようで、面倒な説明を求めなかった。

　赤毛の少女アリアンは、まだベッドの上で体育座りをしていたが、例の件はセレスに謝られてすぐに許していたので、別に怒っているわけではない。

「僕だって、首の鱗うろこがあるから友達を作らなかっただけで、聞き込みくらいはできるのに……」

「そっちで拗すねてたのかよ」

　真一はやれやれと苦笑しつつ、彼女の横に座った。

「さっきも言っただろ、お前は自分が可愛いんだって自覚を持て。酔っ払ったオッサンに尻しりとか触られたくないだろ？　それに赤色の勇者アリアンだって気づいて、騒ぐ奴が出ても困るしさ」

「でも、僕もシンイチの役に立ちたいのに……」

　セレスのように魔法でサポートもできず、真一のように口も回らず、剣を振るしか能のない自分では、こんな時に何もできない。

「それどころか、迷子になって二人に迷惑をかけちゃうし……」

　役立たずで悔くやしいと、アリアンは自責の念にかられて膝ひざの間に顔を埋うずめる。

「いや、あれはセレスさんも悪いからな？」

　どこまでも真面目な彼女の姿に、真一は苦笑して赤い髪の毛をクシャクシャと撫でた。

「ここの鉄製品が安いとか、山羊の串焼きが美味いとか、教えてくれたのはアリアンだろ？　それに、アリアンが側そばに居てくれるだけで、女神教の奴らに闇やみ討うちされても怖くないって、凄く安心できているんだぞ」

「……本当？」

「あぁ、俺はこのとおり貧弱だからな、頼りにしてるぞ勇者様？」

「ふふっ、それって女の子に言う台詞せりふじゃないよ」

　アリアンはそう言いつつも、頼りにされたのが嬉しくて、甘えるように真一の肩に寄りかかる。

「席を外しましょうか？」

「うひゃっ!?」

　今まで黙っていたセレスの言葉に、アリアンは今さら彼女がいたのを思い出し、真っ赤になって飛び離れた。

　さらに弄いじるとまた逃げ出しそうだったので、セレスも今のは見なかった事にして本題に戻る。

「で、これからどうなさいますか？」

「そうだな、色々と面白い話は聞けたが、やはり聖女と接触してみるのが一番かな」

　国民が非協力的なため、魔導体への魔力注入は時間が掛かるであろう。

　とはいえ、いずれは魔王をも倒せる危険な力には変わりない。

　そして、人類との全面戦争を避けるためなど諸もろ々もろの事情により、魔導体の破壊ではなく、不死身の勇者である聖女を何とかするしかない。

「それで、聖女と接触する方法なんだが……」

「思いつきませんか？」

「いや、一つ思いついた。ただ、あまりにもベタというか、古典的で独創性に欠けるというか……けど、王道は効果的だからこそ使い古されるものだしな……」

　真一は何やら葛かつ藤とうしつつ、チラリと横のアリアンを窺う。

「どうしたの？」

「……アリアン、俺に協力してくれるか？」

「えっ？　いまさらそんな事を言わなくても協力するよ！」

　そう元気に告げるアリアンの肩を、真一は両手で摑み寄せて、真っ正面から瞳を覗のぞき込んで再度問う。

「たとえ、それが悪い事でもか？」

「うん、シンイチなら本当に悪い事はしないって、信じてるから」

「なら、俺を信じて悪ヒールになってくれ」

「うん、シンイチのためなら悪い子にだってなるよ……」

　彼の真剣な眼差しに射い貫ぬかれて、アリアンは頰を染めながら頷き返す。

「…………」

　またチョロく丸め込まれていますね──とセレスは思ったが、あえて何も言わずにおいた。
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　早朝、今日も国王への面会を果たせぬまま、聖女サンクティーヌ達は王城から出てきた。

「いつまでも仮病で逃げおって、なんと罰当たりな奴らだ！」

「このままではらちが明きません、クランクルム卿に相談を致しましょう」

「そうですわね」

　憤いきどおる神官戦士達に笑顔で頷き返しながら、サンクティーヌは神殿に向かって歩いて行く。

　城門からたった二百ｍしかないその道の、半分まで差し掛かった時である。

　急に建物の上から黒い人影が下りてきて、彼女達の前に立ち塞ふさがった。

「何者だっ！」

　四人の神官戦士は聖女を後ろに下がらせ、その人影に向かって槍斧ハルバードを構える。

　全身を覆う黒いローブをまとい、顔にも布を巻いて目元以外を隠した、年齢も性別も全く分からない小柄な人物。

　それは右手に持った剣を突きつけ、くぐもった声で叫んだ。

「我らの名は『ティグリス解放戦線』、祖先をこの地より追放した邪悪な女神の信徒め、我らが怒りを思い知るがよい！」

　頑張って覚えた台詞を朗ろう読どくするような、少しぎこちない宣言をした途と端たん、謎の襲撃者は恐るべき速さで駆け寄ってきた。

「このっ！」

　先頭の神官戦士が槍斧を振り下ろすが、襲撃者は剣の一ひと降ふりで柄えを切り飛ばすと、そのまま左拳で彼の顎あごを打ち抜いた。

「がは……っ！」

「おのれっ！」

　怒った二人の神官戦士が同時に槍斧を突き出すが、襲撃者は身軽に跳ちよう躍やくして攻撃を避けると、そのまま一回転して二人の顎を蹴り砕く。

　そして、着地際を狙って突き出された、四人目の槍斧も剣ではね飛ばすと、鳩尾みぞおちに鋭い膝打ちを叩き込んだ。

　四人の屈くつ強きような神官戦士達が、ろくな抵抗もできずに崩れ落ちる。

　あまりにも一瞬かつ見事な技に、周りに居た通行人達も、見惚れて悲鳴を上げる事さえ忘れていた。

　そんな静まりかえった場で、護衛を失ったサンクティーヌは、一拍遅れて魔法を唱える。

「『火炎球フアイア・ボール』」

「──っ!?」

　放たれた直径一ｍを超える巨大な火炎球に、襲撃者は驚いて目を見開く。

　普通はスイカ程度の大きさである火炎球の魔法を、ここまで強大に放った聖女の魔力に感心したのではない。

　──街の人がいるのに、こんな危ない魔法をっ!?

　襲撃者に避けられて、周囲に誤爆したらどうする気なのか。

　そんな逡しん巡じゆんも刹せつ那なの事で、襲撃者は全身の魔力を漲みなぎらせ、迫る火炎球に向けて上段から渾こん身しんの一撃を放った。

「せやっ！」

　音速を超えた一撃が火炎球を真っ二つに両断し、続いて剣先から発生した衝撃波が、割れた炎を粉々に吹き飛ばす。

　さらに突如として不可視の壁が現れ、散った火の粉を遮さえぎったため、立ち尽くしていた通行人達は火傷一つ負わずにすんだ。

「白き聖なる稲いな妻ずまよ──」

　火炎球が防がれたとみたサンクティーヌは、より強力な魔法を放とうと呪文の詠唱を開始する。

　だが、そうはさせじと襲撃者が駆ける。

　詠唱の完成よりも早く、白刃がサンクティーヌの体を切り裂こうとした、その時であった。

「危ないっ！」

　横から飛び込んできた新たな人影が、襲撃者の凶刃を剣で受け止めた。

「美しいお嬢さん、怪我はないかい？」

　そう言って笑ったのは、金髪のなかなか端たん整せいな顔立ちの少年であった。

　まるで白馬の王子様のような彼に、サンクティーヌは微笑んで──

「──我が敵を貫つらぬけ、『神罰の雷コール・ライトニング』」

　全く気にせず呪文を完成させた。

「……へっ？」

　呆ける少年の背後で、襲撃者に向かって空中から雷が降り注ぐ。

「きゃあっ！」

　咄とつ嗟さに魔法障壁でも張られたように、雷は威力を減げん衰すいさせたが、それでも少なくない雷が全身を貫いて、襲撃者は甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　だが、ローブの所々が焼け焦げた程度で、肉体に大きなダメージはなかったらしい。

「いったい何の騒ぎだっ！」

　城の衛兵達がようやく駆けつけて来たのを見ると、襲撃者は大きく跳躍し、家々の屋根を蹴って走り去ってしまった。

「……お嬢さん、怪我はないかい？」

　暫しばし呆あつ気けに取られていた金髪の少年が、我に返ってサンクティーヌに問いかける。

　すると、彼女は真っ白い無垢な笑顔で頷いてみせた。

「はい、お助け頂きありがとうございますわ」

「いや、気にしないでくれ。ただ、これで奴らが諦めたとは思えない。よければ君を守らせて──」

「では、失礼致しますわ」

「おい、ちょっと!?」

　少年の台詞がまだ終わっていないのに、サンクティーヌは一礼して背中を向けると、倒れた四人の神官戦士を治癒魔法で起こし、そのまま神殿へと歩き去ってしまった。

「…………」

「事情、聞かせて貰えるかな？」

「……はい」

　気の毒そうに肩を叩いてきた衛兵に、少年は素直に応じた。

　多くの通行人が目撃していた事もあり、金髪の少年は特に疑われる事もなく事情聴取を終えて解放される。

　彼は神殿から遠ざかるように歩き出し、十分距離があいたのを確認すると、建物の陰に隠れて金髪のカツラを剝がした。

「やれやれ、作戦は失敗か」

　金髪の少年こと真一は溜息を吐いて、金貨三枚もしたカツラを袋にしまった。

　そんな彼の元に、二人の少女が歩み寄ってくる。

「歯し牙がにもかけられませんでしたね」

「残念だけど仕方ないよね、うん！」

　セレスは感情の窺えない能面で、アリアンは「ライバルが増えなくてよかった……」とばかりに嬉しそうな顔で声をかけてくる。

　言うまでもなく、先程の黒いローブ姿の襲撃者と、それを見えない所から魔法で援護していたのは彼女達であった。

「アリアン、怪我はないか？」

「うん、セレスさんが守ってくれたから大丈夫！」

「それにしても頑丈ですね」

　常人なら全身の神経が焼き切れそうな雷魔法を受けておいて、もう元気に飛び跳ねているアリアンの姿に、セレスは呆れと感心の混じった溜息を吐く。

「しかし、あれは駄目だな」

「そうですね」

　早々に諦める真一を、セレスも叱しかったりはしなかった。

　アリアンの扮ふんしたテロリストに襲われた所を、変装した真一が助けに入って、それを切っ掛けに聖女と仲を深める。

　実に古典的な自作自演『ドキッ！　運命の王子様』作戦は、聖女の素そっ気けない態度によってあっさりと瓦が解かいしたが、彼らの胸に浮かんだのは作戦失敗の徒労感よりも、聖女に対する薄気味悪さの方が大きかった。

「命の危機を助けられた状況で、礼もせず平へい然ぜんと魔法を唱え続けるとか、あれはロボットか何かか？」

「ロボットが何かは存じませんが、普通ではありませんね」

「うん、しかも周りの危険を顧かえりみず、平気で攻撃魔法を使うなんて……」

　アリアンが避けずに火炎球を切り裂き、セレスが咄嗟に魔法障壁を張っていなければ、通行人が大怪我を負うか、下手をすれば死んでいたというのに。

　もちろん、魔法で怪我の治療どころか死者の蘇生さえ可能なのだから、気にせず襲撃者を攻撃した聖女の判断は正しかったのだろう。

　ただ、人間は感情の生き物であり、合理性だけで割り切れるものではない。

「なのに、あの聖女は一般人への被害を気にせず魔法を使い、命を救ってくれた男に対し好意の一ひと欠片かけらすら見せなかった……感情がないのか？」

　そう思ったが、真一はすぐに頭を振って否定した。

「違うな、あれは感情がないというよりも、『他人を見ていない』んだ」

「他人を見ていない？」

「目には映っているだろうし、話しかければ返事もする。だが、他人に興味がない、関心を持っていない。まるで足下の石ころと同程度にしか人を見ていない……そんな感じがした」

　自分を見る聖女の瞳ひとみを思い出して、真一はかすかに身震いした。

　聖女の呼び名に相応しい澄み切った、そしてガラス玉のように空っぽな瞳。

　思い返せば、魔導体に魔力を捧げた信者達に対しても、聖女は柔らかな微笑みを向けてはいたが、そこに感謝の心が宿っているようには見えなかった。

「博愛主義もいきすぎれば無関心になってしまうが、あれは無関心が博愛主義に見えているだけって感じだな」

　誰かを特別にヒイキしたりせず、誰にも平等に微笑んで接する。

　その姿は一見すれば聖女に相応しい。だが、本心では誰一人として愛してなどいない。

「本当に関心がないのか、それとも関心がないように振る舞っているのか……どちらにせよ、あいつは何を見ている、誰なら見る？」

　疑問ばかりが浮かび、聖女の事が理解できず真一は混乱した。

　いくら頭が切れるとはいえ、彼も一介の高校生にすぎず、十七年の短い人生経験において『優秀な手て駒ごまとなるよう、赤子の頃から女神教の信仰だけを教え込まれた少女』なんて怪物と出会った経験はなかったのである。

「……駄目だ、分からん」

　真一は諦めて溜息を吐き、セレスの方を窺う。

「いっそ相手の心を読む魔法とかってない？」

「『読心術マインド・リーデイング』ならありますが、お勧すすめは致しかねます」

「何で？」

「相手に触れねば使えませんし、使えばそれと分かります。それに、表面的な思考しか読み取れません」

　無理に深層心理を読み取ろうとすれば、相手の心と自分の心が混ざり合い、精神崩壊を起こす危険すらあるという。

「じゃあ無理か……」

「これからどうなさいますか？」

「とりあえず、聖女と仲良くなるって作戦は保留かな」

　全く思考の理解できない怪物が相手では、恋人どころか友人関係さえ築きずけまい。

　そう判断し、真一は熟考に熟考を重ねた上で、一つの結論を下した。

「よし、ここは魔王城に向けて全速前進だっ！」

「おーっ！」

「それ、逃げ帰っているだけでは？」

　後方に向かって突撃、またの名を戦略的撤退を選び、真一達は一度ティグリス王国を離れるのであった。
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　セレスの『瞬間移動』で城に帰ってきた真一達を、事前に『念話』で知らされていたリノと魔王が出迎える。

「シンイチお兄さん、お帰りなさいです」

「おう、ただいまリノちゃん」

　笑顔で駆け寄ってきたリノの両脇を摑み、真一は高い高いと持ち上げる。

「遊ぶために帰って来たのですか？」

「リノちゃんいいな……」

　セレスは毒づきつつもお土産の串焼きを差し出し、アリアンはちょっと羨うらやましそうに持ち上げられたリノを見る。

「それで、首尾はどうであった？」

「あまり芳かんばしくないな」

　魔王の問いに渋い顔を返しつつ、真一は聖女や魔導体の事について説明した。

「身の丈たけを超える巨大な魔導体か。それならば我に届きそうであるな！」

「そこは喜ぶポイントじゃないからな？　で、対策がちょっと思いつかなかったから、とりあえず闇妖精から詳しい話を聞こうと思ったんだよ」

「ふむ、石や鉄の事なら闇妖精より詳しい者はおらんからな」

　魔王はそう言って頷くと、真一達を城の地下へと案内する。

　訓練所よりもさらに下、太陽の光が届かぬ薄暗く湿しめった工房の奥にそれは居た。

　青黒い肌に白い髭ひげを生やし、身長は真一の腰ほどまでしかないのに、はち切れんばかりの筋肉と樽たるのように膨らんだ腹を持っている。

　それが魔族の鍛冶屋・闇妖精であった。

「また駄だ目めじゃっ！」

　闇妖精は工房に入ってきた真一達にも気づかぬ様子で、鍛え上げたばかりの剣を床に叩きつけていた。

「頑張っておるようだな、イヴァン」

「これは魔王様っ!?」

　声をかけられてようやく気づいた闇妖精のイヴァンは、慌てて魔王の前に跪ひざまずいた。

「いまだ魔王様の拳こぶしに勝てる剣を打てず、誠に申し訳ありませぬ！」

「ははっ、焦らず精進せよ」

　悔し涙を流す闇妖精を、魔王は笑って激げき励れいする。

「拳に勝つ剣という言葉に、違和感を覚えない事に違和感を覚えるな」

「今さら気にするのは野や暮ぼというものでしょう」

　呆れた顔をする真一にそう告げ、セレスは工房の隅すみに積まれた無数の折れた剣を指さす。

　それは全て魔王の拳と戦い破れ果てた、試作品の屍しかばねの山であった。

「これ、ひょっとして全部が魔剣っ!?」

　興味を惹ひかれて近づいたアリアンが、驚いて折れた剣を摑み上げる。

　試しに硬い石の壁に向けて振り下ろしてみると、折れた剣にもかかわらず、まるで粘ねん土どを切るように容易たやすく刃がめり込んだ。

「これほどの魔剣でも駄目なんだ……」

「むっ、そこな赤髪の小娘、ひょっとして魔王様を傷つけたという勇者か？」

「はい、そうですけど……」

　恨まれているのかとアリアンは恐る恐る頷くが、闇妖精はむしろ喜々とした表情で詰め寄ってきた。

「いったいどんな剣を使ったんじゃ！　鉄か、鋼はがねか？　折り返しは何回行った？」

「えーと、鉄製の厚くて頑がん丈じようなやつで、別に高価な物じゃ……」

「むむっ、そんな安物で魔王様に斬きりかかれば、容易く折れてしまうであろう？」

「はい、だからこう、柄つかから魔力を通して硬くするんです」

　アリアンは握っていた折れた剣で実演してみせた。

　彼女の手から流し込まれた魔力の光が、『武器強化エンチヤント・ウエポン』の魔法と同様の効果を発はつ揮きして、剣の硬度と切れ味を数段引き上げる。

　それで再び石壁を斬りつけると、今度は水でも切るような滑なめらかさで刃がめり込んだ。

「なるほど、これなら高い武器を買おうとは思わんか」

　アリアンが安い鉄剣を使い続けていた理由に、真一は改めて納得する。

　その横で、闇妖精は残念そうに肩を落としていた。

「使い手が優秀なだけじゃったか、これでは参考にならぬ」

「これほどの魔剣を作れるんですから、そんなに落ち込まなくても……」

　アリアンが慰めるも、それでは駄目なのだと闇妖精は頭を横に振る。

　真一はそれを見ながら、先程床に投げ捨てられた剣を拾ひろった。

「しかし、魔剣と言うわりには魔力も魔法も感じないんだが？」

「小こ僧ぞう、何を当たり前の事を言っておるんじゃ」

　真一の疑問に、闇妖精はさも当然とばかりに答えた。

「魔剣は『硬くなれ』『鋭くなれ』と魔法をかけ続けながら鍛えた剣じゃ。それで優れた剣にはなるが、魔力や魔法が宿るわけではないわい」

「えっ、そうなのっ!?」

　自分の知るファンタジーＲＰＧの『魔剣』とは全く違った事に、真一は愕がく然ぜんとショックを受ける。

「魔剣って言うからてっきり、『絶対に折れない』とか『無限に火の玉を撃てる』とかの魔法が宿っているものだと……」

「そんな物を作れたら苦労はないわいっ！」

「そうなのか……いや、普通に考えれば無理だよな」

　憤ふん慨がいする闇妖精の言葉に、真一は残念がりつつも納得した。

　物を破壊するという現象は、外部から『叩く』『燃やす』といった方法によってエネルギーを与えて、分子の結合を解く事である。

　それが絶対に起きないという事は、外部からのエネルギーを全く受けつけない、つまり外部と時空間が断絶していないと不可能であろう。

　時間の停止した剣、または空間が異ことなる別次元の剣。

　そんな恐ろしい魔法など、魔王クラスなら一瞬は可能かもしれないが、永遠にかけ続けるなど不可能である。

　また、無限に火の玉を出せるという事は、つまり無限にエネルギーを生み出せるという事で、明らかに熱力学の法則に反している。

　もっとも、その魔法道具に宇宙にも等しい無限大の質量や、異次元からエネルギーを奪い取るワームホールでも備そなわっているのなら話は別だが。

「無限に火の玉を撃てる杖つえで火力発電所を作って、超クリーン・エネルギーを実現できたら楽しかったんだが……」

「お兄さんのお話は難しいです」

　電気といったら雷の事としか思われていないこの世界では、リノでなくとも真一の発想は理解できなかったであろう。

「しかし、魔法をかけながら鍛えると、魔力や魔法は宿らずとも、実際に硬く鋭い剣ができるんだよな？」

「そうじゃ」

「という事は……原子の構造や配列を変化させているのか？」

　彼の魔法『原子構造変換エレメント・コンバージヨン』と似た現象を、そうと知らずに起こしていたのだろうか。

　そう呟いた瞬間、闇妖精の目が鋭く光った。

「どういう事じゃ？」

「そうだな……まず、あらゆる物質は『原子』っていう小さな粒つぶの集まりなんだ」

「原子と言うのか、名前は知らんかったが理屈は分かるぞ。岩を砕けば小さな砂粒になるからのう」

「それで、石炭とダイヤモンドは知ってるか？　あれって両方とも『炭素Ｃ』って同じ原子でできているんだよ」

「何じゃとっ!?」

「同じ原子でできているのに、どうして硬度や見た目が全く違うかというと、原子の結びつき方が違うんだ」

　真一は近くの机に載っていた木炭を使って、床に図形を描きながら説明する。

「石炭は炭素の結びつき方がバラバラなため、ちょっとした衝撃で崩れるほどに脆もろい。だがダイヤは炭素が綺き麗れいな格こう子し状じように並んでいるため、世界最高クラスの硬さを持つんだ」

「うむむ～……」

「それで、実は鉄とかの金属もよく見ると原子の並びがバラバラでな、これを綺麗に並べられたら、ダイヤと同じ理屈で超硬くなった『超金属』みたいのを作れるらしいんだ」

「それは本当かっ!?」

「いや、理論上はそうなるって話で、実際に作る方法は俺の世界でもまだ発明されていないんだよ。無重力空間なら上手くいくかもって実験を──」

　真一の声も、もはや闇妖精の耳には届いていなかった。

「小さな粒、原子の並び、それを綺麗に整える……これじゃ、これこそがワシの求めていた魔法じゃっ！」

　かつてセレスが師匠から教わったように、魔法とは『魔力によって、己のイメージ通りに現実を改変する方法』である。

　そして、よりイメージが明確であるほど、魔法はその効果を増大させる。

　ただ闇やみ雲くもに『硬くなれ』と念じるのと、『原子の結合を綺麗な格子状に並べる』と想像するのでは、イメージの深度がまるで違う。

　この世界にはなかった地球の知識に触れて、闇妖精の脳内は霧きりが晴れたように光が差し込み、歓喜の雄お叫たけびを上げて金かな槌づちを握にぎりしめた。

「今じゃ、今こそワシは魔王様の拳を超えるんじゃぁぁぁ───っ！」

　笑いながら炉ろに火をくべ始めた闇妖精を見て、ちょっと引いている真一に、セレスが耳打ちする。

「で、私達はイヴァン様を奮ふん起きさせるために来たのですか？」

「あっ、忘れてたっ!?」

　魔剣の製造方法が男の子心にクリーンヒットだったので、ついつい余談に熱が入ってしまい、魔導体の件をすっかり忘れていた。

「悪いイヴァンさん、作業の前に魔導体の事を詳しく教えて欲しいんだが」

「むぅ、良い所じゃというのに……じゃが、閃ひらめきをくれた礼をせぬわけにはいくまい」

　恩人の質問を無む下げには断れんと、律儀に向き直った闇妖精に、真一はこれまでの経けい緯いを説明した。

「巨大な魔導体か、それはぜひとも欲しいのう」

「だろう？　単純に魔力爆弾として使ってもいいが、いっそ何かの動力に──」

「また話が逸れておりますよ」

　目をキラキラと輝かせて脱線する鍛冶屋の妖精と理系男子に、セレスが呆れ顔でツッコミを入れる。

「で、魔導体って魔力の貯蔵タンクって認識でいいんだよな？」

「そうじゃよ」

　闇妖精は頷きつつ、工房の奥からビー玉ほどの小さな結晶を持ってくる。

　それは大きさこそ遙かに及およばないが、ティグリス王国で見た物と全く同じ輝きを放っていた。

「こいつが魔導体じゃ。別名『岩いわヒル』とも言ってな、これくらいのクズ石でよければ、魔界の山を掘ればすぐ見つかるわい」

「へー、そんな貴重品でもないのか」

「人界ではどうか知らんがの」

　感心する真一の掌に、闇妖精は手袋越しに摑んでいた小さな魔導体を手渡す。

　その瞬間、体温を奪われるような怖おぞ気けと共に、彼の魔力が結晶の中へと流れこんでいった。

「うおっ!?　こんな感じで魔力を吸われるのか」

「その程度の大きさなら別に問題ないじゃろ」

「あと二十個くらいは大丈夫かな」

　とはいえ、血を無理やり抜かれるような感覚は、あまり楽しいものではない。

　彼の魔力を吸い取って、淡あわい光を宿した魔導体は、美しくもあり不気味でもあった。

「魔力を十分に吸わせたら、今度は魔導体から吸い上げる感じで魔法を使ってみい」

「吸い上げる感じで……『光源ライト』」

　真一が集中してイメージを練ると、先程とは真逆に魔導体から体へ熱が流れ込んでくる。

　そして魔法が完成して光が灯ともった瞬間、小さな結晶は粉々に砕けてしまった。

「すまない、壊しちまった」

「純度の低いクズ石だからの、気にせんでええわい」

　謝る真一に向かって、闇妖精は笑ってゴミ箱を差し出す。

「今やったように、魔導体は魔力を溜めておいて、後で引き出す事ができるんじゃ」

「結構便利なアイテムだよな」

　なのにアリアンは見た事もなく、セレスも詳しくは知らなかった。

　そんな真一の疑問を読んだかのように、闇妖精は首を大きく横に振る。

「ちっとも便利ではないわい。せっかく魔力を注いでも、一日と保もたず抜けてしまうのじゃぞ」

「えっ、いつまでも保存できるんじゃないのかっ!?」

「そんな便利な石ころだったら、別名『岩ヒル』なんて呼ばんわい」

　驚愕する真一の前で、闇妖精は苦い記憶を思い出して舌打ちする。

「鉄や銀を目当てに掘っていたら急に現れて、魔力を吸われて作業を中断した事が何度あった事か、全く忌いま々いましい」

「そのわりには何個か保管しているんだな」

「素す手でで触れなければ無害じゃからの、水晶の代わりとして調度品に使ったりできるんじゃ。それと純度の高い魔導体に同じ魔法をかけ続けると、魔力を吸わせるだけで同じ魔法が発動するようになる、いわゆる『焼き付け』が起こるんじゃよ」

　それを利用して『光源』の魔法が掛かったランタン等を作れるらしい。

「魔王城にあるランタンの多くは、そうしてイヴァン様が作られた物なのです」

「我が触れると爆発するのでな、魔力の供給はセレスターが行っているぞ」

「リノも時々お手伝いをしているですよ！」

「おぉ、偉い偉い」

　エッヘンと胸を張る可愛いリノの頭を撫でつつ、真一はゴミ箱に捨てた魔導体の欠片を改めて眺めた。

「注いだ魔力が消えるのって、何日くらいかかるんだ？」

「大きさによるのう。さっきのクズ石なら半日も保たんが、話に聞いた巨大な魔導体なら、二ヶ月くらいは保つかもしれん」

「二ヶ月か、悪くはない」

　真一の口がニヤリと邪悪な笑みを描く。

　いつまでも魔力を保存できたのなら、極きよく端たんな事をいえば聖女一人でも、時間さえかければ魔王を倒せてしまっただろう。

　だが、二ヶ月という期限があるのなら、妨害の方法はいくらでも思いつく。

「話はそれだけか？　なら集中したいから帰ってくれい」

「あぁ、助かったよ」

　早速、新たな魔剣を打ちにかかる闇妖精の背中に、真一は礼を告げながら工房を後にした。

「それで、打開策は見つかったのですか？」

「ボチボチかな」

　セレスの問いに頷きながら、真一は思考をまとめる。

　人間との不和を招くため、極大の魔導体は破壊できない。

　こちらに全く興味を示さない聖女を、説得して仲間に加えるのは難しい。

　その他、諸もろ々もろの問題に考えを巡らせながら、真一はアリアン、セレスと順番に見て、そして最後にリノの所で視線を止めた。

「お兄さん、どうかしたですか？」

「魔王様、一つ聞きたいんだが」

　真一はリノの問いには答えず、最後の懸念事項を口にする。

「魔族と人間ってどう見分けているんだ？」

「はぁ？　見れば分かるであろう」

　今さら何を言っているのだと、魔王は呆れた顔をする。

　だが、それを見て真一はより笑みを深めた。

「つまり、見た目以外で見分ける方法はないんだな？　魔族にだけ反応するサーチ魔法とかはないんだな？」

「少なくとも我は知らぬな」

「セレスさんは？」

「そのような魔法は必要性を感じませんでしたので、覚えておりません」

「アリアンは？」

「う～ん、魔族自体がおとぎ話みたいな存在だったし、聞いた事ないかな」

　三人の答えを聞いて真一はさらに笑みを深めると、リノの肩に──真っ白い肌と紅こう玉ぎよくの瞳という魔性の美しさを持ちながら、角や尻尾といった魔族らしい要素を持たない、見た目は人間と変わらぬ少女の肩に手を置いた。

「リノちゃん、俺と共にアイドルの一番星を目指そうっ！」

「あいどるって何です？」

　食べられるですか──とお約束のボケをかます彼女の、険けわしく果てしないアイドル道は、今この時より始まったのであった。
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「貴方あなた達たちは選ばれた子供なのです」

　それがサンクティーヌの記憶に残る限り、最初にかけられた言葉である。

　枢すう機き卿きようの一人、クランクルムが慈じ善ぜん活動として経営する孤児院──その実、己おのれと女神教に忠実な手て駒ごまを作る育成機関で、彼女は生まれ育った。

　親に捨てられた子供と教えられていたが、実際は見み目め麗うるわしい魔法使いの男女に、金を握にぎらせて生ませた子供である。

　この世界に遺伝子という概がい念ねんはまだ発見されていなかったが、子供が親の性質を受うけ継つぐ事は経験則から判明していた。

　だから、美しい魔法使いの両親から生まれた子供は、高い魔力と美び貌ぼうを持った少年少女に育つ可能性が高い。

　当時、既すでに枢機卿となっており、次の教皇を目指していたクランクルムにとって、強さと美しさをもって民衆の心を摑つかみ、自分の株を上げる神輿みこしが必要だったのである。

　そのために作り育てられたのが、サンクティーヌを含ふくむ五人の子供達であった。

「ご覧なさい、普通の子供達は魔法を使えません。けれども、女神様に選ばれた貴方達は、生まれながらにして魔法を使えるのです」

　孤児院を束たばねる穏おだやかな中年女性の院長──裏ではクランクルムの愛人と噂うわさされていたその人物は、孤児院の前を通る平民の子供達を指さしてそう告げた。

　赤子の頃からクランクルムの配下である神官達が、『加護プロテクシヨン』等の魔法をかけ続けてきたために、サンクティーヌ達は五歳という幼い年齢でありながら、既に初歩的な魔法を使えるほど魔力が成長していたのである。

「魔法は女神様が貴方達に授けて下さった愛なのです。ですから、常に愛を高める努力を惜おしんではなりませんよ」

「はい、先生！」

　サンクティーヌ達は院長の言葉に元気よく頷うなずき、互いに倒れるまで魔法をかけ合い、魔力を高める鍛たん錬れんを続けた。

　そんなある日、五人の内の一人が孤児院を黙だまって抜け出す事件が起きる。

　すぐに連れ戻されたその少女は、「本当のお父さんとお母さんに会いたかった」と泣きながらわけを語った。

　それを聞いた院長は、静かだが厳きびしい口調で叱しかりつける。

「貴方あなたは女神様に愛された、いわば女神様の子供なのです。血が繋つながっただけの者達になど惑まどわされず、女神様へ愛を捧ささげなさい」

　サンクティーヌ達はその通りだと強く納得したが、脱走したその少女は得心のいかぬ顔をしていた。

　そして数日後、その少女がまた孤児院から脱走し、神官戦士達に捕まった後は、そのまま二度と帰ってこなかった。

「女神様への愛が足りなかったのですね」

　院長はそう悲しそうに告げるだけで、その少女がどうなったのかは語らない。

　サンクティーヌ達も少女の事など忘れて、魔法の鍛錬に没頭した。

　そうして彼女が十二歳を迎えたその日、四人は大神殿に連れて行かれ、クランクルム達が見守る中で女神像の前に跪ひざまずいて宣言した。

「この身、この力の全てを女神エレゾニア様に捧げ、世界の平へい穏おんを乱す邪悪なる者達と戦い続ける事を誓ちかいます」

　不死身の勇者となる聖別の儀式。

　女神に認められて体に太陽のシンボルが刻きざまれたのは、サンクティーヌともう一人の少年だけであった。

　勇者になれなかった二人も高い魔力を持っていたため、そのまま神官となって辺境の地へと布教の旅へと出かけたが、その後どうなったのかをサンクティーヌは知らない。

「貴方達は選ばれた勇者なのです、立派に活躍するのですよ」

　そう言って涙を拭ぬぐう院長に見送られ、サンクティーヌともう一人の少年はクランクルムの元へと送り出された。

　今までも仕事の合間に顔を見せていたクランクルムは、優しい笑みで彼女達を屋敷に迎え入れてくれた。

　それからの日々も、基本的には孤児院の時と変わらない。

　日中はひたすら魔力の鍛錬を行い、夜は女神教の聖典を読んで女神への信心を磨みがく。

　そして時々、クランクルムの指令で神官戦士達と共に近隣の町村へ出かけて、暴れ回っていた魔物を魔法で吹き飛ばす、その繰り返しであった。

「勇者様、本当にありがとうございます」

「このまま皆殺しにされるのかと怯おびえておりました。何とお礼を言えばよいのやら」

「お姉ちゃん、助けてくれてありがとう！」

　巨大なムカデの魔物に襲われていた村人達は、揃そろって涙を流し感謝した。

　既に並の魔法使いが束になっても敵かなわぬほど、膨大な魔力を宿していた彼女にしてみれば、この程度はドブネズミの駆く除じよよりも容易たやすい行為であった。

　だが、不死身の勇者でも屈くつ強きような戦士でもない彼らにしてみれば、村を捨てて逃げるのもやむなしという脅きよう威いだったのである。

　孤児院で飢うえも寒さも知らずに育ったサンクティーヌには、苦労して耕たがやした畑を捨てて逃げる＝収入源を失っても命だけは守るという選択が、どれほどの重みを持っていたのか分かりようもない。

　ただ、自分に向かって跪き、賞賛の言葉を叫ぶ村人達を見て、胸の奥から震ふるえが走る、初めての感触を味わっていた。

「お気になさらず、勇者として当然の行いをしただけですわ」

「おぉ、なんとお優しい！」

「この気高いお心、きっと女神エレゾニア様の生まれ変わりに違いありません」

「勇者様……いえ、聖女様っ！」

　美しい少女の優しい微笑ほほえみに、村人達はさらに感かん極きわまって地面に伏ふせた。

　その件が広まって、サンクティーヌが聖女と呼ばれ始めたのと共に、もう一人の勇者となった少年が少しずつ荒れ始めた。

「何が聖女だ、調子に乗りやがって！」

　そう罵ば声せいを浴あびせてきた少年の怒りが、サンクティーヌにはまるで理解できなかった。

　魔力で劣おとり、容姿に至っては比べようもなく平凡な劣等感も、輝かしい少女に対してずっと抱いてきた恋心と情欲も。

　ある日、部屋で湯ゆ浴あみをしていたサンクティーヌに、その少年が襲いかかるという事件が起きた。

　サンクティーヌが即座に攻撃魔法をぶつけて吹き飛ばしたので、大事にはならずに済んだのだが、事態を慮おもんぱかったクランクルムの采さい配はいにより、その少年は屋敷から姿を消した。

　不死身の勇者である彼がどうなったのか、サンクティーヌは知らない。

　ただこの時より、彼女は五人の選ばれた子供でもなく、二人の勇者でもなく、唯一の聖女となったのである。

「貴方は選ばれた聖女なのです、聖女として相応ふさわしい振ふる舞まいを心がけるのですよ」

「はい、クランクルム様」

　枢機卿の言葉に頷き、サンクティーヌは聖女らしい慈じ愛あいに満ちて見える微笑みを浮かべた。

　その裏で渦うず巻まいていたモノが何なのか、本人すら知らぬまま。
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　聖女サンクティーヌ達が鉱山国家ティグリスを訪れてから、既すでに十日が過ぎているというのに、国王との面会はまだ叶かなっていなかった。

「もう我が慢まんなりません、奴らに我らの力を思い知らせてやりましょう！」

　礼拝堂に集まった三十名の神官戦士達は、揃って憤いきどおりの声を上げる。

「国王が協力を渋るせいで、いつまでも邪悪な魔族を滅ほろぼせぬではないか！」

「ここ数日になって神殿を訪れる者も減っている。早々に布告を出させねばならん」

「女神様の怒りを国王共に味わわせてやりましょう！」

「お待ちください、あまり事を荒立てるのは……」

　ただ一人反対の声を上げたのは、元からこのティグリス王国神殿を預あずかっていた五十代の司教である。

　百余年前に布教を行った人物が、元からいた治ち癒ゆ魔法使いや薬草売りにかなり酷ひどい行いをしたらしく、この街の人々には今も女神教に対する反抗心が根付いている。

　それでも司教は今まで大きな問題を起こさず、どうにか上手くやってきた。

　なのに、今更蒸し返されては堪たまらない。

　そう告げる弱気な司教に、神官戦士達はあからさまに見下した目を向ける。

「お話になりませんな。我らへの侮ぶ蔑べつは女神様への侮蔑も同然、それを見過ごすなど女神様の信徒としても失格でずぞ！」

「そ、そうは言われましても……」

　本来、階級としては司教の方が上なのだが、クランクルム枢機卿の直属である神官戦士達は、並の司教を超える権力と発言力を持っているため強く逆らえない。

　そんな紛ふん糾きゆうする礼拝堂の中で、目ま蓋ぶたを閉じて静かに座っていたサンクティーヌが、不意に立ち上がった。

「クランクルム様から『念話テレパシー』が届きましたわ」

「おぉ、ついに来ましたか！」

　巨大魔導体『マッテラルの涙』を貸し出させたものの、ティグリス国王が面会と協力を拒んでいるため、魔力の収集が進んでいなかった事は既に報告済みである。

　クランクルムはその解決策を用意すると言って、他の枢機卿達に金を撒まいたりして根回しを行っていたのだが、その結果がようやく実ったのであった。

「それで、大司教様はどのような罰を下されると？」

　逸はやる気持ちを抑えられない神官戦士に、サンクティーヌは笑顔で告げる。

「国王陛下が私達に協力を約束するまで、治癒魔法のお布ふ施せ額を五倍に増やし、蘇そ生せい魔法を使用禁止にせよとの事ですわ」

「おぉ、それは素晴らしい！」

「そんな馬ば鹿かなっ!?」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいを上げる神官戦士達に対して、司教は顔を真っ青にした。

　鉱山での事故が多いこの街で、治療費をぼったくるだけでなく、死者の蘇生をやめてしまうなんて事をしたらどんな暴動が起きるか。

　それ以前に、死者を蘇よみがえらせる手段を持ちながら、涙に濡ぬれる家族や恋人達に「そのまま腐くさって大地に帰れ」と追い返す事は、人として許される行為ではない。

「いくら陛下の所行が腹に据すえかねるからといって、それだけは女神様の信徒として──」

「邪悪な魔族を何としても滅ぼす。それこそが女神エレゾニア様の神意である！」

　必死に反論しようとした司教の眼前に、神官戦士達が槍斧ハルバートを突きつけて黙だまらせた。

　それでも抵抗しようとする司教に、サンクティーヌが笑顔で告げる。

「司教様、クランクルム様より伝言です。本日よりお供の方々と共に、ボア王国神殿を任せるとの事ですわ」

「そんな馬鹿なっ!?」

　ボア王国神殿への転属命令に、初老の司教は悲鳴を上げた。

「噂ではまだ神殿の再建もままならず、魔族に殺された兵士や、神殿崩壊で亡くなった神官の蘇生まで残っていると……」

「はい、それを司教様にお任せするというお話ですわ」

　サンクティーヌの無邪気な笑顔に、司教は目め眩まいを起こして跪いてしまう。

　ボア王国の国王は聡明だが少し気弱な人物だと聞く。

　そんな彼が大神殿にヒューブ司教の罪を告発したのだ、ヒューブがどれほど恨まれており、女神教に対する鬱うつ憤ぷんがどれほど溜たまっているか、分かったものではない。

　そんな所に行って毎日死者の蘇生に追われながら、怪け我が人や病人の治療も行い、ついでに壊れた神殿の再建費用を集めろというのである。

　遠回しに「過労と心労で死ね」と言っているのも同然であった。

「どうしてこんな事に……」

　私腹を肥こやしたり淫いん行こうに走ったりもせず、過激な信仰心から街の人々と衝突する部下達を窘たしなめ、胃を痛めながら真ま面じ目めに務めを果はたしてきた司教が、どうしてこのような仕打ちを受けるのか。

　強いて彼の罪状を上げるとすれば、女神教と大神殿のために無む辜この民を犠牲にする事などできない、まともな神経を持っていた事であろう。

　特に二年前、女神教の不興を買っていた先代のティグリス国王が病に倒れた時、大神殿の秘術で治せないかという、医療者としては当然の、しかし女神教の一員としては不適切な打診をして、枢機卿達から呆あきれられていた事が大きかった。

　あまりの理不尽にうなだれる司教を、神官戦士達が摑んで外へ引きずっていく。

　その間も、サンクティーヌは変わらぬ笑みを浮かべていた。

　女神教の頂点に立つ枢機卿がそう命じたのだから、これが女神の信徒として、聖女として正しい行いだと示すように。

「司教様のご活躍を心よりお祈りしておりますわ」

　礼拝堂から突き出された司教の背中に、サンクティーヌは笑顔で見送りの言葉を送る。

　その言葉に噓うそはない。ただ、彼女は一度として司教の名前を呼びはしなかった。

「では、クランクルム様のお言葉を、王城まで伝えに行きましょう」

「今日こそ禿はげの大臣ではなく、病弱な国王陛下にお会いしたいものですな」

　神官戦士達は皮肉を口にして笑い、サンクティーヌを王城へと促うながした。





　　　　[image: ]






　ティグリス王国の全住民が『マッテラルの涙』に十分な魔力を注ぐまで、女神教は死者の蘇生を中止し、五倍の費用を払わない限り怪我や病気の治療も行わない。

　街の医療体制は崩壊し、それを知った人々が暴動を起こすかもしれない。

　だが、女神教には不死身の勇者にして人類最高峰の魔法使い、聖女サンクティーヌがいる。

　一般人など千人はまとめて屠ほふれて、仮に倒せても無限に蘇ってくる彼女を相手に、抗あらがい続けるなど不可能であろう。

　極きよく端たんな話だが、サンクティーヌは時間さえかければ、一人でティグリス国民数万人を殺し尽くす事すらできるのだ。

　そんな化物を相手に戦うなど無意味。ティグリスの人々は膝ひざを屈くつし、女神エレゾニアの支配を受け入れるしか道はないのである。

　刺とげ々とげしい嫌味と共にそう説明した神官戦士達に、大臣は沈ちん痛つうな面持ちで頷いたものの、ソファーから腰を浮かせる事はしなかった。

「……陛下と相談をさせて頂きます。今日の所はお帰りください」

「構いませんが、お伝えした事はすぐに開始しますぞ」

「手遅れになるまえに、国王陛下のご体調が治られるとよいですな」

　神官戦士達はいい気味だと、これまでの鬱うつ憤ぷんを存分にぶつける。

「それでは、色よいお返事をお待ちしておりますわ」

　サンクティーヌは変わらぬ笑顔で立ち上がり、応接室を後にした。

　こうして、ティグリス王国は女神教に屈服し、『マッテラルの涙』に数万人分もの魔力が溜まる──はずであった。

「……来ませんな」

　次の日の昼を過ぎても、国王からの使者が神殿を訪れる事はなかった。

　それどころか、治療目的の怪我人や病人の足取りまで、ぱったりと途と絶だえてしまったのである。

　蘇生の禁止と費用の増額は、昨日の内に立て看板で布告していたため、患者の数が減るのは予想通りであったが、それにしても一人も来ないのは妙みようだった。

　さらに、熱心な数名の信者を除のぞいて、礼拝客の姿まで途絶えてしまったのである。

　人の来ない礼拝堂で皆が首を捻ひねっていると、そこに一人の若い神官戦士が飛び込んできた。

「た、大変です！」

「どうしたのだ、そんなに慌あわてて」

「それが、街で治癒魔法を振る舞っている者がいたのです！」

「何だとっ!?」

　聞き捨てならない報告に、神官戦士達は血相を変える。

　怪我の治療行為は女神教の専売特許であり、彼らの重要な収入源であった。

　それを侵すなどただですら許されないのに、今は生意気なティグリス国王を締め付けるため、蘇生禁止と費用増額の制裁を始めたばかりである。

　民間の治療師が横行し、「女神の神官なんて不要だったんだ」なんて認識が広まっては目も当てられない。

「まさか、国王が手配した者ではあるまいなっ!?」

「いえ、無関係の民間人だと思われます。民の話を聞くに、数日前に忽こつ然ぜんと現れたそうで……」

「とにかく捨ておけん、今すぐ止めさせに向かおう！」

「はい、分かりましたわ」

　意気込む神官戦士達と共に、サンクティーヌも神殿の外に出る。

　若い神官戦士が案内した先は、街外れである城壁の側そばであった。

　戦時には兵士を待機させたりするため、城壁の側は何もない広場となっており、子供達が球遊びをしたりする以外、普段は誰も寄りつかない。

　だが今そこは、怪我や病気の治療を願いに来た人々でごった返していた。

「はい、並んで並んで、押さないで」

「重傷の人が優先です、軽傷の方はこちらの椅い子すに座ってお待ち下さい！」

　黒髪の少年と帽子と眼鏡めがねをかけた元気な少女が、集まった人々を整理している。

　その先では十歳に満たないような美しい幼女が、怪我人の治癒を行っていた。

「痛いの痛いの飛んでけ、『完全治癒フルヒーリング』」

　山で獣けものにでも襲われたのか、腕に大きな穴が開いて血ち塗まみれだった男に、幼女の掌てのひらから放たれた光が流れ込む。

　すると、腕の穴が見る間に塞ふさがり、青ざめていた男の顔に血の気が戻っていった。

「おぉ、ちっとも痛くなくなった！」

　男は腕をグルグルと回して調子を確かめると、感激して幼女の手を握りしめた。

「ありがとうリノちゃん、いやリノ様！」

「おじさんが元気になって、リノも嬉うれしいです」

「お代は結構です。後が詰まっておりますのでお下がりください」

　満面の笑みで喜ぶ幼女の横に控ひかえていた、耳まで隠れる長い帽子を被ったメイドが、男を追い払って次の怪我人を呼ぶ。

　その光景を見て、神官戦士達は驚きよう愕がくしていた。

「あの歳としで、あれほど高度な治癒魔法をっ!?」

「それよりも、金を取っていないのかっ!?」

　治療を受けた者達は感謝の言葉を告げるだけで、銀貨の一枚すら払わず列を離れていくが、誰もそれを咎とがめたりしない。

「ありえない、これでは儲もうからぬではないか……」

　女神に仕える神官の言葉らしくはないが、それが素直な感想であった。

　唖あ然ぜんとする神官戦士達の前で、鉱員らしき男達が木の板に人を乗せて走ってくる。

「頼む、岩崩れに巻き込まれてこいつがっ！」

　木の板に乗せられていたのは、落石を受けて首があらぬ方向に曲がった、まだ若い青年であった。

　事切れた無む残ざんな遺体を前に、美しい幼女は嫌な顔一つせず、メイドと共に歩み寄る。

　そして、メイドと手を繋いで魔力を融ゆう通ずうして貰もらいながらも、司教クラスでなければ唱となえられない奇跡の魔法を発動させた。

「みんなが貴方を待ってるですよ、だからお目々を覚さましてください、『死者蘇生リザレクシヨン』」

　眩まばゆいほどの光が青年を包み込み、折れた首が元に戻って、そして閉じていた目をゆっくりと開けた。

「馬鹿な、死者蘇生まで……っ!?」

　喜び合う青年と鉱員達の姿を見ながら、神官戦士達は激しい衝撃を受けていた。

　生物にとって最大の恐怖である死。それを覆くつがえす蘇生魔法こそが、女神教の信仰を支えてきた柱だ。

　自分達の存在価値を揺ゆるがす幼女に、神官戦士達は驚愕しながら敵意を向ける。

「どうする？　あれは確実に排はい除じよせねばなるまい」

「だが、こんな人前で手を出すのはまずいぞ」

　神殿で蘇生や治療を受けられない所に現れた、救世主のような幼女を害したりすれば、民衆は今度こそ怒り狂って神官戦士達に襲いかかってくるだろう。

　それを撃退するのは容易い。だが、大勢の民衆を殺傷したと知れば、いまだ姿を見せぬティグリス国王も流石さすがに激怒して、女神教との全面戦争を開始しかねない。

　不死身の勇者を抱えた女神教は、戦争になっても絶対に負けない自信がある。

　ただ、その過程で勇者ではない一般信者──神官戦士達やその家族や友人達が、報ほう復ふくとして蘇生できないほど惨むごたらしく殺される危険性が大きい。

　女神教を盲信していても、所しよ詮せんは彼らも人の子。我が身が可か愛わいく、死ぬのは怖かった。

「ひとまず、人ひと気けが絶たえるまで待ちましょう」

「ところで、あれは何でしょうか？」

　若い神官戦士が幼女の背後を指さす。

　そこには、演劇で使うような木の舞台が設置されていた。

「それに、彼らは何をしているのでしょう？」

　幼女や怪我人から少し離れた所で、奇妙な衣服を着た青年の集団が、今か今かと目を輝かせていたのである。

　さらに怪我の治療を終えた者達や、その付つき添そいで来ていた家族、街の子供達などもその場に残って、何かが始まるのを待っていた。

「いったい何があるというのだ？」

　訝いぶかしむ神官戦士達を余よ所そに、集まった人々の熱気は秒刻みで高まっていく。

　今までこの世界のどこにも存在しなかった、誰もが想像する事すらできなかった、魂たましいを萌もえ上あがらせる最高の瞬間を待ち焦こがれて。
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　人の整理を行っていた黒髪の少年こと真しん一いちは、幼女ことリノの息が上がってきたのを見て、集まった人々に向かって大声を上げた。

「はい、今日の治療はここまでです。命に危険があるような重体の方以外は、また明日来て下さい！」

「えぇ～っ!?」

　並んでいた人々から落らく胆たんの声が上がるが、怒り出すような者は出ない。

　元より無料で治癒魔法をかけて貰もらっているのだから、感謝こそすれ怒る義理などないのだ。それに、暴れたりすれば追い出されて、この後に始まる本命が見られなくなる。

　しかし、事情を知らずに騒さわぐゴロツキが一人だけいた。

「ふざけんなこらっ！　客を待たせておいてどういうつもりだ！」

　金を払わないなら客じゃないだろ──と真一がツッコむまでもなかった。

　離れた所で大人しく待っていた奇妙な衣装の青年団が、ゴロツキを素す早ばやく囲んだのである。

「会場での迷惑行為は御ご法はつ度とでござる、ご退場頂けっ！」

「「「ははっ！」」」

「何だテメエら、げふっ！」

　青年団は躊ちゆう躇ちよなくゴロツキの鳩尾みぞおちを殴なぐって黙らせると、そのままいずこへと連れ去っていく。

　真一はそれを見送ると、青年団の代表である丸々と太った若者に声をかけた。

「団長、今日もご苦労さん」

「これはシンイチ殿、ゴミ掃そう除じはファンとして当然のマナーでござるよ」

　団長と呼ばれた若者はそう言って、奇妙な衣装──ハッピとハチマキを誇ほこらしげにひらめかせた。

「あのような無ぶ礼れい者ものがいる事自体、この街の一員として恥ずかしいでござるな」

「ははっ、団長は立派だな」

　翻ほん訳やく魔法のせいなのか、何な故ぜか『ござる口調』で聞こえる団長に、真一は笑って礼を告げる。

「じゃあ、今日も楽しんでいってくれ」

「無む論ろん、全力で楽しむでござる！」

　グッと親指を立て合うと、観客の整理は青年団に任せて、真一は木でできたステージの裏に回る。

　そこでは雇やといの吟ぎん遊ゆう詩し人じんが、弦楽器リユートの調整を行っていた。

「準備ＯＫですか？」

「いつでもいけるよ」

　試ためしにポロンッと弦げんを弾ひく吟遊詩人に、真一は笑みを返す。

　そしてステージの脇に戻り、待ち構えていたメイドに合図を送った。

「セレスさん、始めて」

「畏かしこまりました、『暗幕ダークネス』」

　セレスの魔法が周囲を覆い、城壁の影で元より薄暗かった周囲が、より濃い影に覆われた。

「来るぞ、来るぞ！」

　集まった大勢の人々が興奮のざわめきを上げるなか、吟遊詩人のリュートが静かに流れ始める。

　穏やかなそよ風を思わせる音色が、急に烈火のごとく激しくなった途端、七色の『光源ライト』魔法がステージを照らし、いつの間にかそこに立っていた人物を照らし出す。

　濡ぬれたように艶つややかな黒髪を、頭の両脇でまとめた愛らしいツインテール。

　真一がデザインして蜘蛛女アラクネが織おり上あげた、この世界では異質な、だからこそ珍しくて目を惹ひくチェック柄のミニスカートとベスト。

　細い足はニーソックスで隠されていたが、そのせいでスカートとの間に生まれる絶対領域がより艶なまめかしい。

　鉱山都市に降り立った絶対天使、その名を──

「「「リノちゃぁぁぁ───んっ！」」」

「みんな、いくですよーっ！」

　青年団の野太い声せい援えんに、リノが魔法で拡大した声で応おうじる。

　それに合わせて、舞台袖そでから可愛らしい熊やウサギの人形が歩いてきて、リノと一緒に踊り出した。

「蒼あおい光の世界から～、赤い日の下もと飛び出して～、青い空を知ったの～♪」

　アップテンポなリュートの音色に合わせて響く、リズミカルな歌声。

　それは、英雄の活躍を語る吟遊詩人の歌とも、女神の慈じ愛あいを伝える神殿の聖歌とも全く違う。

　新しい世界に飛び出た少女の不安と恋心を歌う、とてもありきたりで身近な、だからこそ心に響ひびくポップ・ミュージック。

「どこまでも続く宙そら～、月と星に吸い込まれた～、私の心分かるかな～♪」

　スカートを翻ひるがえしてジャンプするリノに合わせて、人形達も小さな手足を懸けん命めいに動かし、全く同じように飛び跳はねる。

　真一がデザイン画を描いて、セレスがその通りに作った『自動人形ゴーレム』を、リノの動きと『共感リンク』させているだけなのだが、そうと知らぬ観客の子供達には、まるで本当の生き物のように映っていた。

「きゃ～、リノちゃんかわいい～っ！」

　小さな手を一生懸命振る子供達に、リノも笑顔で手を振り返す。

　それを見て、付つき添そいの両親や祖父母も笑みを浮かべ──

「「「うぉぉぉ──っ！　リノちゃん、リー、リー、リーッ！」」」

　デブの団長を筆頭とした青年団は、野太い奇声を上げていた。

「な、何だあれは……？」

「邪教の儀式かっ!?」

　離れた所から見ていた神官戦士達が、その狂乱ぶりに戦せん慄りつしていたが、ステージの上しか目に入っていない青年団が気にするはずもない。

「君の見ていた空は～、どんな色なの～♪」

「「「ハイ、ハイ、ハイッ！」」」

　色とりどりのサイリウムこそないものの、一いつ糸し乱みだれず拳こぶしを振るその姿は、見事なアイドルオタクであった。
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「気色悪いロリコン共ですね」

「セレスさん、彼らのような猛も者さにそれはご褒ほう美びだ」

　舞台袖からメイドが冷たい視線を送っていたが、青年団はやはり気づきもせず応援を続ける。

「いつか君と一緒に見たい～♪」

「「「イエェェェ───ッ！」」」

　歌い終わりに合わせて、青年団は最大の声援を上げる。

　それにステージ上のリノは笑って、人形達と一緒に手を振った。

　歌やダンスを覚える時間が足りなかったため、残念な事にライブはこの一曲で終わりである。

　しかし、真の戦いはこれからであった。

「では、今から物販を開始します！」

　歌の間に用意していた机を前にして、真一はまだ興こう奮ふん冷さめやらぬ観客達に声を張り上げる。

「今日の商品はこちら、リノちゃん団扇うちわです！」

　取り出したるは、リノの笑顔がプリントされただけの団扇。

　魔王が自ら『念写ソートグラフイー』でリノの笑顔を焼き付けた紙を、犬頭コボルトなどの器用な魔族達が骨組みに貼はり付けた代物である。

　紙と骨組みはドーグ渓けい谷こくの木から作り出し、紙を貼る『のり』はジャガイモを元に『原子構造変換エレメント・コンバージヨン』で作り出した『でんぷんのり』なので、原価はほぼゼロなのだが──

「お値段は何とお買い得な、銀貨三枚となっております！」

　真一が提てい示じした金額は日本円にして約三千円という、超ボッタクリ価格であった。

　しかし、写真やカラーコピー機もなく、高精度の『念写』を使える魔法使いが少ないこの世界において、精せい巧こうな姿絵というだけでも大銀貨一枚（日本円にして約一万円）の価値はあるので、お得というのも決して噓ではない。

　そして何より、他にグッズを売っている店などない以上、ファンならば買わない手はなかった。

「はいはいはい、買うでござる！」

「五枚くれ！　ほら、銀貨十五枚だ！」

　怒ど濤とうの勢いで迫る青年団を、真一は冷静に捌さばいていく。

「はい落ち着いてください。あと数に限りがございますので、お一人様一枚までです」

「ハッピを着たファンクラブの方が優先です。一般の方はこちらに並んでください！」

　眼鏡と帽子で変装したアリアンも、慣れた手つきで客を誘導していく。

「あと、ファンクラブの証あかしであるハッピとハチマキのセット、再入荷しました！　大銀貨三枚の限定五着ですので、お早めにどうぞ！」

　数量を絞しぼった限定商法で、しっかりと購買意欲をかき立てるのも忘れない。

　そんな真一の策さく略りやくにはまったわけでもないが、熱烈な青年団以外の一般客も団扇を求めて列を作る。

「ママ、僕もリノちゃんの団扇欲しい！」

「お祖ば母あちゃんの膝ひざが痛いのを治してくれたからね、お礼に買っていこうか？」

「蘇よみがえらせて貰っておいて、何もお礼をしないで帰っちゃ男がすたるってもんよ。おい、そのハッピとやらを売ってくれ！」

「いや、俺は幼女になんて興味ないし！　ただ、あのハッピって不思議な衣装に興味があるだけだし！」

　何やら見苦しい言い訳をする者なども含めて、グッズは瞬またたく間に完売してしまう。

「タダで治療を施ほどこし、歌まで披ひ露ろうすると思ったら、こんな手段で金を稼かせぐとは……」

　その上手い商売方法に、神官戦士達は思わず感心してしまう。

　だが、ゲス参謀の本領はここからであった。

「リノちゃん団扇、完売です、ありがとうございました！　……では、本日のメイン商品に移りましょう」

　真一の宣言に合わせて、セレスが静しず々しずと歩み出てくる。

　その手には赤い布がかけられた、銀のトレイが握られていた。

　人々の目がそれに十分集中したのを見み計はからってから、真一は赤い布を取り去る。

　そして現れたのは──

「八分の一、リノちゃん石膏像フイギユア・猫耳バージョンですっ！」

「「「うぉぉぉ───っ！」」」

　精せい巧こう極きわまるリノの石せき粉ふん粘ねん土ど細ざい工くに、青年団から本日最大の歓声が上がった。

「可愛いリノちゃんに可愛い猫の耳と尻尾しつぽをつけるとは、何という神の発想！」

「まるで噂に聞く魔族のような姿だというのに、この愛らしさは何だっ!?」

「スカートの中はどうなっているでござるかっ!?」

「それは買ってお確かめください」

　真一は冷静に青年団を宥なだめつつ、開始の合図を告げる。

「ではこちらの石膏像、大銀貨五枚からのスタートです！」

　たった一個しか商品がないため、一番高い値段をつけた者が手に入れる、オークション形式での販売である。

　たかが人形に大銀貨五枚（日本円にして約五万円）なんてと、一般客は流石に参加してこない。

　しかし、大銀貨三枚のハッピを身につけた青年団が、この程度で退ひくはずもなかった。

「大銀貨八枚！」

「金貨一枚！」

「なら金貨二枚だ！」

　誰もが手を上げて、あっという間に値段がつり上がっていく。

「くくくっ、原価はタダ同然の石粉粘土というのに、笑いが止まらんな」

「ゲスですね」

　ほくそ笑む真一を、セレスがいつもの台詞せりふで罵ののしる間も、競売は加熱し続けた。

「金貨二十枚、これでどうでござるかっ！」

「甘い、金貨二十五枚だ！」

（娘の像は我の物だ、倉庫の金きん塊かいを全部持ってこい！）

（魔王様、ちょっと黙ってて）

　実はライブの時から魔法で覗のぞき見ていた魔王の『念話』を、真一はぞんざいにあしらう。

　その間に、激しい戦いは決着がついていた。

「持っていけ、金貨五十枚でござる！」

　日本円にして約五百万円、団長の示したその額がくに、他の青年団達は悔しそうに手を下ろした。

「では、こちらのリノちゃん石膏像・猫耳バージョンは、団長さんが金貨五十枚で落札です」

「うぉーっ、勝ったでござるっ！」

　両手を天に突き上げて叫ぶハッピ姿のデブに、青年団は惜おしみない拍手を送る。

　もちろん、一般客や神官戦士達は、底抜けの馬鹿を見る冷たい目をしていた。

　ただ、この石膏像は鍛か冶じと芸術の匠たくみである闇妖精ドヴエルグが、手ずから作り上げた一点物の芸術品なので、金貨五十枚の価値は十分にあったのだが。

「ではリノちゃん、団長に渡してあげて」

「はいです」

　一休みしていたリノが駆け寄って、自分の石膏像を少し頰ほおを赤らめながら手渡した。

「買って貰えて嬉しいですけど、恥はずかしいからあんまり見ちゃ嫌ですよ？」

「大丈夫、一日二十時間しか見ないでござるよ！」

　ほぼ一日中じゃねえか──と誰もが心の中でツッコミを入れるなか、リノは笑顔で石膏像を差し出した。

「でも、団長さんもお人形さんが大好きだなんて、リノと一緒ですね。同じ趣味のお友達が増えて嬉しいです」

「うむ、お揃いでござるなっ！」

　リノちゃんとお前の『人形好き』の意味は絶対に違う──とやはり誰もがツッコむなか、団長は石膏像を受け取り、ついでにリノと握あく手しゆまで交かわす。

「くそっ、羨うらやましい……っ！」

「はははっ、これが勝者の特権でござるよ！」

　歯ぎしりする青年団達に、団長はデップリと太った腹を揺らして勝ち誇ほこる。

　そんな光景に、真一は笑って──

「では次、リノちゃん石膏像・バニーガール・バージョンです」

　さらなる燃料を投入した。

「ふわふわのウサギ耳に加えて、何だこのハレンチな衣装はっ!?」

「全くけしからん！　だから金貨十枚で私が引き取ろう」

「うぉーっ、金貨三十枚でござる！」

「団長、あんたはさっき買えたんだから引っ込んでろや！」

「げぶっ、背後からの奇襲とは卑ひ怯きようなり！」

「喧けん嘩かしちゃダメですよっ！」

　白熱して暴れ出す馬鹿共を、リノが止めるのを見ながら、真一はそっと机の前を離れた。

「アリアン、後は任せた」

「うん、いいけど？」

　何をするのかと訝いぶかしむアリアンの見守るなか、真一は建物の陰かげからずっとこちらを窺うかがっていた、聖女と神官戦士達の元に堂々と近づいていった。

「これは聖女サンクティーヌ様、本日はご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「貴様、馴なれ馴なれしいぞ！」

　嫌味っぽく喋しやべりかけてきた真一に、神官戦士は怒って槍斧を突きつけてくる。

　しかし、彼は全く怯ひるまず、お面のように変わらぬ微笑を浮かべる聖女の瞳を、真っ正面から覗き込んだ。

「それで、何のご用かな？　団扇とハッピなら売り切れだが」

「治療行為をやめて頂きに参りました」

「何とっ!?」

　予想通りの返答だったが、真一はわざと大おお仰ぎように驚いてみせた。

「怪我や病気で困っている民を、無償で救うという素晴らしい慈善行為を、お優しい聖女様ともあろう者がやめろとっ！」

「こら、声が大きい！」

　ライブやオークションの興奮が冷めやらず残っていた人々にも聞こえるよう、ことさら大声で言いふらす真一を神官戦士が慌てて制止する。

　それに大人しく従いながら、彼は聖女に重ねて問う。

「どうなんだ、人々のためになる慈善活動をやめろと？」

「はい、おやめ下さい」

「どうして？」

「女神様の教えに背そむいているからですわ」

　聖女は欠片かけらも迷わず、笑顔で断言した。

「苦しむ民を救い、死せる民に命を与えるのは、女神エレゾニア様が我々に任せられた大切な使命なのですわ」

「そうだ、これは女神様の信徒である我らの使命、余よ人じんが手を出すな！」

　神官戦士達も揃って責め立てるが、真一は全く怯まなかった。

「その女神様の信徒が何の理由か、治療費を五倍にして蘇生を禁止しているから、街の皆さんが俺達の所に来ているのだが？」

「そ、それは……」

　正論をぶつけられて神官戦士達はたじろぐが、聖女の笑みは崩れなかった。

「国王陛下が私達の要求を拒こばむので、仕方のない事ですわ」

「ほぉー、何の要求か知らないが、つまり自分達に逆らうなら民は死んでいろ、と言っているわけだ？」

「…………」

　聖女は答えなかった。「いいえ」と言えば噓を吐つく事になり、聖女として失格である。

　そして、「はい」と答えても民衆への弾だん圧あつを認める事になり、やはり聖女として失格である。

　だから、代わりに神官戦士が怒ど鳴なった。

「ドーグ渓谷に現れた邪悪な魔族を滅ぼすためには必要な事だ！」

「へぇー、ティグリス王国には何もしていない魔族を倒すために、ティグリスの民には犠牲になれと？　それってティグリスには何のメリットもない、ただの嫌がらせじゃないのか？」

「魔族の討伐は女神様のご意志、それを愚ぐ弄ろうするのか！」

　神官戦士が激怒して喉のど元もとまで槍斧を突きつけたが、真一はやはり怯みもせずに続ける。

「別に女神様の教えにケチをつけちゃいないさ。だが、街の人達はあんたらのやり方に迷惑しているんじゃないか、なぁ？」

　真一は振り返り、背後で窺っていた人々を見る。

　半数は面倒事に巻き込まれてはごめんと、目を逸そらして小走りに去っていったが、残る半数の勝ち気な者達は、敵意のこもった目で聖女達を睨にらんでいた。

「ごらんの通りだ、随ずい分ぶんと嫌われているみたいだな、聖女様？」

「…………」

「あんたも可愛い格好をして、歌って踊ってみたらどうだ。その大きな胸を揺らしてやれば、少しは街の男達に好かれると思うぞ？」

「何と下げ劣れつなっ！」

　神官戦士達の方がついにキレて、今度こそ槍斧を刺そうとしてきたので、真一は潮しお時どきだと悟って背中を向ける。

　それと入れ替わるように、青年団が神官戦士達に詰め寄った。

「女神教の皆さんもリノちゃんのライブに興味津しん々しんでござるか？　いやー、同志が増えるのは嬉しいでござるなっ！」

「何だお前らは、散れっ！」

「まぁまぁそう言わず、今日は朝まで一緒にリノちゃんトークを楽しむでござるよ！」

「は、離せ、気持ち悪い！　サンクティーヌ様、今日の所は引き上げましょう」

「……分かりましたわ」

　布教するのは得意でも布教されるのは苦手なのか、団長達の押しに負けて聖女達は逃げ帰っていった。

　真一はそれを見て苦笑しつつ、オークションの後片付けをしていたアリアン達の元に戻る。

「お疲れ様、片付けを任せて悪かったな」

「それは構わないけど、どんな酷い事を言ったの？」

　引き上げながらも振り返り、凄すごい形ぎよう相そうでこちらを睨んでくる神官戦士達を、アリアンは気の毒そうに見つめた。

　それに対して、真一は心外だと笑う。

「酷いな、俺が頭のお固かたい連中をおちょくって遊ぶゲスに見えるのか？」

「うん、シンイチはゲスだもんね！」

「……お前も言うようになったな」

　明るい笑顔で頷くアリアンに、真一はむしろ安心した様子で肩を叩たたく。

　そこに、着替えを終えたリノとセレスもやってくる。

「で、この行為と聖女の打倒が、どのように結びつくのですか？」

「リノもそれがよく分からないです。お歌と魔法でみんなに喜んで貰えたのは凄く嬉しいですけど……」

「ふむ、じゃあ改めて作戦の効果を確認しておこうか」

　街の人々に話を聞かれないよう、城門の外に向かって歩きながら、真一は計画の全容を説明する。

「効果その一、魔導体への魔力注入を妨害」

　市民の多くは熱心な信者ではなく、怪我や病気の治療という理由から仕方なく、神殿に行って魔力を捧ささげていた。

　だから、リノによる無料の治療が受けられると聞けば、神殿には行かなくなる。

「国王と揉もめて治療費五倍、蘇生禁止とか、聖女の側から墓ぼ穴けつを掘ほってくれたからな。今後はどんどん人が離れていくだろう」

「その代わり、こちらは忙しくなりそうですが」

　疲れるほどリノを働かせるのが不満なのだろう。少しキツい視線を送ってくるセレスに、真一は軽く手を上げて謝っておく。

「効果その二、魔族と人間の関係改善」

　無む償しようでの治療行為に加えて、歌と踊りで人々を楽しませる。

　しかも、この世界にはなかった二十一世紀の日本の知識を生かした、斬ざん新しんなアイドルライブであるから、人々の心を鷲わし摑づかみにするのは造作もなかった。

「皆の人気者となったリノちゃんが『実は魔族だったんです』と正体を明かせば、魔族への偏へん見けんも晴れるってものさ」

「そんなに上手くいくかな……」

　自分も半竜人という悩みを抱えていたためか、アリアンは半信半疑である。

「もちろん、すぐに全員と上手くはいかないだろう。けれど、人間ってのは現金な生き物だからさ、自分に利益をもたらしてくれる相手を、魔族だからなんて理由だけで嫌い続けられるものでもないさ」

　魔族を敵視する女神教の手前、表立って擁よう護ごする者は少ないかもしれないが、『リノのように魔族も決して悪人ではない』という認識が広まれば、それがいつか本当の和解に繋がっていくだろう。

「ローマは一日にして成ならず、って言うしな。これは気長にやっていこう」

　楽しい国を作るという真一の目的は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで叶うものではないが、だからこそやり甲が斐いもある。

「目的その三、グッズ販売でお金を稼ぐ」

　魔王城の金塊は大量にあるが無む尽じん蔵ぞうではないし、これから食料の購入で消費が激しくなる。

　だから、将来を見越して商売のノウハウを育てておきたかったのだ。

「それに完全無料のボランティア活動なんて聞くと、人は裏があるのではと疑うものだからな。分かりやすい欲望を見せておいた方が、むしろ信用されるってものさ」

「ゲスな思考ですが、道理ではありますね」

　世の中が善意だけで回らないのは魔族社会も同じらしく、セレスは溜息を吐きつつ同意を示す。

「そして、これが一番重要なのだが……目的その四、聖女に敵として見られる」

「嫌われちゃうのが目的ですか？」

　仲良くなって説得するのが目的だったのではと、リノが不思議そうな顔をする。

　しかし、好かれるためにこそ嫌われる過程が必要なのだ。

「聖女は俺がピンチを救っても関心を持たなかった。他人に対して興味がないのかもしれない。だから、敵として立ち塞ふさがり、嫌われてでも目に映る必要があったんだ」

　よく言われる台詞だが、好きの反対は嫌いではなく無関心なのである。

　興味をもたれない有う象ぞう無む象ぞうのままでは、どんな言葉も届きはしない。

　そして、嫌いとは方向性こそマイナスだが、関心は持たれているのだ。

「とある神様はこう仰おつしやられた、『嫌いは好きに変換可能』と」

　嫌っているという事は、それだけ強く相手の事を考えている、相手が印象に残っているという事だ。

　もちろん、『好き』に比べれば遙はるかに悪い状態ではあるが、心を占しめる重要な人物にはなれている。

「だから、『悪い奴がちょっと善いい事をすると、凄く善い奴に見える』効果を使って、嫌いを好きに変換すればいい」

　ギャップ効果というやつで、元のイメージが悪い事を逆さか手てにとって、激しい落差で相手に印象づけるのだ。

　もちろん、『坊ぼう主ず憎にくければ袈け裟さまで憎し』なんて諺ことわざもあるように、嫌いの度合いがあまりにも深いと、何をしてもマイナスにしか映らないので、絶妙な加減が求められるのだが。

（まぁ、そんなに上手くいかなくとも、聖女が俺を憎むようになれば、魔王様から引き剝はがす事はできるしな）

　魔王よりも真一を憎み、誰よりも先に彼を殺そうと狙ねらうようになれば、真一が逃げ回って魔王城を守る方法もある。

（それに、本当にどうしようもない時は──）

　頭の隅に浮かんだ黒い思考を、真一は口に出さなかった。

　そのため、女性陣からあらぬ疑いを受けてしまう。

「まだ、聖女さんの事を狙っているの……？」

「そんなに大きな乳がお好きなら、雌め牛うしでも飼われてはいかがですか？」

　アリアンは捨てられた子犬のように不安な目を、セレスは変態を見る冷たい視線を送ってくる。

　ただ、幼く恋愛感情に疎うといリノだけは、素直に彼を案じていた。

「よく分からないですけど、お兄さんが人に嫌われるのは悲しいです……」

「そんなリノちゃんがいる限り、俺は誰に憎まれても平気だぞ」

　純粋な優しさが嬉しくて、真一はついリノの小さな体を抱きしめた。

「はわわっ!?」

「リノ様にセクハラを働く元気があるなら、さっさとあの聖女を堕おとしてください」

「よし、セレスさんの許可も下りたし、聖女の攻略作戦を頑張っていこうかっ！」

「僕は許可したくないな……」

　握にぎり拳こぶしを掲かかげる真一の背後で、アリアンは不満の声を漏もらす。

　その不満がある意味で叶かなうとは、この時は誰も知らなかった。
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　まだ五歳の頃、サンクティーヌは孤こ児じ院いんの庭で、白い野花の花びらを一枚ずつ毟むしっていた。

　魔法や神学の勉強を終えた休きゆう憩けい中ちゆうに、特にやる事も見つからなかったので、花占いをしていたのである。

　そんな彼女の手を、院長の細い指が摑つかみ止とめた。

「おやめなさい、そのような真ま似ねは女神様に選ばれた子供として相応ふさわしくありませんよ」

「はい、院長先生」

　サンクティーヌは言われた通り、花びらをほとんど失った野花を捨すてた。

　院長はその素直さに笑顔を浮かべ、彼女の手を引いて孤児院の中に連れて行く。

　この時、一つ過あやまちがあったとすれば、「花が可か哀わい想そうだからやめなさい」と院長が生命への慈いつくしみを説かなかった事であろう。

　サンクティーヌが十二歳を迎え、勇者となる聖別を終えた頃の事。

　彼女は五人の神官戦士に伴ともなわれ、とある山に現れた巨大な熊の魔物を退治に向かった。

「『氷結の戦槍アイス・ジヤベリン』」

　大気中の水分を無数の槍やりに変えて放つ、サンクティーヌの攻撃魔法に全身を貫つらぬかれ、身の丈たけ四ｍを超す巨大熊はあっさりと絶命した。

「お見事です、サンクティーヌ様」

　倍以上も歳が離れた少女の凄すさまじい魔力に、神官戦士達は内心戦せん慄りつしつつも賞しよう賛さんを送る。

　そこまでは何の問題もなかった。しかし、倒れた巨大熊の背後にあった巣穴から、小さな子熊が現れたのである。

「子供がいたのか」

　神官戦士は少し意外な顔をしたが、別段驚くほどの事ではなかった。

　魔物とは普通の動物が大量の魔力を浴あびて、異常な姿に変質したモノである。

　大気中の魔力が何らかの要よう因いんで濃度を増した時、偶ぐう然ぜんそこに居た動物が魔物と化すのだ。

　今倒した巨大熊も、子供のいる母熊が魔物に変へん貌ぼうしたのだろう。

　小熊の方は魔物化を起こしていなかったが、母熊を殺した人間達を睨にらみ、激しいうなり声を上げていた。

「このまま成長すれば、恨うらみから人を襲うであろう」

　そう言って、最年長の神官戦士が剣を引き抜く。

　だが、それを止めるようにして、新米の神官戦士がサンクティーヌに声をかけた。

「サンクティーヌ様、あの小熊もまた人類の敵です。勇者として始末しましょう」

　それは自分よりも遙はるかに幼い少女に対する、やっかみからの嫌がらせであった。

「おいっ！　勇者様にこのような雑事を──」

　最年長の神官戦士が彼を叱しかりつけ、自分が手を下そうとするも遅かった。

「『石つぶてストーン・ブラスト』」

　サンクティーヌの唱えた魔法によって、石いし弩ゆみを超える速度で放たれた石ころが、小熊の小さな頭を撃うち砕くだく。

　新たな血の臭いが立ちこめ、唖あ然ぜんと固まる新米の神官戦士に、サンクティーヌは柔やわらかに笑いかけた。

「これでよろしいのですわよね？」

「……は、はい、流石さすがは勇者サンクティーヌ様！」

　新米の神官戦士は引きつった顔でそう言って、震ふるえる手を打ち鳴らして彼女を賞賛した。

　未来の禍か根こんを取とり除のぞいたその行為自体は、間違いなく正しい。

　ただ、過ちがあったとすれば、幼い少女に悲しんでいいのだと誰だれも告つげず、命の簒さん奪だつを賞賛した事であろう。

　十三歳となり、幼い中にも女性としての美しさが見え始めた頃、サンクティーヌの元に一つの贈り物が届く。

　それは舞踏会用の見事なドレスと赤いシューズで、彼女に領地の魔物を倒して貰もらった、とある貴族からの謝礼であった。

　サンクティーヌは試ためしにそれを着て、屋敷に帰ってきたクランクルムを出迎える。

　すると、枢すう機き卿きようは優しい笑みを浮かべながらも注意した。

「そのように華か美びな服装は聖女たる貴方あなたに相応しくありません、もう二度と着てはいけませんよ」

「はい、クランクルム様」

　サンクティーヌはすぐにドレスとシューズを脱ぬぐと、自らの魔法で燃やしてしまった。

　既すでに聖女として名声が高まり始めていた彼女に、「色香に目覚めたか」「好きな男でもできたのか」と風ふう聞ぶんを流され、広告塔としての価値が下がるのを危き惧ぐしたクランクルムの判断が、誤あやまりだったのかは分からない。

　ただ、大きな過ちがあったとすれば、美しく着飾った養女を、養父であるのに一言すら褒めなかった事であろう。

　このようなサンクティーヌの人生を知れば、多くの者は彼女を憐あわれみ、不幸だと同情するに違いない。

　曰いわく、「自由がない」「洗脳教育をされた」「親の愛情がない」と。

　ただ、それは他人の勝手な価値観の押しつけにすぎない。

　何な故ぜなら、彼女は満足していたからである。

　女神に愛された子供、不死身の勇者、そして汚けがれなき聖女という、己おのれが選ばれし存在であるという現実に──
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　今日もティグリス王国の街外れでは、リノによる治療とライブが行われ、そして恒こう例れいの物販タイムが開始されていた。

「本日の商品はなんと、くじ引きとなっています」

　真しん一いちはそう言って、大きな箱を机の上に置いた。

「くじは一回銀貨二枚、Ｄ賞はリノちゃんポストカード三種、Ｃ賞はリノちゃんマグカップ、Ｂ賞はリノちゃんミニ石膏像フイギユア、そしてＡ賞は……何とリノちゃんの舞台衣装ですっ！」

「「「うおぉぉぉ───っ！」」」

　掲かかげられたチェックの衣装に、ファンクラブの青年団達は地じ鳴なりのごとき歓かん声せいを上げた。

「これは当てるしかないでござる！」

「待つんだ団長、この手のくじは当たりが入っていない危険性が高い！」

　どこの世界でもその手の詐さ欺ぎ行為はあるようで、誰かが警戒の声を上げる。

　しかし、真一はそれを予想していたように、余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「ちゃんと当たりは入っておりますよ。お疑いでしたら……空になるまで引けばよいのです」

「「「その手があったか！」」」

　お金を持っているダメ人間達が、揃って納得の叫びを上げた。

「では金貨一枚で五十回引くでござるよっ！」

「おっと、最初はファンクラブの方々を優先しますが、引ける回数は一回までです。引き終わったらまた並び直してください」

「何とっ!?　うぬぬ、それでは後に引いたほうが確率が……いや、先に当たりを引かれてしまったら元もないでござる……」

「団長、俺が先に行きますよ」

「おっと、こいつはいきなり運が良い、シークレットのリノちゃん握あく手しゆ券けんです」

「マジで!?　よっしゃあーっ！」

「シークレットなんて物まであるのかっ!?」

「こうなったら、早めに一回でも多く引くでござるよっ！」

　銀貨二枚（日本円にして約二千円）を惜おしみなく払い、悲喜こもごもの叫びを上げるファン達の姿に、真一は笑みが止まらなかった。

（くくくっ、ほとんどが原価０円の安物だというのに、衣装という大魚を見せただけでこの爆ばく釣つり、ボロい商売だな）

（ゲスい『念話テレパシー』を垂たれ流さないで下さい）

　表面上はニコニコと、心の中では邪悪に微笑ほほえむ器用な真一に、セレスは慣なれた溜ため息いきを吐つく。

（しかし、リノ様が着た衣装をこのような変態ブタ共に売るなど、魔王様が知ったらお怒りになりますよ？）

（セレスさん、俺は『リノちゃんの舞台衣装』と言ったが、使用済みとは一言も言っていない！）

（ゲスですね）

　詐欺ではないかと思ったが、青年団の連中ならば新品でも祭さい壇だんに祭るくらいしそうである。

　幸い、衣装を当てたのは父親に連れられた幼い少女だった。

　憧あこがれのリノと同じ格好ができると大喜びしていたので、咎とがめられる事もないだろう。

「くじの操作はしていないんだが……やっぱり、神様っているんだな」

「この世に神はいないでござるよぉぉぉ───っ！」

　思わず感動する真一とは裏腹に、計三回も引いて全てＤ賞だった団長がむせび泣いていた。

　そんな彼を青年団が連れ去るのを見送りながら、真一は離れた建物の陰かげにも視線を送る。

「今日も来ているな」

　聖女サンクティーヌがローブを被り、申し訳程度の変装をしてこちらを窺うかがっていたのだ。

　真一としてはもっと積極的に妨害してくると予想していたのだが、青年団や街の人々に牽けん制せいされているためか、今の所はこうして覗のぞくだけに留とどまっている。

「また聖女さんに嫌味を言いに行くの？」

　心配そうに問いかけてくるアリアンに、真一は首を横に振る。

「いや、今日はやめておこう。押しすぎると逆効果だ、たまには引いた方が相手も気になるってものさ」

　そう言うと、聖女の方を見てニヤリと笑うだけで、すぐに背中を向けた。

「……シンイチって、こういうの凄すごく手て慣なれてるよね」

　アリアンは嫉しつ妬として頰ほおを膨ふくらませるが、真一はそれに自じ嘲ちようの笑みを返した。

「俺の知識なんて本やネットの受け売りだよ。実体験から学んだものじゃないから、本当に効果があるかなんて全く自信はない」

「そうなの？」

「そうだよ。俺が女の子を口く説どこうとしたのは、アリアンが初めてだしな」

「僕が初めて……えへへっ」

　少し照れた真一の言葉に、アリアンは頰を染めてだらしない笑みを浮かべた。

（それも書物の受け売りですか？）

「おーい、リノちゃん、そろそろ帰ろうか」

　セレスの念話はあえて無視して、吟ぎん遊ゆう詩し人じんと話していたリノに声をかける。

「はい、分かりましたです」

「じゃあ、明日もまたよろしく」

　吟遊詩人は真一達にも手を振って、リュートを片手に去って行った。

「あの人、何か言ってた？」

「はい、一曲だけだと寂さみしいので、もっとお歌を増やしたいそうです」

「あぁ、それは俺も考えてたけど……」

　真一は困ったようにこめかみを掻かきながら、ポケットに入れてあるスマホを手に取る。

　異世界に召喚されて既すでに一ヶ月近くが経けい過かしており、バッテリーはとっくに切れていた。だが、幸いにも充電器を一緒に持ってきていたので、コンセントプラグに『電撃ライトニング』の魔法をかけて無理やり給きゆう電でんする事には成功している。

　そのお陰で、スマホ内にあった音楽をリノや吟遊詩人に聞かせて、こうしてライブを開けるようになったのだが──

「そろそろ壊れそうで怖いんだよな……」

　一応、日本のコンセントと同じ百ボルトをイメージして『電撃』を放ってはいるが、本当に上手くいっているかは分からず、いつ故障しても不思議ではない。

　スマホは彼が地球に居た数少ない証でもあるし、あまり物に頓とん着ちやくしない真一でも、惜おしむ気持ちを捨てきれずにいた。

「とはいえ、ここが使い所かな。よし、帰ったら新曲の歌とダンスを特訓だ！」

「頑がん張ばるです！」

　元気に飛び跳ねるリノを連れて、真一は街の外に出て行く。

　そんな彼らの背中を、聖女はずっと建物の陰から見つめていた。
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　セレスの『転移テレポート』魔法で魔王城に帰ってきた真一は、夕食と休憩を挟んでからリノの部屋で新曲の練習を開始した。

「じゃあ、しっかり覚えてくれよ」

「はいです」

「畏かしこまりました」

　まずはスマホを取り出して、両隣に座ったリノとセレスに見せながら、インストールされたアプリを立ち上げる。

　それはオタクの友人に無理やり勧すすめられた、アイドルの歌と踊りが楽しめる音ゲーだった。

「まさか異世界でこれが役立つ日がくるとはな……」

　微妙に感慨深い思いを抱きつつ、真一はゲームをスタートする。

　中身は流れてくるマークをタイミング良く押す普通の音ゲーなのだが、肝かん心じんなのは３ＤＣＧモデルのキャラクターが踊りながら歌う点であった。

　音楽だけならＭＰ３のデータが他にも沢たく山さん入っていたが、アイドルのダンスを視覚的に覚えられるという点で、このゲームが最適だったのである。

「アイドルのライブ映像でも保存してあれば、もっと良かったんだけどな」

「はわ～、ミカンちゃん可愛いです～」

　考え事をしながらもミスせずゲームを進める真一の横で、リノはスマホの画面に夢中であった。

「ほい、クリアっと。二人とも覚えたか？」

「バッチリです！」

「委い細さい問題ありません」

　バッテリーが惜おしいのでスマホの電源を落とす真一に、リノもセレスも深く頷うなずいた。

「忘れても『検索サーチ』で思い出せますので」

「地じ味みにインチキな魔法だよな、これ」

「開発した本人が言われますか？」

　セレスから一割ほど賞賛の混じった呆あきれ顔を向けられて、真一は苦笑を返す。

「別に脳と記憶の仕組みを利用した『検索』魔法を教えなくても、セレスさんなら『完全記憶パーフエクト・メモリー』とか適当な魔法を作れただろ？」

「そうですね、イメージを固める時間は必要ですが、おそらく可能でしょう」

　しれっとした顔でメイドは言い切るが、普通の魔法使いがそれを聞いたら腰こしを抜かしただろう。

　魔力によって己のイメージ通りに現実を改変する──魔法の仕組みを言葉にすれば容易たやすいが、その『心象イメージ』を鮮明に組み立てる事がどれほど困難か。

　例えば「自分が空を飛ぶ光景」をイメージしろと言われた時、アニメや映画で「人が空を飛ぶ光景」を見知っている現代日本人なら容易い。

　だが、異世界オーブムの一般人だと「翼もないのに人間が空を飛べるわけがない」と疑うたがってしまい、思い浮かべる事すら難しかった。

　その疑念が『飛翔フライ』の魔法を失敗させるように、どんなに魔力があったとしても、イメージできない現象は魔法として発動できない。

　しかし、セレスは想像力が豊かなのか、あらゆるイメージを魔法として現実に変えられるのだ。

（その豊かすぎる想像力で、人を貶おとしめるのが問題だが……）

　真一が苦笑を向けると、セレスは無表情のまま大きな胸を両手で隠した。

「私にアイドル衣装を着せて辱はずかしめる妄想をするのはおやめください」

「してねえよ！　やっていいならやるけど！」

　怒ど鳴なりつつ本音を漏もらす真一に、セレスはいつも通り蔑さげすみの視線を送ってから、リノに向かって頭を下げる。

「それでは、作詞の作業に入らせて頂きます」

「お願いしますです」

　リノの声援に微笑を返し、セレスは部屋を出て行った。

　日本語の歌詞をそのまま歌うと、異世界人には意味が伝わらない。

　かといって翻ほん訳やく魔法にかけると、「丸焼き」が「ビビナーナ」となるように単語のフレーズが変わり、音楽とのズレが生じてしまう。

　そもそも、スマホゲームの歌は二十一世紀の日本人向けの曲なので、「通勤電車で出会った君」といった翻訳をしても異世界人には伝わらない表現が混ざっている。

　そこで、異世界人向けに歌詞を書き直す作業が必要となり、想像力豊かで文才にも優れていたセレスが担当する事となったのだ。

「アリアンに任まかせてみたら、口から砂糖を吐きそうな出来だったからな……」

「リ、リノは可愛くて良かったと思うですよ？」

　遠い目をする真一に、リノが必死にフォローを入れるものの、語尾に疑問符がついているあたりから、出来はお察さつしであった。

「さて、歌詞ができるまで歌はお預あずけとして、ダンスの練習を始めようか」

「はいです！」

　真一の手て拍びよう子しに合わせて、リノは先程見たゲームの映像を『検索』で思い出しながら、ゆっくりと踊り出す。

『自分の記憶通りに体を動かせる』という都合の良い魔法は、残念ながらリノにはイメージができなかったので、普通に練習を繰り返して体で覚えるしかなかったのである。

　ただ、本人はそれさえも楽しんでいた。

「いち、に、さん、はいですっ！」

　リズミカルに回ったり跳んだりを繰り返し、額ひたいには玉の汗が浮かんでいたが、リノの顔には自然と笑顔が浮かぶ。

　父親の魔王だけでなく、セレスや他の魔族達も彼女を甘やかし気味だったので、苦労して何かを学ぶ事が新しん鮮せんで面白かったのだ。

　そんな嬉しそうに笑うリノを見ていると、ずっと踊りを続けさせたくなるが、一時間ほどして息が切れてきたことに気づいて、真一はストップをかけた。

「よし、今日はここまで」

「はぁはぁ……もう終わりですか？」

「治療とライブの疲れも残っているんだから、無理しなくていいよ」

　まだ頑張れるという顔をするリノの頭に、真一は優しく笑ってタオルをかける。

「ほら、お風呂で汗を流して今日はもう寝な」

「……はいです」

　リノは少し不満そうな顔で頷き、部屋を出ようとするが、すぐに立ち止まって真一の袖を摑んだ。

「そうだ、お兄さんも一緒に入るです！」

「……はい？」

「ダメですか？」

　潤うるんだ瞳で見上げられて、思わず頷きそうなったが、真一は慌てて千ち切ぎれんばかりに首を横に降った。

「いやいやいや、それは駄目だろっ！」

「何でですか？」

「ほら、リノちゃんは女の子で、俺は男だろ？」

「パパと何度も一緒に入ってるですよ？」

「いや、魔王様は父親だし……」

　真一はそう説明しつつ、羞しゆう恥ちの感情が欠片かけらも見えないリノを不思議に思う。

（見た目が十歳以下とはいえ、実年齢は確か十四歳だったよな）

　魔王達の種族は寿命が人間の二倍ほどあるが、その分成長も遅いらしい。

（なのに羞恥心や男女の性差に疎うといのは、やはり魔王様の教育のせいか……）

　セレスの反応から見て、魔族も人間と同じような性への羞恥心があるのは間違いない。

　リノだけそれが薄いのは、魔王が過か保ほ護ごすぎて性教育もせず、周囲に同年代の男性もいなかったせいで、恥ずかしいという意識が育たなかったせいだろう。

（やはり、なんとかしないとな……）

　一応、アイドル作戦の隠れた目的として、リノを魔王の娘と知らず遠えん慮りよしない、同年代の少年少女と触れ合う機会を設もうけるという狙いがあったのだが、患者やファンという一歩退いた立場では、やはり対等の友達関係には及およばない。

（魔王様をなんとか説得して、変態じゃない普通の子供を城に呼んで……いっそ、小学校でも建てるか？　魔族が勉強している様子はないし、これから人間と交こう易えきをしていくなら、最低でも足し算引き算はできないと……）

　そんな風に考え込んでいたのが悪かった。

　気がつくと、真一はリノに手を引かれて脱衣所に立っていたのである。

「ほら、お兄さんも早く脱ぬぐです」

「おわっ!?　分かった、自分で脱ぐから！」

　いつの間にかタオル一枚の姿となっていたリノに服を引っ張られて、真一は諦あきらめて服を脱ぎ始めた。

　そして、腰にタオルを巻いて浴場への扉を開く。

　中には大きな石造りの浴槽が設置されており、温かなお湯がいっぱいに満たされていた。

「よし、誰も居ないな」

　風呂場に人影がない事に、真一はほっと胸を撫なで下ろす。

　元々、魔族にはお風呂に入るという習慣がなく、体の汚れはもっぱら水浴びや『浄化プユリフイケイシヨン』の魔法で落としていた。

　そこに、お風呂大好き日本人として我慢ならんと、真一が無理を言って魔王に作って貰ったのがこの風呂場である。

　猫人ワー・キヤツトなど水嫌いな一部を除のぞき、大部分の魔族にも風呂は好評だったため、今では一階に大浴場が建設されており、こちらの小さい風呂場は真一達の専用となっていた。

（魔王様もそうだが、アリアンやセレスさんに見られたら死ねるな……）

　そう冷や汗をたらす真一の心も知らず、リノは湯船に浸つかって気持ちよさそうな息を漏らした。

「はわ～、生き返るです～」

「ははっ、何かオッサン臭くさい台詞だな」

　真一は微笑してリノの横に入る。

　スケベだが普通の倫理観を持つ真一としては、子供とはいえ女の子とお風呂に入るのは少し気が引けるのだが、一つ気になる事があったのだ。

（リノちゃんは疲れているし、万が一があるとな……）

　浴槽は魔王が入れるほど大きく作られているので、疲れたリノが眠ってしまい、溺おぼれてしまう危険性があった。

　すぐに目を覚ますだろうとか、死んでも魔法で蘇るとか、頭では冷静に分かっていても、『子供が溺れ死ぬ』という単語がよぎると、真一の心は決して見逃せなかったのである。

　そんな彼の内心をやはり知らぬまま、リノは笑って告げた。

「お兄さんとこうしてゆっくりするの、久しぶりです」
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「そうだったかな？」

「はい、最近はお歌の準備とか、売り物の用意とかで忙しかったですし、その前は食べ物の事で出かけてたですし」

「あぁ、そうだったか……」

　思い返すとこの異世界に召喚されてから、真一は何だかんだと忙しく駆かけ回まわっていて、こうしてゆっくりする機会はあまりなかった。

　リノと二人きりで過ごしたのも、前にあやとり等で遊んだ時くらいだったかもしれない。

「リノ達のために頑がん張ばってくれているのは分かっているし、とってもありがたいですけど、たまにはこうやってお話ししたいなって……ダメですか？」

　申し訳なさそうに上目遣いで窺うかがってくるリノに、真一は微笑して濡ぬれた頭を撫でた。

「いいに決まってる。というか、リノちゃんは子供なんだから、もっとワガママを言っていいんだぞ？」

　そう言うと、リノはそれこそ子供らしくない苦い表情を浮かべた。

「お兄さんのお気遣いは嬉しいです……けど、リノが美お味いしい物を食べたいってワガママを言ったせいで、人間さんと喧けん嘩かになっちゃったですから」

「…………」

　それを気にしていたのかと、真一は返す言葉をなくしてしまう。

「だから、リノが治癒魔法やお歌を頑張って、人間さんと仲直りしてみせるです！」

　握にぎり拳こぶしを作るリノが、焦あせるように張り切っていたのも、それが原因だったのだ。

　魔族が人界へと進出し、人間との間に起きた戦争、そして女神の加か護ごを得た不死身の勇者との終わらない戦い。

　たとえ悪意がなかったとしても、争いの引き金を引いたのが自分だという罪悪感。

　そして、真一やセレス達に任せっきりで、今まで何もできなかった自分に与えられた、アイドルという初めての仕事。

　だから、リノは疲れても文句一つ言わずに、こうして頑張り続けていたのだ。

「……リノちゃんは立派だな」

　真一は下手な慰なぐさめなど口にせず、ただ思った事を素直に伝えて、もう一度リノの小さな頭を撫でた。

「はわわ～、くすぐったいです」

　リノはそう言いながらも、気持ちよさそうに目を細めて撫でられ続けた。

「ところで、一つ聞いてもいいですか？」

「うん」

「シンイチお兄さんの住んでた『チキュウ』や『ニホン』って、どんな所ですか？」

「そういや、詳くわしく話した事はなかったか」

「はい、あのお歌が聞ける『すまほ』とか、凄すごい物が沢山あるですかっ！」

　目を輝かせて迫るリノに、真一は少し考え込んでから答えた。

「一言で説明すると、魔法の代わりに科学が発展した世界かな」

「『カガク』ですか？」

　人界はともかく魔界の方は、魔族が誰でも便利な魔法を使えるせいで、科学技術が古代以下のレベルで止まっていたため、リノはまた首を傾かしげるのであった。

「そう、科学。凄い遠くの人と会話をしたり、飛行機で空を飛んだり、果ては大たい気き圏けんを突とつ破ぱして宇宙に行ったり、色々な事ができるんだ」

「それは魔法と何が違うですか？」

「厳きびしいツッコミだな」

　高度に発達した科学は魔法と見分けがつかない──という有名な台詞せりふを思い出して、真一は思わず苦笑を浮かべた。

「そうだな、魔法と別に違いはないのかな。科学がもっと発達すれば、魔法でしか不可能だった奇跡も簡単に起こせるだろうし」

　石ころを原子変換して金きん塊かいに変えたり、量子による空間転移テレポートを行ったり──死者を蘇生させる事さえも。

「科学か……」

　真一は科学が好きで勉強しており、英語など他の科目に比べて、それだけは高校生離れした知識量を持っていた。

　けれども、科学者になりたいという夢は持っていない。

　正確には、持っていたが諦めて捨てた。

　科学者になれるほど頭が良くないと、己おのれの才能に見切りをつけたわけではない。

　彼が科学者となって叶えたかった目的。それがどんなに頑張っても無理だと、科学を勉強したからこそ分かってしまったのだ。

　たとえ科学が魔法の領域に踏み込もうとも、何年も前に溺れ死んで火葬された子供を蘇生させるなど──『記憶』という脳細胞の情報が失われた人間を取り戻す事など、神であろうとも決して不可能なのだから。

「…………」

「お兄さん？」

「いや、何でもない」

　リノの声で、真一は物思いを振り払った。

「まぁ、魔法のような科学のお陰で、美味しい物が余るほど食べられる良い世界だったよ」

　恵まれた日本を離れれば、この異世界にも負けない悲ひ惨さんな地域があったのだが、そんな子供の夢を壊すような事はわざわざ口にしない。

「美味しい物が沢山ですかっ!?」

「そう、アイスクリームやパフェ、カレーライスにオムライスとかね」

「はわわっ、名前だけでも美味しそうです」

　ついヨダレを垂たらすリノに、真一は笑って料理の説明をしていく。

　そうして、とりとめのない話をしている内に、リノがゆっくりと船をこぎ始めた。

「パフェ……チョコ、食べた、いです……」

「俺が部屋に運ぶから、寝ちゃっていいよ」

「……はい……ありが、とう……で……」

　真一が優しく声をかけると、リノはそのまま目ま蓋ぶたを閉じて静かに寝息を立て始めた。

　そんな彼女の小さな体を湯船から運び出して、真一は顎あごに手を当て考える。

「さて、どうやって裸を見ずに体を拭ふけばいいのやら」

「目玉を潰つぶされてはいかがですか？」

「それは名案──じゃねえよっ！　……って、えっ？」

　横から伸びてきた褐かつ色しよくの腕に、真一は反射的にツッコミ返してから固まった。

　見れば、濡れたタオル一枚の姿となったセレスが、いつの間にかリノの横に屈かがみ込こんでいたのである。

「あ、あの、セレスさん、作詞作業をされていたはずなのに、いつからこちらに？」

「お風呂に入るというリノ様の声が聞こえましたので、『透明化インビジブル』を使って先回りしておりました」

「何でっ!?」

「もちろん、貴方がリノ様にただれた獣欲をぶつけないか、監かん視しするためでございます」

「そんな事をするくらいなら入るのを止めろよっ！」

　セレスがリノを見ていてくれるなら、自分が一緒に入ったりはしなかったのにと、真一は逆ギレ気味に叫ぶ。

　しかし、褐色メイドは華麗にそれをスルーして、眠ったリノの体を優しく持ち上げた。

「この件は誰にも話しませんのでご安心ください」
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「……ティグリスで売っていた砂糖菓子、大銀貨一枚分くらいでよろしいでしょうか？」

「口止め料を寄よ越こせとは、誰も言っておりませんが」

「いらないの？」

「金貨一枚分でしたら受け取りましょう」

「ぐぬぬ……っ！」

　しれっとした顔で十倍を要求してきたセレスに、真一は藪やぶ蛇へびだったかと歯ぎしりを返す。

　そんなやり取りを挟はさみつつ、セレスは浴室から出ていく。

　ただ、扉を閉める前に振り返り、思い出した様子で告げた。

「ところで、私が男性に肌を晒さらしたのは、これが初めてですので」

「えっ……」

「責任、取ってくださいね？」

　まるでどこかのゲスと同じように、口の端はを吊つり上げて華麗に笑い、そっと扉を閉じる。

　衣きぬ擦ずれの音が鳴り終わり、彼女が脱衣所からも出ていったのを確認してから、真一はぬるくなってきた湯船に戻り、誰にも聞こえないようお湯に潜もぐりながら叫んだ。

「その手は卑ひ怯きようだろっ！」

　いったいどこまでが本気で、どこからがジョークなのか。

　たとえ科学の光が宇宙の果てまで照らしても、男が女心を理解できる日など永遠に訪れないのだろうと、真一は深く理解するのであった。
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　黒髪の少女がティグリス王国の人々を治療し、歌を披ひ露ろうして楽しませる光景を、聖女サンクティーヌは今日も建物の陰から窺うかがっていた。

「今日は新曲があるですよ、『お願い！　エスカレーション』聞いて下さいです！」

「「「うおぉぉぉ───っ！」」」

　可愛らしい人形達と共に、軽けい快かいに踊りながら歌い出す少女の姿に、何百人と集まった街の人々は大歓声を上げる。

「まったく、あんな邪教の儀式にうつつを抜かすとか、何と汚らわしい者達だ」

「けど、あのリノちゃんって子、可愛いですよね」

「貴様、何を言い出すかっ！」

「も、申し訳ありません」

　護衛の神官戦士達が何やら口論を始めても、サンクティーヌは全く聞いていなかった。

　耳に入るのは少女の歌声、目に映るのは少女の可か憐れんな姿。

　けれど、心に浮かぶ感情は、明るいステージとは真逆の黒い何か。

「また覗き見ですか。幼女を視し姦かんするのが日課とは、聖女様もよい趣味をしておられる」

「貴様、不ふ敬けいだぞ！」

　黒髪の少年がまた現れて何やら暴言を吐いていたが、それもサンクティーヌの耳には届いていなかった。

　ただ、彼らの側そばを通り過ぎた、孫と祖母らしき町人の声が耳をかすめる。

「お祖ば母あちゃん、膝が痛いの治ってよかったね」

「本当にありがたいねぇ、リノちゃんはワシらの聖女様じゃよ」

　聖女様。その言葉で、サンクティーヌは黒髪の少女に──リノに対する己の感情を悟った。

「皆様、帰りましょう」

「おや、尻尾しつぽを巻いて逃げるのか？」

　黒髪の少年が挑発するような台詞を吐いていたが、サンクティーヌは振り返らずに歩き去る。

　そして、神殿の礼拝堂に三十名の神官戦士を集め、巨大な女神像を背にして、堂々とした笑顔で告げた。

「皆さん、あのリノという少女を潰つぶしましょう」

「なっ!?」

　何もあの子供ではなく、男達の方を──と神官戦士の誰かが訴えていたが、当然のようにサンクティーヌは聞いていなかった。

　彼女の胸を占める思いはただ一つ。

（『聖そ女れ』は、私のモノですわ）

　人々に褒められ崇あがめられる『特別』な存在。

　まるで女神エレゾニアと同じように、遙か高みから民衆を見下ろす恍こう惚こつの視点。

　花占い一つ許されず、親を失った子熊とて平然と殺し、少女らしく着飾る事さえ許されずとも、彼女が望み続けた己の価値。

　それを、リノは自分から奪うばおうとしている。

　現れた可愛らしい簒さん奪だつ者しやに、『特別である自分』以外に何の興味も示さなかったサンクティーヌは、生まれて初めてその感情を抱いた。

　黒く全身を焼き焦がす炎──『憎しみ』を。
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「これはまた、盛せい大だいにやられたな……」

　物販用の商品を荷台で運びながら、いつもどおりティグリス王国の街外れを訪れた真一達は、その変わり果てた光景に驚いて足を止めた。

　ライブで使う木組みのステージや着替え用の小屋が、見るも無む惨ざんに壊されていたのである。

　しかも、山や羊ぎか何かの真っ赤な血で『呪のろわれし者よ、この街から出て行け』と禍まが々まがしい警告が書かれていた。

「なんて酷ひどい事を……っ！」

「犯人が誰かは考えるまでもないな」

　拳を震わせて怒るアリアンを宥なだめつつ、真一は周囲を窺う。

　壊れたステージを見て驚いている人々の中で、一人だけこちらと目を合わせると不ふ遜そんな笑みを浮かべて背を向けた男がいた。

　自分の脳内を『検索』してみると、服装こそ平民に偽装していたが、聖女の取り巻きにいた神官戦士の顔と一いつ致ちする。

「しばき倒して参ります」

「待て待て、その必要はない。むしろ好都合だ」

　セレスが殺気だって怪しい男を追おうとするのを、真一が摑み止める。

　丁度その時、人々の間から特徴的な声が響いてきた。

「これはいったい、どうしたでござるかっ!?」

　ハチマキにハッピ姿の見慣れたデブは、青年団の団長である。

　彼は無残に壊されたステージを見ると、慌てて真一の元に駆け寄ってきた。

「シンイチ殿、これはやはり……」

「普通に考えて女神教の連中だよな」

　集まった人々に話を聞いてみるが、残念な事に目撃者はいない。

　だが、人々の誰もが真一と同じ犯人を思い浮かべていた。

「あいつら、リノちゃんに客を取られたからって、こんな酷い嫌がらせをしやがって！」

「元はといえば女神教の奴らが、治療費の増額だの蘇生禁止だのしたのが悪いんだろ？」

「魔族退治のためだか何だか知らないけれど、あたしら庶民の生活も考えず好き勝手して……っ！」

　今までの不満が重なって、場に険けん悪あくな空気が立ちこめる。

　しかし、幼い懸命な声がそれを吹き飛ばした。

「皆さん、怒らないでください！　ステージがなくっても、治療もお歌も頑張るですからっ！」

「リノちゃん……」

　晴れの舞台を壊されて、一番傷ついているのは自分のはずなのに、健けな気げに訴えるリノを見て荒すさんでいた人々も笑顔を取り戻した。

「そうだ、歌はどこでも歌えるのさ」

　いつの間にか来ていた吟遊詩人もそう言って励はげまし、

「ステージは俺達に任せな、一日で直してみせるからよ」

　屈くつ強きような鉱員達も力こぶを見せて応援し、

「そうだ、拙せつ者しや達たちがステージになるでござるよっ！」

「「「その手があったかっ!?」」」

　揃って地面に四つん這ばいとなる変態達が台無しにした。

「さあリノちゃん、拙者達を踏み台にして歌うでござるっ！」

「えっ、でも、団長さん達が痛いんじゃ……」

「幼女に踏み踏みされるとか、むしろお金を払いたいくらいでごさるよっ！」

　目を血走らせ、あわよくばスカートの中身を拝はい見けんしようとする豚ぶたの群れに、氷の目をしたメイドが魔法を唱える。

「『疾風ウインド』」

「ぶひぃーっ！」

「さて、汚物は掃除しましたので、治療を開始しましょう」

「は、はい、お願いします」

　風の魔法で吹き飛ばされた変態青年団に、人々は蔑さげすみの視線を送るだけで、同情する者はいなかった。

「ふぅ、メイドからぞんざいに扱われるというのも、なかなか新鮮な体験でござるな」

「あんたも懲こりないな」

　怒るどころか嬉しそうな顔をする団長に、真一は苦笑しながら手を差し出す。

　団長はその手を摑んで立ち上がると、小さな声で囁ささやいた。

「だがシンイチ殿、女神教がこのまま大人しく退しりぞくとは思えんでござるぞ」

「団長もそう思うか？」

「うむ、やつら蛇ヘビより執念深く、姑しゆうとよりも陰いん湿しつでござるからな」

「そうだろうな」

　何度死のうと蘇ってきて、勝つまで襲いかかってくる勇者なんて存在を生み出した宗教である。女神もその信徒もしつこさは折り紙つきであろう。

「しかし、団長も女神教の事が相当お嫌いなようだな」

「そう見えるでござるか？」

「治療やライブの妨害を狙う神官戦士達に、うざったくつきまとって追い返してくれていただろ。その場で殴られたり、恨うらまれて後で何をされるか分からないのにさ」

　リノの熱狂的なファンだから、と言ってしまえばそれまでだが、ひょっとして女神教に嫌がらせをしたいという、個人的な恨みがあるのではと感じていたのだ。

　物証もない勘かんだと告げる真一に、団長は観念したように苦笑しながら頷いた。

「ご明めい察さつでござる。ただ、拙者のは理不尽な逆恨みでござるよ」

「というと？」

「拙者の父上は治癒魔法でも治せぬ病にかかって他界したのでござる」

　女神教の神官は寿命と同じで治す方法はないと言い、痛みを消す魔法しかかけてくれなかったという。

「ちょっとツテがあって、他の魔法使いに治癒魔法をかけて貰もらったでござるが、余よ計けい病状が悪化する有あり様さまでござってな」

「治癒魔法で病気が悪化……」

「そんなわけで、父上は五十歳も半なかばで亡くなったのでござる。本人は天命だと笑っていたでござるが、バカ息子としては少しでも長生きして欲しかったでござるよ」

　父上が生きていれば拙者は楽をできたのに──と団長は笑って誤魔化したが、瞳に一抹の寂しさが滲にじむのは隠せなかった。

「それで、女神教を逆恨みしたと？」

　変態だが明めい朗ろう快かい活かつな彼らしくないと、真一は訝いぶかしむ。

　すると、団長は突き出た腹を撫でながら、さらに声を潜めて呟つぶやいた。

「本当に治せなかったのなら、納得するでござるがな……」

「つまり、治せるのに治さなかったと？」

　証拠はあるのかと目線で問うと、団長は深く頷き返した。

「父上のかかった治せぬ病は長生きするほど発症しやすく、七十歳にもなれば大半は発症するそうでござる。そういう意味では珍しくもない病でござるな」

　だから「女神の定めた寿命」とも言われ、その病で死亡した者は蘇生魔法をかけず埋葬される。

「けれど、女神教のトップに立つ教皇や枢機卿が、その病にかかったという話を聞いた事がないんでござる」

　現教皇はもうすぐ九十歳を迎え、流石さすがに寿命が尽きつつあるが、病に苦しんでいるという噂は聞かない。

　枢機卿の四人は五十歳から七十歳の老人だが、誰もが病など知らぬという様子で、精力的に時期教皇の座を狙い合っている。

「過去の歴史を紐ひも解といても、治せぬ病で死んだ女神教の重じゆう鎮ちんは見つからないんでござる」

　仮にこの件を問われれば、「それは女神様の聖別を授さずかった勇者だからだ」と女神教の神官は答えるだろう。けれども──

「実は治す方法を知っているのでは、なんて勘ぐってしまうんござる」

　自分も父親と同じように、若くして病気にかかってしまったら……。

　そんな恐怖から逃れたくて、ありもしない治療方法を疑っているのではないかと、団長は自嘲の笑みを浮かべる。

　しかし、真一はそれを笑い飛ばさず、真剣な表情で考え込んでいた。

「団長の親父さん、どこが悪かったんだ？」

「腹でござる。酷く痛んで食欲がなくなり、どんどん痩やせていったでござるよ」

「ひょっとして、酒や煙草たばこが大好きだったとか、野菜を摂とらずに肉ばかり食ってたとかないか？」

「当たりでござる。酒が大好きで拙者に負けぬ立派な腹だったでござるよ」

　どうして分かったのだと不思議がる団長を余よ所そに、真一の脳のう裏りには一つの病名がよぎっていた。

　大量の飲酒で負担をかけ、おそらく仕事上のストレスも溜たまっており、年寄りほど発症しやすい病気。それは──

「ガンか？」

　団長の父親はおそらく、胃ガンによって死亡したのだろう。

「ガン、でござるか？」

「確証はないんだが、それなら治癒魔法が効かなくても不思議じゃないと思ってな」

　ガン細胞は遺伝子に傷がついて、異常が現れた細胞の事をいう。

　正常な細胞は遺伝子＝体の設計図に従い、その数がコントロールされている。

　例えば怪我をした場合、正常な細胞は増殖して傷口を塞ぐが、傷が治ればそれ以上の増殖はしない。

　しかし、ガン細胞はそのコントロールが壊れており、際さい限げんなく増殖を繰り返して、その果てに本人さえ殺してしまうのだ。

「ガン細胞が原因なら、治癒魔法で悪化したのも説明がつく」

　治癒魔法は患者の遺伝子を元にして、怪我や病気といった体の異常を治していると考えられる。

　だからこそ、ガン細胞だと──傷ついているとはいえ患者本人の遺伝子を持った細胞だと、それを『異常』だと判断できないのではないか。

（ガン細胞の正確な知識があれば除去できるだろうし、魔王様クラスの魔力があれば力押しで治せそうな気もするが……）

　遺伝子の仕組みを知らず、普通の魔力しか持たない魔法使いでは、悪化させたとしても無理はない。

　無言で考え込み始めた真一に、団長は見た事もない真剣な顔で問いかけた。

「シンイチ殿、そのガンという病は治せるでござるか？」

「あ、うん。ガンになった悪い所を切除してから治癒魔法をかければ、おそらく治せるはずだ」
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　治癒魔法なんて便利な物があるこの異世界に、ガン手術を行える外科医はおそらくいない。

　だが患部の周辺を丸ごと取とり除のぞいてから、『完全治癒フルヒーリング』で正常な細胞のみを増殖させるという、ごり押し療法は可能だろう。

　そんな真一の説明は、医学知識を持たない異世界人には難しく、団長は半分も理解できなかった。

　しかし、一つだけハッキリした事がある。

「……やはり、女神教は父上を見殺しにしたのか」

　ござる口調を忘れるほど、その声は恐ろしく冷え切っていた。

　治癒魔法の精せい度どを高めるために、遺体の解剖まで行っている女神教だ。組織のトップ達が長命な事から考えても、ガンの治療法を摑んでいるだろう。

　なのに、団長の父親やその他大勢のガンに苦しむ患者を見捨ててきた。

　おそらくは、ガンを克服して長寿を楽しむのは自分達だけでいいという、選民思想からくる独占欲によって。

「……許せぬ」

　団長は怒りのあまり顔を歪ゆがませるが、真一の驚いた表情を見て、すぐに普段のおどけた調子に戻った。

「それにしても、シンイチ殿はお若いのに博はく識しきでござるな。病気の件といい、ライブの演出といい、見るも聞くも初めての英知に溢あふれているでござるよ」

「まぁ、こう見えて十年以上も勉強してきた学者なんでね」

　正確にはただの学生だが、この世界における知識レベルから比較すれば、大賢者と称しようされてもおかしくない知識人なのは事実であった。

　迂う闊かつに地球の知識を喋りすぎたかと反省し、強引に誤魔化した真一に、団長は笑って頷いた。

「学者先生でござったか。ぜひとも家庭教師に招まねきたいくらいでござるよ」

「悪いが、今は大切な教え子がいるんでね」

　真一はそう言ってリノの方を窺う。

　丁度、治療の方が一段落して、そろそろライブを始めようという所であった。

「ややっ、これは見逃せんでござるよ！」

　団長は応援に向かおうと話を切り上げたが、最後に一つ言い残した。

「ともあれ、女神教の動向にはゆめゆめご注意くだされ」

「あぁ、気をつけるよ」

　青年団の元に駆け寄り、揃ってリノにエールを送る団長の姿を見送ってから、真一は再び瓦が礫れきと化したステージを眺めてほくそ笑む。

（聖女め、こんな真似をすれば人心を失って、より魔王様の退治が遠のくって事も分からないくらい苛いら立だってきたみたいだな……くくくっ、良い傾向だ）

　すまし顔の冷静な相手よりも、怒って感情的になっている相手の方が御ぎよしやすい。

　そう作戦の進展を喜ぶ真一は、一つだけ大きなミスを犯していた。

　リノの側に居てその善いい子さをよく知っているからこそ。無数の悪口をぶつけてきた自分よりも、彼女に憎しみを向ける者がいる可能性を、欠片かけらも考慮していなかったのだ。
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　次の日、鉱員達の手で作り直されたステージがまた壊されるような事件もなく、無事にライブは終了した。

　そしていつもの物販が開始される。

「今日はなんと、リノちゃんブロマイド・全三十種＋シークレット一枚の内、どれかが三枚入った袋です」

「つまり、コンプリートのためには最低でも十一袋を買えという事かっ!?」

「いやいや、ダブりを考えたら何十袋が必要か……」

「汚いでござるぞ！　鬼、悪魔、邪神っ！」

「おやおや、嫌なら別に買わずともよいのですよ、ただ……シークレットはリノちゃんのウエディングドレス姿なのですが」

「三十袋買うでござるっ！」

　日本式のえげつないランダム封入とレアアイテム商法で、真一は今日も今日とて青年団から根こそぎ金を奪い取る。

　ただ、上手すぎる集金商法による弊へい害がいも生まれ始めていた。

「このバカ息子が、売上金にまで手を出しおって！」

「離せ父さん、男には負けると分かっていても退ひけない時があるんだ！」

「貴方、こんな小さな女の子にお金を貢みついで、恋人の私とどっちが大切なのっ!?」

「ま、待ってくれ、恋人とアイドルは別腹って言うか……」

　リノにハマりすぎた青年達が、散財しすぎて家庭崩壊を引き起し始めたのだ。

「……シンイチ、ティグリス王国を滅ほろぼす気じゃないよね？」

「……すまん、ちょっとやりすぎたかもしれん」

　アリアンから白い目で見られて、流石の真一も少し反省する。

「金は十分稼いだし、街の人達に嫌われたら本末転倒だ。返金に応じるか」

　真一は揉もめている人達の仲裁に向かい、代わりにアリアンとセレスが売り子を務める。

　その間、リノは治療とライブの疲れもあったため、ステージの横で休んでいた。

　そこに、一人の女の子が駆け寄ってくる。

「リノちゃん、これ知らない人からお手紙」

　女の子はそう言って、丸めた羊皮紙を差し出してきた。

「知らない人ですか？」

「うん、リノちゃんに渡してって頼まれたの」

「誰でしょう？」

　リノが首を傾げている間に、女の子は手を振って走り去ってしまった。

　仕方がないので開いてみると、中には人界の文字が書かれていた。

　翻訳魔法をかけて読み上げ、リノは驚き目を剝むいた。

「これは大変ですっ！」

　──私の母が重い病気にかかっています。外に連れ出せないほど病状が悪いため、治療のために家まで来て頂けないでしょうか。この事が知られると抜け駆けだと周りから責められるので、お連れの方にも知らせず一人で来てください。

　そんな要望と共に、来て欲しい場所の地図が描かれていた。

　大人であれば即座に見抜ける稚拙な罠わなであり、子供でも何やら怪しいと訝しむ穴だらけの文面である。

　ただ彼女は魔王という絶対強者に愛し守られ、悪意というモノを知らずに育った、汚れないの純真な子供でありすぎた。

　だからリノは手紙の内容を信じ込んで、真一達に気づかれないよう地図に記された場所へと向かってしまう。

　そうして辿たどり着ついたのは、石造りの家が密集している区間であった。

　ただ、昼間の住宅街だというのに、まるで人払いでもされたように物音が聞こえない。

　しかし、リノはその異変に気づく事もなく、地図で指定された家の扉をノックした。

「すみません、お手紙を見て来たですよ」

　彼女の声に応えて、玄関扉がゆっくりと開く。

　誘いざなわれるまま薄暗い家の中に入った途端、バタンッと音を立てて扉が閉められた。

「ふぇっ!?」

　驚いて振り向くリノの体に数本の手が伸びてきて、たちまち手足を縛しばられてしまう。

　そうして身動きを封じられ、床に転がされた彼女の前に、闇やみの中から美しい少女が現れる。

「はじめまして、リノさん」

「貴方は、聖女さんですか？」

　少女・サンクティーヌと、その背後に控ひかえる神官戦士達の姿に、リノは戸と惑まどいながらも応える。

　まだ状況が分かっていないその反応に、聖女は口の端を吊り上げてにこやかに笑った。

「せっかく警告してあげましたのに、どうしてこの街から去らなかったのかしら」

「えっ、えっ？」

「舞台を壊したのは私達の脅おどしだと、分かっていたのでしょう」

「あ、あの……」

　笑顔なのに怖い雰囲気を放つサンクティーヌに、リノは少し怯えながらも告げる。

「病気のお母さんはどこですか？」

「……はい？」

「だから、リノに治して欲しいっていう、病気のお母さんです」

　真面目な顔で言い切るリノの姿に、神官戦士達は失笑した。

「お嬢ちゃん、あれは君をおびき寄せるための罠、全部噓うそだったんだよ」

「えっ、そうだったんですかっ!?」

　神官戦士の説明を聞いて、リノは心底驚いた顔をする。

　その後で、心から安あん堵どした笑みを浮かべた。

「じゃあ、病気のお母さんはいないんですね」

　無邪気に喜ぶその姿は、まさに天使の微笑みで──

「……聖女だ」

　若い神官戦士の呟いたその言葉が、サンクティーヌの理性を焼き切った。

　彼女は張り付いていた微笑みを般はん若にやのごとく豹ひよう変へんさせ、リノの上に飛び乗ると、その細い首を両手で絞め上げた。

「貴方は、どうして……っ！」

　その先は言葉にならなかった。

　どうしてこれほどリノが憎いのか、彼女にも分からなかったのである。

　いや、本当は分かっていたのに、目を逸らしていただけなのかもしれない。

「サンクティーヌ様、それ以上はっ！」

　聖女の鬼気迫る姿に呆ぼう然ぜんとしていた若い神官戦士が、慌てて彼女の肩に手を伸ばしてくる。

　それが目の端はしを掠かすめた瞬間、サンクティーヌは彼の手を避けるように、リノの上から飛とび退のいた。

「けほ、けほっ……」

　苦しそうに咳せき込こむリノを気まずそうに見下ろしながら、サンクティーヌは神官戦士達に問いかける。

「この者をどうすればいいと思いますか？」

「やはり、見せしめとして死し骸がいを城門に吊すべきかと」

「いや、蘇生できぬよう細切れにして犬に食わせるべきであろう」

　惨むごい仕打ちを平然と口にする同僚達に、若い神官戦士は顔色を変える。

「何もそこまでせずとも……」

「黙れ！　この者は魔族を倒すという我らの崇すう高こうな使命の邪魔をした、つまりは女神様の意に逆らう背教者だ。子供だろうと手加減は無用！」

「しかし、そのように惨い真似をすれば、ティグリス国民との間に埋めようのない亀き裂れつを生むのでは？」

「むむっ……」

　若い神官戦士の正論に、過激な同僚達は言い返せず黙り込む。

　そこに今まで黙っていた一人が提案した。

「では、顔を潰すというのはどうでしょうか？　醜みにくく潰れた顔を見れば、街の者達も幻滅して掌てのひらを返すでしょう」

「なるほど、それはいい！」

「怪我など魔法でいくらでも治せるのですし、悪戯いたずらのすぎた子供への罰ばつとして妥だ当とうでは？」

「十分に罪の重さを思い知ったところで、我らが怪我を治療してやれば、この者も女神様の慈悲深さを思い知るであろうしな。うむ、名案だ」

「…………」

　怖おぞ気けが走って言葉もでない若い神官戦士を余所に、他の者達は喜々として頷き合う。

　そして、暖だん炉ろの横にあった火かき棒を手にした。

「我が武器に聖なる炎を与えよ、『火炎付与フアイア・ウエポン』……サンクティーヌ様、どうぞこれを」

　魔法によって熱々と赤せき熱ねつした火かき棒を、サンクティーヌは細い指でしっかりと受け取り、床に転がる幼い少女を見下ろした。

「や……やです……」

　初めて向けられるドス黒い敵意に、リノは恐怖で震え上がっていた。

　魔法を唱えて抵抗する事すらできず、手足を縛られたまま必死に逃げようとする。

　だが、すぐに壁際まで追い詰められて、逃げ場を失ってしまう。

「どうして、こんな酷い事を、するですか……？」

「…………」

　大粒の涙を零こぼして見上げるリノに、サンクティーヌは何も答えない。

　ただ、彼女が──己から人々の崇すう拝はいを奪うばった、憎らしいほどに美しい少女が、自分だけを見つめている事に、不思議な興奮を覚えながら、ゆっくりと火かき棒を近づけていき──

「リノちゃん！」

　玄関扉を蹴け破やぶって、黒髪の少年──真一が飛び込んできた。

　彼はそのまま弾はじけるように走り寄り、リノに覆い被さってその身を守る。

　だが、リノの姿しか見ていなかったサンクティーヌの手は止まらず、そのまま真一の肩に焼けた火かき棒を押し当てた。

「があぁぁぁ───っ！」

　肉の焼け焦げる嫌な臭いと共に、真一の口から苦く悶もんの叫びが響き渡る。

「お兄さんっ!?」

「貴様、どうしてここに！」

　外の奴らは何をしているのだと、叫ぼうとした神官戦士達の前に、血だるまとなった見張り達が投げ込まれてくる。

　手て練だれの神官戦士六人をボロ雑ぞう巾きんに変えた犯人──褐色のメイドことセレスは玄関口で仁王立ちし、怒りに燃える黄おう金ごん色しよくの瞳で部屋の中を見回した。

「やってくれたものですね」

　呻うめく真一と泣きじゃくるリノの姿を捉とらえた瞬間、セレスは燃える瞳と正反対の冷え切った声で呪文を紡つむぎ出す。

「地の底を統すべる黒き竜よ、その吐息の一欠片を我に貸し与え、彼かの敵を塵ちり一ひとつ残らず滅ぼし──」

「それはダメッ！」

　明らかに危険な魔法を紡ごうとしたセレスの口を、背後から現れたアリアンが慌てて手で塞ふさぐ。

　そうしてもみ合う彼女達に向けて、聖女が攻撃魔法を唱えようとする気配を敏感に感じ取って、真一は激痛を堪えて叫んだ。

「分かった！　俺達はこの街から引き上げる、もうあんた達の邪魔はしない、だから勘かん弁べんしてくれ」

　そう言って、リノを庇かばったまま地面に額ひたいを擦すりつけて謝った。

「貴様、そんな安い謝罪で許されるとでも──」

「おい、やめろ！」

　仲間を血だるまにされて血気にはやる神官戦士を、比較的冷静な同僚が摑み止めた。

　玄関口に立つメイドも、それを抑えている少女も、全身から背筋が凍りつくほどの魔力を放っている。

　戦いになれば勇者のサンクティーヌはともかく、神官戦士達は蘇生不可能なほど殺し尽くされるのが目に見えていた。

「サ、サンクティーヌ様、こ奴もこう申しておりますし、ここは寛かん大だいなお心で許してやりましょう」

「…………」

　声を震わせながら提案する神官戦士に、サンクティーヌは無言で答えない。

　ただ、一度だけ泣いているリノの顔を見ると、手にした火かき棒を投げ捨てて、玄関に向かって歩き出す。

　セレスとアリアンが鋭い敵意の視線を送ってくるが、聖女は目も向けずに通り過ぎ、瀕ひん死しの仲間を抱えた神官戦士達と共に去っていった。

　その足音が遠ざるのと共に真一は顔を上げて、泣きはらしたリノの小さな体を改めて抱きしめた。

「ごめんな、リノちゃん。俺のせいでこんな怖い思いをさせて」

「シンイチお兄さんのせいじゃ……それより、お兄さんの肩が！」

　こんな時まで他人の身を案じるリノを見て、真一は泣きたいような気持ちになりながら彼女の拘こう束そくを解ほどいた。

　その間にセレスが治癒魔法をかけて、真一の火傷やけどを綺麗に治していく。

「今の、魔王様は？」

「気づいておられません。ライブの終了後は日課の鍛たん錬れんを行っていたようです」

「そうか……」

　とりあえず最悪の事態は防げたと、真一は心底安堵する。

　今の光景を魔王に見られていたら、聖女達どころかティグリス王国が丸ごと消滅していただろう。

「本当に、間に合って良かった」

　リノがステージの側を離れた時、真一達の目には留まらなかったが、ファンの子供達が気づいたのである。

　どうしたのかと疑問に思った彼らはそっとリノの後をつけ、この家に入る所を見てこれは怪しいと思い、慌てて引き返したのだ。

　その頃には真一達もリノの不在に気づいており、探していた所に子供達がやってきて、話を聞いてセレスの『飛翔フライ』で文字通り飛んで駆けつけたのだった。

「どこが間に合ったのですか？　リノ様を泣かせただけで、百万回殺しても許されません」

「僕も今回ばかりは許せないよ！」

　セレスが危険なほど激げつ昂こうしていたから抑えていただけで、アリアンとて本気で怒っていたのだ。

　眉まゆを吊り上げる二人の少女に、真一は自嘲的な笑みを返す。

「……やっぱり、可愛い女の子が相手だからさ、あまり酷い事はしたくないって思ってたんだよ」

　真一はフェミニストというわけではないが、女の子に乱暴をする趣味もない。

　だから、できれば穏おん便びんに済ませたかったのである。

「けど、超可愛いリノちゃんを泣かせるような奴に、かけてやる慈悲はない」

　低い声で呟きながら、懐ふところにしまっていた笑顔のお面を被かぶる。

　女神教には女神教の正義があり、その全てを否定する気は毛頭もない。

　だが、魔族を倒すためだからと、人々の生活も考えずに魔力を集めたり、治療費を増額して圧力をかけたり、子供の顔を焼いて心に消えぬ傷をつけようなど、決して許されぬクズ行為であった。

「見せてやろうじゃないか、クズにはクズらしい生き地獄を」

　リノ達に見えないよう隠した面の下で、真一は鬼のごとき憤ふん怒どの表情を浮かべていた。
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　夜の帳とばりが降りたティグリスの路ろ地じ裏うらで、一人の青年が人相の悪い三人の男に囲まれていた。

「兄ちゃん、大人しく懐ふところの物を置いていきな」

「死んで墓はかに埋うめられたくはねえだろ？」

「くっ……！」

　ナイフの刃先を向けられて、青年は悔くやしそうに銀貨の詰まった財さい布ふを差し出す。

　これが数日前までならば、彼は刺されるのも覚悟で抵抗したであろう。

　大おお怪け我がを負っても、そして殺されたとしても魔法で治せるのだから、必死に暴れて逃げたり人を呼んで、財布とプライドを守る方が大切だからである。

　治療費は後日、衛兵が捕つかまえた犯人に払わせればいいし、仮に捕まえられなかったとしても、犯罪者と勇ゆう敢かんに戦ったと知れば隣近所や仕事先の仲間が蘇生代金を集めてくれるからだ。

　しかし、女神教の神殿が蘇生禁止を始め、街外れで無む償しようの治療を行っていた心優しい少女も四日ほど前に姿を消してしまった。

　死んだら終わりという恐怖に、青年も勝てなかったのである。

「へっ、懸けん命めいな判断だなっと！」

　男の一人が財布を受け取りざま、青年の鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりをかます。

「ごはっ……！」

「けけけっ、これに懲こりたら夜遊びは控ひかえるんだな！」

　うずくまる青年をさらに蹴りまくり、動けなくなったのを見て男三人はその場を後にした。

「ひひひっ、最近は仕事がやりやすくて助かるぜ」

「これも女神様のお陰かげだな」

　奪うばった財布の中身を数えながら、男達は喜色に満ちた笑みを浮かべる。

　彼らのような一目で犯罪者と分かる者達にとって、女神教の神殿は本来、牢ろう屋やと同じくらい忌き避ひすべき場所であった。

　下手に怪我の治療になど行けば、『読心術マインド・リーデイング』や『噓看破ライア・デイテクター』をかけられて犯罪歴を暴あばかれて、逮捕される危険性があったからだ。

　しかし、その神殿が蘇生を禁止した事で、今のように恐きよう喝かつが容易たやすく成功するようになるとは、女神エレゾニアさえ考えつかなかっただろう。

　いけ好すかない女神やその信徒まで出し抜いたようでいい気分になり、奪った金で娼しよう館かんにでも行こうとしていた時であった。

　狭せまい路地から白い女の腕がニュルッと伸びて、こちらを手招きしてきたのである。

「ひっ!?」

　まさか幽霊かと男達は小さな悲鳴を上げるが、よく見れば違った。

　真っ白い清せい楚そな神官服と、月光を浴あびて金色に輝く色素の薄い髪。

　柔にゆう和わな笑みを浮かべる美しいその顔は、少し前から神殿の主あるじとなった、聖女と呼ばれる少女であった。

「ちっ、どこから嗅かぎつけやがった！」

　先程の恐喝暴行がもうバレたのかと、男達は慌ててナイフを構える。

　だが、少女は攻撃魔法を唱となえるどころか、ゾクッと身み震ぶるいが走る蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべて、神官服の裾すそを持ち上げた。

「私と遊ばない？」

「──っ!?」

　現れた白く細い、だが適度に脂肪のついた柔らかそうな太ももに、男達は思わず唾つばを飲み込んだ。

「へ、へへっ、聖女様が治癒魔法だけじゃなく、そっちも売っているとは知らなかったぜ」

　一般人では、まして裏街道を歩く彼らでは決して触ふれる事が許されなかった、清楚で可か憐れんな聖女を抱ける。

　その事実に男達は異様なほど興奮して、誘いざなわれるまま路地の暗がりへと消えていった。そして──

「「「アァァァ───ッ！」」」

　男達の悲痛な叫びが、暗い夜の闇に響き渡った。
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　邪魔者がいなくなって数日が経たっても、女神教の神殿は閑かん古こ鳥どりが鳴いていた。

　命に関わるほどの重傷者は運ばれてくるものの、高い治療費を払えぬため軽傷者や病人は来なくなり、熱心な信者の何割かも足が遠ざかる始末。

　そして、ティグリス国王からの返事もまだ返ってこなかった。

「遅い、いつまで待たせる気だ！」

「死者の蘇生を禁じられたのだぞ。不安で夜も眠れぬであろうに……」

　納得いかぬと呟つぶやき合う神官戦士達は、己おのれの失しつ策さくに気づいていなかった。

　確かに、死んでも蘇られるという安心感を奪われた事は、街の人々に大きな不安の影を落としている。

　だからといって、今更大人しく女神教に屈くつ服ぷくしようと思えなくなるほど、あまりにも敵意を買いすぎていた事に。

　自分達を虐しいたげ、リノちゃんを追い出した女神教に屈くつするくらいなら、墓に埋められた方がマシだ──と徹底抗戦を訴えるファンが思いのほか多かったのである。

　それに、蘇生禁止が徹底されていなかったという理由もあった。

「くそっ、また逃げられた」

　額ひたいや手足に軽い怪我を負った神官戦士達が、悪あく態たいを吐つきながら神殿に戻ってきた。

「逃げられたって、死体運びにか？」

「あぁ、馬車の荷台に隠しているのを見つけたんだが……取り押さえようとしたら周りの奴らが石を投げてきて、その間に逃げられてしまった」

　うんざりとした顔をする同僚に、神官戦士達は同情しながら治癒魔法をかけた。

　蘇生禁止はあくまでティグリス王国の神殿に限った話である。

　だから、腐る前に少し離れた町の神殿まで遺体を運べば、蘇生魔法を受ける事が可能だったのだ。

　もちろん、クランクルム枢すう機き卿きようが近隣の神殿にも手紙を回し、ティグリス王国の民を蘇生させるなと命令を出してはいた。

　しかし、何十人も神官を抱えた大都市と違い、司教が一人で切り盛りするような町の神殿では、慢まん性せい的てきな資金不足や住人との深いつきあいから、蘇生依頼を無む下げに断れない。

　それに、小さな町に派は遣けんされた司教の多くが、出世街道から蹴け落おとされた落らく伍ご者しやである。

　大神殿で栄えい華がを極きわめた枢機卿には思うところがあり、素直に命令を聞いてやる気持ちはなかったのだ。

　このような世間の機き微びを、大神殿という小さな世界で育った神官戦士達は、まるで分かっていなかったのである。

「そもそも、魔族討とう伐ばつのついでにティグリス王国を屈服させようという、クランクルム卿の策が失敗だったのではないか？」

「最初から礼を尽つくして協力を求めていれば、このような事には……」

「貴様ら、不ふ敬けいだぞっ！」

　弱気な発言を漏もらす若い神官戦士達を、年長の神官戦士が叱しかりつける。

　黙だまってそれを見ていたサンクティーヌは、不毛なやり取りに飽あき飽あきしたという様子で、出入り口の扉に手をかけた。

「出かけてまいりますわ」

　慌あわてて四人の神官戦士が護衛につきながら、彼女は街の大通りを歩いていく。

　その姿に刺さる人々の視線は、針はりよりも鋭するどく固かった。

「あいつのせいで、リノちゃんが……」

「それに聞いた、あの噂うわさ？」

「あぁ、すました顔してとんでもない変態じゃないか」

　あちこちから囁ささやかれる悪口に、神官戦士達は不快そうに顔をしかめるが、聖女の笑顔は張り付いたように動じなかった。

　噂をしていた主婦達にサンクティーヌが笑いかけると、バツが悪そうな顔をしてそそくさと逃げてく。

　こちらを見ていた屈強な男と目を合わせると、何故か頰ほおを赤らめながら尻を押さえて、内うち股またで逃げていった。

（選ばれなかった凡ぼん人じん風情が、うるさいですわね）

　笑顔に隠されたサンクティーヌの内心に浮かぶのは、才能も美び貌ぼうも信仰心もない凡ぼん夫ぷ達に対する、無関心という最上の侮ぶ蔑べつ。

　強い魔力を持った選ばれし勇者にして聖女。そんな自分に対して凡夫がするべき事は、跪ひざまずいてあがめ奉たてまつる事しかない。

　まるで女神エレゾニア様と同じように讃たたえられる愉ゆ悦えつ感かん。そのために彼女は聖女らしく振ふる舞まってきたのだ。

　花を毟むしらず、可哀想な小熊を殺し、赤い綺き麗れいなドレスも捨て去って、人々が望む通りの綺麗で純粋で、平等に笑顔を振りまく聖女になったのに──

「……イライラしますわね」

　周囲を囲む神官戦士達に聞こえぬよう、サンクティーヌは口の中で呟く。

　今までは全て上手くいっていたのだ。院長の言う通り、聖典に書かれた通り、クランクルムの命じる通りにしていれば、誰もが褒ほめ称たたえ敬うやまってきたのに、どうしてこの街では上手くいかないのか。

「……あの子のせいですわ」

　自分の世間知らずや方針の失敗などは欠片かけらも疑わず、サンクティーヌは脳裏に刻きざみついた少女を憎む。

　黒く長い艶つややかな髪。ルビーよりも深く赤い優しい瞳ひとみ。白く小さな手で血や病も恐れず大勢を癒いやし、気色の悪い男達にも満面の笑みを返して、カナリアのように愛らしい声を響ひびかせて──

　そんな事を考えていたからだろう、足は自然と街外れに向かっていた。

　だが、もうその場に憎い少女が居るはずもない。

　城壁の補強工事でもあるのか、ローブを目深に被った測そく量りよう技ぎ師しらしき人物が地面に何か描いており、その横では若い吟ぎん遊ゆう詩し人じんが子供達を前にリュートを奏かなでていた。

「哀あわれ、悪しき魔女の手によって、心優しき乙女おとめ・リノは捕とらえられてしまったのです」

「負けるな、リノちゃん！」

「リノちゃん、がんばれー」

　子供達は興奮して声援を送るが、その歌は明らかにリノ誘ゆう拐かいの件を揶や揄ゆし、サンクティーヌ達を非難するものであった。

「貴様、我らを侮ぶ辱じよくしているのかっ！」

　怒った神官戦士が走り寄ってきたのを見て、子供達は慌て逃げ出す。

「悪の教団だ、捕まったら丸焼きにされるぞ！」

「お前らなんか勇者様に退治されちゃえ！」

「貴様ら、言うに事かいて……っ！」

　悪口を言い放って逃げる子供達を、神官戦士が顔を真まっ赤かにして追おうとする。

　それを遮さえぎるように、吟遊詩人が立ち塞ふさがって不満の声をぶつけてきた。

「おいおい、上客を潰つぶしてくれただけでは飽あき足たらず、子供達へのサービスまで邪魔をするのかい？」

　シンイチ達は金払いが良いだけでなく、新しい音楽のインスピレーションをくれる最高の客だったのにと、彼は心底残念そうな顔をする。

　しかし、元から吟遊詩人などという浮うわついた仕事が嫌いな神官戦士は、より顔を赤くして怒鳴り散らした。

「黙れ、下らん芸を見せて金をせびる物もの乞ごい風情が、我ら女神様の信徒に楯たて突つこうとは、どうなるか分かっているのか！」

「……へー、俺達を物乞い呼ばわりか」

　営業用の笑顔が凍りつき、吟遊詩人の目が鋭く尖とがる。

「女神を讃えろと押しつけてくる神殿のやり口には、ほとほと愛あい想そが尽つきていたが……俺達を侮辱したらどうなるのか、覚えてやがれよ」

　吟遊詩人はそう言い残すと、こんな不愉快な所にもう用はないとばかりに、街の外に向かって歩き出した。

「ふんっ、物乞いらしい貧相な捨て台詞だ」

　神官戦士はそう鼻を鳴らして笑ったが、話を聞いていたローブ姿の測量技師らしき人物は、顔を青くして彼らの冥めい福ふくを祈っていた。

　テレビもラジオも、ましてネットなど存在しないこの世界において、余よ所その国や街の情報をもたらしてくれるのは、商人と吟遊詩人だけである。

　生まれた国から一歩も出ずに天寿を全うする事さえ珍めずらしくない人々に、軽快な歌声で見た事もない異国の街並みや風景、心躍る英雄の活躍や、胸を打つお姫様のロマンスを語る。

　吟遊詩人とは語かたり部べやアイドルであると共に、世界の情報をもたらすジャーナリストなのだ。

　そして、自分の芸一つで食っていく厳きびしい職業のため、吟遊詩人達の横の結束はとても強く、流行はやりの歌や噂を積極的に交換している。

　つまり、神官戦士はその不用心な発言によって、この世界を牛ぎゆう耳じるマスコミを敵に回したのだ。

　吟遊詩人に自分や親友の悪評を広めると脅おどされて、魔ま槍そうを奪われて非ひ業ごうの最期を遂とげた英雄の話もあるほど、歌の力と恐ろしさを伝える逸いつ話わは多いのだが、黒髪の少年ならともかく、神官戦士達はそれを知るよしもない。

「サンクティーヌ様、このような所にいても不快なだけです、神殿に戻りましょう」

「それより、いつまでも返答を寄よ越こさない国王を問い詰めてはいかがですか？」

「……分かりましたわ」

　サンクティーヌは生返事をして、言われた通り王城へと向かう。

　だが応接間でいつもの大臣から返ってきたのは、相変わらずの保留であった。

「申し訳ありませんが、陛下は聖女様にお会いできる状態ではなく、我々の一存でお返事をするわけには……」

　また生来の病気を盾にした引き延ばしだが、大臣の顔には噓うそつき特有のふてぶてしさがなく、まるで国王の行方ゆくえが知れないとでもいうような動どう揺ようが浮かんでいた。

「貴様、何を隠している！」

「隠すなど滅めつ相そうもない、私は──」

　神官戦士が大臣を問い詰める光景を前に、サンクティーヌはつまらなそうな顔をして立ち上がる。

「帰りますわ」

「サンクティーヌ様、しかし……」

　渋しぶる神官戦士達に返事もせず、サンクティーヌは応接間から出ていった。

　聖女に相応しい功績になると、あれほど強い使命感を抱いていた魔王の討伐も、今や全てが虚むなしい。

　やる気を失った空虚な彼女の姿に、後を追う神官戦士達の顔が曇くもる。

「最近のご様子はおかしい。いったい何があったのだ？」

「もしや、街の噂が本当なのでは……」

「まさかっ!?　いや、しかし、それなら合が点てんのいく所も……」

　彼らの声はサンクティーヌの耳に届いていたが、聞こえてはいなかった。

　彼女の心を占しめていたのは、排除に成功したはずである敵の顔。

「……憎たらしいですわ」

　リノの笑顔がどうしてこれほど胸を波立たせるのか分からず、サンクティーヌは慣れた微笑みを浮かべる事さえも忘れて、歯をギシッと嚙かみ鳴らした。
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　日が暮れ、サンクティーヌがベッドに入って休もうとしていた時、急に部屋の扉がノックされた。

「何のご用ですの」

　扉を開けると中年の神官戦士が立っていた。

　彼は妙に緩ゆるい笑みを浮かべながら、断りもなくずかずかと部屋の中に入ってくる。

「サンクティーヌ様がお体を持て余あましていると聞きまして、僭せん越えつながらお相手をしに参りました」

「……何のお話ですの？」

「今更お隠しにならずとも、お噂は聞きき及およんでおりますよ」

　神官戦士のいやらしい笑みを見て、サンクティーヌは「あぁ、またか」と心の中で溜ため息いきを吐つく。

　聖女らしく清い体を貫つらぬいている彼女だが、その美貌と女性らしい肢し体たいに魅了された男達と嫉しつ妬とした女達が、根も葉もない醜しゆう聞ぶんを囁いているのは知っていた。

　曰いわく「聖女はクランクルム枢機卿の情じよう婦ふである」と。

　馬鹿馬鹿しい話である。既に七十歳を超えるクランクルムがいまだに女を連れ込んでいる事は、同じ屋敷に住んでいるから嫌でも知っている。だがサンクティーヌは彼にとって大切な広告塔なのだから、お気に入りの絵画を見る目を送る事はあっても、男女の視線を送ってきた事は一度もない。

　そして、仮にクランクルムが自分の体を求めてきたとしたら、相手が養父であり枢機卿であろうとも、サンクティーヌは持てる限り最大の魔法で撃退しただろう。

　何な故ぜなら、彼女は男に抱だかれるどころか手を触れられる事さえ、鳥肌が立つほど嫌けん悪おしていたからだ。

（やっぱり、男なんて体目当てのクズばかりですわ）

　自分を押し倒して犯おかそうとした、あの勇者の少年と同じだ。

　街の男達も女神教の神官達も、彼女の豊かな胸や張りのある尻しりしか見ていない。

　どんなに隠そうとしたって、下心のこもった視線など女にはお見通しなのだ。

　そう心の中で唾だ棄きしながらも、どう聖女らしく振る舞いながら追い返そうか、思案していた時であった。

「さあ、サンクティーヌ様、溜たまった欲望を私で発散してください！」

　男はいきなり叫びながらズボンを下ろしたかと思うと、壁に両手をついて汚らしい尻をこちらに突き出してきたのだ。

「……何をしていますの？」

　あまりにも予想を超えた奇行に、サンクティーヌはただ呆然とその意味を問う。

　しかし、返ってきたのは欠片かけらほど残った彼女の自制心を焼きつくすほど、途方もなく愚おろかで意味不明の叫びであった。

「ですから、サンクティーヌ様の聖☆剣を私の鞘さやにお納おさめください！　いやー、貴方あなたが豊胸手術を行った美少年だったと気づかぬとは、一生の不覚ですな」

　存在自体が不覚な神官戦士に、サンクティーヌが伝えるべき言葉は一つしかない。

「……『衝撃破フオース』」

　透明なエネルギーのハンマーが、神官戦士の突き出された尻に叩き込まれ、そのまま壁ごと吹き飛ばした。

「ごはっ……！」

「何事だっ!?」

　部屋の壁が崩壊した轟ごう音おんを聞きつけて、他の神官戦士達が集まってくる。

　彼らは瓦が礫れきに埋まった仲間の姿と、攻撃魔法を放った姿勢で固まっている聖女の姿を見て、驚きよう愕がくと困惑を浮かべた。

「これは、サンクティーヌ様がやったのですか？」

「どうしてこんな……まさか、あの噂を揉もみ消けそうとしてっ!?」

「だからといって、仲間にこのような仕打ちをせずとも……」

　いったいどんな誤解をしているのか、非難の視線を向けてくる神官戦士達に、サンクティーヌは事情を説明する気力すら湧わいてこなかった。

「……もげろ」

　忌いま々いましげに吐き捨てると、窓を開けて外へと飛び出した。

「サンクティーヌ様っ!?」

　神官戦士達の引き留める声など無視して、夜の街中に走り去る。

　いったいどんな噂を聞いて、神官戦士はあんな愚かしい真似を犯し、他の者達も勝手に納得したのか。

　分からない。分からなかった。

　そして、サンクティーヌには何よりも分からぬ事が一つあった。

「……名前、何でしたかしら」

　自分の部屋に来たいやらしい顔をした神官戦士も、それを助け起こした他の神官戦士達の名前も、彼女は全く覚えていなかったのである。

　大神殿を出る前に紹介された記憶はあるが、それ以降は一度も呼んだ事すらない。

　どうせ仕事だけの関係であるし、人の胸や尻ばかり見ている下劣な男達の名前など、頭の片隅にすら置いておきたくなかったのだ。

　そんな名前すら覚えていない薄情な関係では、くだらぬ噂に振り回されるのも無理はない。

　そう気づいたサンクティーヌの脚あしは、自然と通い慣れた街外れへの道を進んでいく。

　だが、その途中にある狭せまく人ひと気けのない小道で、一つの影が彼女の前に立ち塞がった。

　真っ黒い髪とマントが闇に溶け込んで、不気味な笑みを描いた白い仮面だけが、宙に浮いているように見える怪人。

　それはサンクティーヌの前でゆっくりと仮面を外し、より不気味な笑みを月光の下に晒さらした。

「こんばんは、聖女様。呼びに行く手間が省はぶけたよ」

　黒髪の少年はそう言って、彼女をおびき出す目的で用意していたらしい手紙を握にぎり潰つぶした。

「しかし、今夜は災難だったな、くくくっ」

　どこからか『透視クレヤボヤンス』などの魔法であの醜しゆう態たいを監視していたのだろう、黒髪の少年は心底愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らす。

　サンクティーヌは苛立って思わず攻撃魔法を唱えようとするが、それを予想していたように、黒髪の少年は横の路地を指さした。

「どんな噂か気になっているんだろ？　そこに火の元があるから見るといい」

「…………」

　上から見下ろす口調が気に入らなかったが、サンクティーヌは無言で彼の横まで進んで指さされた路地を見る。

　そこには、いかにも柄ガラの悪そうな男が尻を丸出しにして、恍こう惚こつの表情で倒れていた。

　醜悪な光景に細まったサンクティーヌの目が、すぐに驚きで見開かれる。

　男の側で頰を上気させ、額の汗を拭っているもう一人の人物。

　それは薄い金色の髪に翡ひ翠すい色いろの瞳をした美しい少女──サンクティーヌだったのである。

　大きな胸もしなやかな四肢も全く同じ。だが、一つだけ違う点があった。

　股こ間かんに醜い男の象徴がでかでかと屹きつ立りつしていたのである。

「…………」

　サンクティーヌはあまりの醜悪さに声を失ってしまったが、すぐに正気を取り戻して呟いた。

「『解呪デイスペル』」

　自分の偽ニセ物モノにかけられていた『幻影イリユージヨン』魔法が解けて、真の姿が現れた。

　真っ白い肌に薄うす紅べに色いろの髪、細く艶なまめかしい四肢。

　だが、股間の醜悪な物だけは変わらず、男である事を強く主張している。

　そして、背中に生えたコウモリの羽と、尻から伸びる黒く長い尻尾が、人間ではない存在──男淫魔インキユバスだと告げていた。

「きゃっ、女の人に裸を見られるなんて、恥ずかしい……っ！」

「犯罪者まがいのゴロツキを三十人以上も掘った紳しん士し暴行犯が、今更何を言ってるんだ？」

「最終的に気持ちよくしたから和わ姦かんですっ！」

「男×男の案件じゃなかったら、刺さされて当然の暴言だぞ？」

　男同士でも普通に犯罪だが──と黒髪の少年がさらにツッコミを入れていたが、サンクティーヌはそんな漫まん才ざいに興味はない。

　女を誘惑するはずの男淫魔が、どうして同性を襲っていたのかも関係なかった。

「魔王の手下でしたのね」

「その通り。とっくに勘かんづかれているかと思ったがな」

　黒髪の少年は男淫魔に去るよう手で促しながら、親切に自分達の目もく論ろ見みを明かした。

「魔王様の身を守るため、魔導体への魔力注入を妨害するのが俺の役目だった。そして、もう目的は達成された」

　サンクティーヌと神官戦士がライブのステージを壊し、あろうことかリノを誘い出して暴行を加えようとし、そのせいで彼女が姿を消してしまった事は、既に街中の人々に知れ渡っている。

　そこに追撃として、女装趣味で男好きという変態の男淫魔を使い、「聖女が実は男で、しかも夜な夜な同性を襲っている強ごう姦かん魔まだ」という醜聞を広めた。

「実は猟奇殺人鬼という方が、蘇生禁止も相まってインパクトはあったんだがな」

　罪もない街の人々を殺すのは流石さすがに気が咎とがめるため、被害に遭ってもあまり可哀想ではないゴロツキの男達に犠牲となって貰もらったのだという。

「ちなみに、女淫魔サキユバスに絞しぼり取とって貰うという正攻法は、男連中の支持率がむしろ上がりそうなので止やめておいた。そっちの方が良かったかな？」

「…………」

　下劣な問いにサンクティーヌは答えず、ただ冷たく睨み返す。

　しかし、黒髪の少年は全く怯まず、口の端を吊り上げて笑った。

「どちらにせよ、あんたの評判は地に落ちて、もはや誰も協力などしない」

　仮に国王がお触れを出したとしても人々は従したがわず、『マッテラルの涙』が満ちるほどの魔力は集まらないだろう。

「大神殿に協力を頼めば──」

「応援が駆けつけるのと、魔王様がその大神殿とやらを灰にするの、はたしてどちらが早いかな？」

　それが少年のブラフかどうか、サンクティーヌには分かるはずもない。

「どちらにせよ関係ないがな。あんたはここで終わるんだから」

　少年の黒い瞳により暗い炎が灯ともっても、サンクティーヌは恐ろしいと思わなかった。

　彼からは少し魔力を感じるものの、自分と比べると百分の一もあるかどうか。

　ネズミが吠ほえて怯おびえる熊はいない。

　だが、ネズミの体に宿った黒死病ペストは、巨大熊さえ蝕むしばみ殺すのだ。

「ここ数日の観察でようやく確信したんたが──あんたは聖女じゃない」

　攻撃魔法を放とうと上げかけていたサンクティーヌの手が、痙けい攣れんするように止まった。

「……今、何と？」

「リノちゃんがさ、こんな事を言うんだわ」

　彼女の問いも無視して、黒髪の少年は憎い少女の事を語り出す。

「アービャンお婆ばあちゃんはまた転んでないかな、バティオ君は風か邪ぜがぶり返してないかな、カルボネさん達の鉱山で落らく盤ばんが起きてないかな、とか色々とさ」

　自分が治療した人々が元気にしているのかと、あの優しい少女は今も心を砕いているのだ。

「あんた、自分が治した奴の顔と名前、覚えているか？」

「…………」

　サンクティーヌの答えは無言という名の肯定。

　同僚である神官戦士の名前すら覚えていない者が、毎日何十人と訪れる患者の名前など覚えているはずもない。

「まぁ、医者の仕事は患者を治す事だし、それを薄情と責めるのは酷こくだろうよ」

　──だが、聖女としては失格だ。

　黒髪の少年はそう呟きながら、男淫魔に襲われて倒れたままの男を指さす。

「それに被害者の心配もせず、むしろ軽けい蔑べつの視線を向けるというのもな」

　リノであれば真っ先に駆け寄って、男に手当をしただろう。

　だが、サンクティーヌはそれをしなかった。

　聖女だから誰でも分わけ隔へだてなく治癒魔法をかけていただけで、汚らわしい男の身を心配する気持ちなど、爪の先ほども持ち合わせてはいなかったから。

　彼女は結局、『聖女とくべつ』でいたかったから、聖女らしく振る舞っていただけにすぎない。

　リノのように純粋な献けん身しんも、分け隔てない愛情もない、中身が空からっぽの小綺麗な器うつわだけ。だから──

「お前は聖女じゃない」

　聖女となるために生まれ育てられ、そのためだけに生きてきた自分の人生を、全て否定する言葉。

　だからこそ、サンクティーヌは初めて黒髪の少年を──真しん一いちをその目で見た。

「『火炎球フアイア・ボール』ッ！」

　激情と共に放たれた攻撃魔法は、それ故ゆえに軌道を読まれて容易く避けられてしまう。

「くくくっ、図星を指されて怒ったか、エセ聖女っ！」

　小道の奥で破は裂れつする爆風を背に、真一は複雑な路地の中へと逃げていく。

「私を偽物と呼ぶなっ！」

　もはや聖女らしい澄ました言葉遣いも、穏おだやかな笑みも忘れて、サンクティーヌは憤ふん怒どの形ぎよう相そうで真一の後を追いかける。

「『火炎球』ッ！」

　逃げる背中に向かって再び攻撃魔法を放つ。

　だが、真一は背中に目でも生えているように、振り向きもせず横道に跳んで避けた。

「くっ……我が敵を追い貫け、『誘導光弾ホーミング・アロー』ッ！」

　続けて放った光の矢は、再びタイミング良く横道に跳んだ真一を追って自動的に曲がる。

「やりましたわ！」

　サンクティーヌは勝利を確信して横道を覗き込むが、目に映ったのは怪我一つなく逃げ続ける真一の背中であった。

「誰がっ!?」

　真一の少ない魔力では彼女の攻撃魔法を防げるわけがない。だから近くに協力者がいるはず。

　サンクティーヌはそう思って辺りを見回すが、隠れている第三者の姿は見当たらなかった。

　彼女がもう少し冷静であれば、魔力の残ざん滓しを読み取って、上空からこちらを監視している黒エルフのメイドに気づけただろう。

　メイドが『念話テレパシー』で真一に回避のタイミングを教え、防御魔法で守っていたのだと悟さとり、そちらを先に倒そうと作戦を変えただろう。しかし──

「どうしたエセ聖女、偽物らしくビビったか？」

「お前はぁぁぁ───っ！」

　真一への殺意で満たされた今のサンクティーヌに、冷静な判断などできるはずもなかった。

　誘導されているとも知らずに彼を追い続け、気がつけば街外れのステージ跡あとに辿たどり着つく。

「はぁはぁ……これまでですわ」

　体力のないサンクティーヌは息を切らせながらも、ようやく真一を殺せるとほくそ笑む。

（邪魔が入ろうと、ここなら『聖光奔流ホーリー・トレント』で……）

　魔王でもない限り避けようも防ぎようもない最大最強の魔法で、真一を周囲一帯ごと塵ちりも残さず消滅させる。

　その判断は戦術的に正しかったが、前提からして失敗していた。

　彼女が敵に回した真一という少年は、屈強な戦士でも偉大な魔法使いでもなく、ちょっと頭の回転が良いだけの参謀にすぎない。

　だからこそ、彼が目の前に姿を現したのなら、それは勝てるだけの『場』が既に完成しているという事なのだから。

「『着火フアイア』」

　サンクティーヌが呪文を唱えるよりも早く、真一が右手でスイッチを押す仕草と共に呟いた。

　途端、彼女の周囲で小さな爆発がいくつも起きて、強い刺激臭のする煙が辺りを包み込む。

「げほっげほっ……こんな、小こ細ざい工くで……っ！」

　唐とう辛がら子しの粉でも浴びせられたように、目や鼻、口の粘ねん膜まくに激痛が走って涙を流しながらも、サンクティーヌは目蓋を閉じて魔力を高めていった。

　彼女ほどの手て練だれとなれば、無詠唱でも簡単な魔法くらいは発動できる。

（『疾風ウインド』、そして『治癒ヒーリング』）

　刺激臭の煙を突風で吹き飛ばし、続けて目鼻を癒やす。

　しかし、サンクティーヌが目蓋を開けた時、目の前から真一の姿は消えていた。そして──

「あと三歩前だ」

　という声と共に、背中を強く突き飛ばされた。

「きゃっ」

　サンクティーヌが小さな悲鳴と共に倒れ込んだ場所。

　そこが昼間、測量技師に変装した真一が何やら計はかっていた位置だと気づいていれば、彼女の運命は変わったのかもしれない。

「『解除アンロツク』」

　サンクティーヌが立ち上がるよりも早く、真一が魔法を唱えて、丁てい寧ねいに偽装されていた地獄への門──落とし穴の蓋が開いた。

　足場を失って落下する浮遊感、そして一秒後に訪れた穴底との激突。

「あっ……がぁ……っ！」

　痛みと混乱のあまり息を詰まらせながらも、サンクティーヌは必死に立って上を仰あおぎ見た。

　直径三ｍ、深さ五ｍほどと、思ったよりも大きくない縦穴。

　おそらく『穴掘りトンネル』の魔法によって空けられた、その綺麗な穴の出口付近には、窓のような木の板が四方に設もうけられていた。

　それが何か思いつく前に、再び地上から低い声が鳴り響いてくる。

「『解除』」

　木の板が開き、その奥に詰め込まれていた物が雪崩なだれのように、サンクティーヌの頭上に降り注ぐ。

　月光を受けて虹にじ色いろに輝く結晶は、その美しさに反して『岩ヒル』と闇妖精ドヴエルグ達に忌いみ嫌きらわれている物質。

　魔導体──『マッテラルの涙』に比べれば遙はるかに小さい、だが総量では劣おとらぬ結晶粒が、服の合間からサンクティーヌの肌に流れ込み、魔力を吸い上げていく。

「あっ、あぁぁぁ───っ！」

　彼女が『聖女とくべつ』である証が、男だろうと魔物だろうと恐れずにいられた力の証が、次々と全身から奪うばわれていく。

　必死に暴れて逃げようとしても、埋もれて窒ちつ息そくするほどの結晶粒を前にしては、白い肌が傷ついて赤く染まるだけであった。

「やめて……私を、奪わな……」

　魔力を全て奪われた虚きよ脱だつ感かんで指一本動かせなくなり、このまま魔導体に埋もれて窒息死するのかと覚悟するサンクティーヌの前に、穴の上から一本のロープが降ってくる。

　それは稚ち拙せつだが『拘束バインド』の魔法がかけられていたようで、独りでに動いて彼女の体に巻きつくと、ゆっくりと持ち上げ穴の外へと引きずり出した。

「はっ……げほっ……」

　サンクティーヌは起き上がる力もなく仰向けに寝転がりながら、口の中に入った魔導体の粒を必死に吐き出す。

　その無様な姿を見下ろすように、真一が彼女の横に立った。

「頼みの魔力がなくなれば、聖女様もただのか弱い小娘だな」

　その下げ卑びた物言いに、サンクティーヌは最後の矜きよう持じを振り絞る。

「犯したいのなら……好きにすれば、いいですわ……」

　どうせ男の考える事なんて、それしかないのだ。

　体が汚されたとて心までは屈服するものかと、サンクティーヌは必死に睨み返す。

　だが、そう言われるのを予期していたように、真一は否定の笑みを浮かべながら、彼女の頭を摑み上げて告げた。

「お前は豚ぶたのエサだ」

「……はぁ？」

「お前のような性格ブスは、豚のエサがお似合いだ」

「な、何を、言って……」

[image: ]

　分からなかった。この少年の告げる言葉の意味が、サンクティーヌには欠片も分からなかった。

　だって、自分は女神様に愛された、誰よりも美しく強い聖女なのに。

　それを、家か畜ちくのエサにする？

「逃げられないよう魔力を奪い、手足の腱けんを断ち切って、死なないように治癒魔法をかけながら、生きたまま腸ちようを豚に食わせてやると言っているんだ」

「そ、そんな、事……っ」

「怪我なんていくらでも魔法で治せるんだろう？　勇者だからどうせ死なないんだろう？」

　なら、何をしても問題ないだろうと見下ろしてくる瞳は、サンクティーヌの生まれて初めて見る感情に染まっていた。

　今まで彼女を見る男の目には、クランクルムのようにその力を利用しようとする計算高い色か、性欲に染まった下卑た色か、もしくは男で年上の自分よりも強い女子供に対する、劣等感からの憎悪ばかりが浮かんでいた。

　しかし、真一の黒い瞳に宿る感情はそのどれでもない。

　壁のシミを拭き取るくらい無む造ぞう作さに、罠にかかったドブネズミを水に沈しずめるくらい冷れい酷こくに、ただサンクティーヌという死なない邪魔者を排はい除じよしようとする無感情な殺意。

「いっそ、豚そのものになるほうがお好みか？　俺の世界では有名な刑でな、手足を短く切り落とし、目も耳も喉も潰して、便所で糞クソを食らわされる様さまは、まるで豚みたいで愉ゆ快かいだろう？」

「あ……あな、た……」

　狂っている──という罵声は、喉が引きつって音にならなかった。

　歯が勝手にガチガチと音を鳴らし、全身が血を抜かれたように凍りついていく。

　勇者の少年に押し倒された時だって、気持ち悪いと思っただけで、こんな感情は抱かなかった。

　初めて魔物と対たい峙じした時だって、自分の魔法で容易く串くし刺ざしにできると思うと、むしろ憐あわれみしか抱かなかった。

　魔王に『聖光奔流ホーリー・トレント』を防ふせがれた時でさえ、不死身の勇者である自分ならいつかは必ず勝てると、希望を抱いていたくらいである。

　けれど、サンクティーヌは目の前の真一が、人の邪悪を凝ぎよう縮しゆくしたような笑みが怖いと、生まれて初めての『恐怖』に魂の底から震え上がった。
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「はっ、はっ……」

　追い詰められ、過か呼こ吸きゆうを起こして顔を真まっ青さおにするサンクティーヌ。

　それを見下ろす真一も、作った冷酷な表情に反して、内心は追い詰められていた。

（これで折れればいい。だが、もしも折れなかったら……）

　口先だけだ、そんな事はできるはずがないと、開き直る胆たん力りよくがサンクティーヌに残っていたのなら、その時は本当に──

「もうやめてくださいっ！」

　不意に、背後から悲痛な叫びが響き渡った。

「……リノちゃん？」

　振り返るとそこには、魔王城に残してきたはずのリノが、大粒の涙を浮かべて立っていた。

　唖あ然ぜんと立ち尽くす真一の腹に、リノが走り寄って抱きついてくる。

「やめてください。お兄さんのそんな辛そうな顔、リノはもう見たくないです」

「いや、俺は──」

「お兄さんが嫌な思いをするくらいなら、リノは魔界に帰るです」

　頰を涙で濡らしたまま、リノは毅き然ぜんとした顔で断言した。

「もう二度と美お味いしい物が食べられなくても、一生美味しくない物を食べ続ける事になっても、シンイチお兄さんが苦しむよりはずっとずっといいです」

「リノちゃん……」

「元はといえばリノのせいなのに、ワガママを言ってごめんなさい」

　そう言って深く頭を下げてから、涙を拭って柔らかく微笑む。

「けど、ちょっと意地悪にでも、シンイチお兄さんにはいつも笑っていて欲しい……それが、リノのワガママです」

　──リノちゃんは子供なんだから、もっとワガママを言っていいんだぞ？

　風呂場で言ってくれたその言葉を、今こそ叶えて欲しいと、リノは涙を堪たたえた懇こん願がんの眼差しで見上げてくる。

　そんな愛らしい顔を見せられては、心を黒く塗りつぶしていた真一も、笑って頷く以外になかった。

「分かった、もうやめるよ」

「はい、お兄さん大好きですっ！」

　降こう参さんだと両手を上げる真一に、リノは喜びの涙を流してもう一度強く抱きつく。

　彼女の頭を撫で返しながら、真一は張り詰めていた心が緩ゆるんでいくのを感じていた。

「あっ、そうでした」

　ひとしきり喜んだ後、リノは真一から離れると、呆あつ気けに取られた表情で転がっているサンクティーヌの横に座り込んだ。

「……っ」

　どんな仕返しをされるのかと、身を固くする彼女の手を、リノは優しく握る。

「痛いの痛いの飛んでけ、『完全治癒フルヒーリング』」

　リノの掌から生まれた光が、サンクティーヌの全身を包み込み、魔導体の欠片で切れた肌を癒やしていく。

　さらに、繋いだ手から魔力が流れ込んできて、冷え切っていた彼女の体を優しく温めていった。

「どうして……どうしてですのっ!?」

　あんなに酷い仕打ちをして、ようやく復讐を果たせるほど弱り切っていた自分を癒やすような真似をしたのか。

　全く分からず困こん惑わくするサンクティーヌに、リノは微笑んで答えた。

「サンクティーヌお姉さんは、いつもリノのお歌を聞いてくれてたですから」

　ファンを助けるのはアイドルとして当然だと、何の疑いもなく断言する。

「違う、私は──」

「それに、信じて貰えないかもしれないですけど」

　否定しようとするサンクティーヌの言葉を遮り、リノは照れるように苦笑しながらもハッキリと告げた。

「みんなと仲良くできたら、リノはそれが一番嬉しいです」

　何の迷いも、憎しみの欠片すらない、心からの微笑み。

　その光に照らされて、サンクティーヌはようやく理解した。

　いや、本当は目を逸らしていただけで、最初から分かっていたのだ。

　聖女であるために聖女らしく振る舞うだけで、慈悲の心などなく空っぽで、そのくせ自尊心ばかりが肥ひ大だいしていた自分とは全く違う。

　本当に心の底から他人を思いやり、人間や魔族という種族の違いも気にせず、己を敵と見て攻撃してきた女神教の者達にすら、変わらぬ慈じ愛あいを注ぐその優しさ。

　サンクティーヌが望みながらも持てず、だからこそ嫉妬し憎み、恋い焦こがれていた存在。

「…………」

　無言で体を起こしたサンクティーヌを見て、真一は思わず身構えてしまう。

　だがすぐに、それが杞き憂ゆうだと知った。

　彼女の顔に浮かんでいたのは、張り付いた偽物の微笑みではない。

　抑よく圧あつする事に慣れてずっと昔に忘れていた、心の底から湧き上がる喜びの笑み。

「──貴方こそが、本物の聖女ですわ」

　ようやく己の本心を認め、サンクティーヌは涙を溢れさせながら、リノの小さな体に抱きついた。

「今まで沢山酷い事をしてしまってごめんなさい。私、ずっと貴方の事が羨うらやましくて妬ねたましくて……」

「リノが羨ましいですか？」

「清らかなお心はもちろん、そのお姿も、その歌も、みんなみんな羨ましかったのですわ……っ！」

　老人のように白い彼女の髪とは真逆の、黒く鮮あざやかな長髪。

　男からイヤらしい目で見られるだけの無駄な肉がついた彼女とは違う、小さくて可愛らしい体。

　聖女の威い厳げんを損そこなうと、聖歌すら歌わせて貰えなかった自分とは違い、元気いっぱいに響かせる澄んだ歌声。

　その全てが羨ましくて、だから妬んで酷い事をしたのだと吐と露ろするサンクティーヌに、リノは少し困惑した顔をしながらも、泣きじゃくる彼女の背中を優しく撫でた。

「よく分からないですけど、サンクティーヌお姉さんはとっても綺麗で素敵ですよ」

「……えっ？」

「髪は太陽さんみたいにキラキラですし、大きいお胸も格好良くて羨ましいです。お歌はこれから沢山、リノと一緒に歌いましょう？」

「……本当に、どこまでも優しいお方」

　真一に追い詰められてヒビが入っていた所に、リノの無邪気な微笑みで射い貫ぬかれて、閉ざされていた心の防ぼう波は堤ていが崩れ去る。

　サンクティーヌはまるで別人のように感情を顕あらわにして、リノの小さな体を抱きしめ頰ずりをした。

「リノ様、私の聖女様……好きです、愛しておりますわ……誰よりも、女神エレゾニア様よりも」
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　憎さ余って可愛さ百万倍、まさに嫌いは好きに変換可能。

　憎悪が反転して愛情へと変わったサンクティーヌを見て、真一は何とも複雑な表情を浮かべた。

「対象がリノちゃんになったのは想定外だが、一応は狙い通りの決着か。しかし──」

「あ、あの、気持ちは嬉しいですけど恥ずかしいですよ……」

「はぁはぁ……そんな奥ゆかしい所も最高に愛らしいですわ」

　今まで押さえつけていた欲望を発散するように、困惑するリノに熱い吐息をかけるサンクティーヌを見ていると、一つの疑念が頭をよぎる。

「こいつ、ただのロリコン・レズじゃね？」

「かもしれませんね」

　だから俺のアプローチに反応しなかったのかと、呆れながらも納得する真一の横に、空からセレスが舞い降りてくる。

「ところで、リノちゃんを連れてきたのってセレスさん？」

「『転移テレポート』の魔法で城からお連れしたのは私ですが、言い出したのはあちらです」

　セレスが指さした方向には、リノと一緒に魔王城で留守番をしているはずだった赤毛の元勇者が、叱られた子犬のような顔で項垂うなだれていた。

「アリアン……」

「ごめんなさい！　でも、シンイチが何か変わっちゃいそうで、怖くて……」

　自分やリノには見せられない、そんな酷い事をしようとする彼を止めたかった。

　涙目で訴えるアリアンを見て、真一は苦笑してその頭を撫でた。

「悪い、助かったよ」

「本当っ!?　えへへっ、よかった……」

　尻尾があったら勢いよく振りそうな顔で、アリアンは大喜びした。

　そのチョロさにまた呆れつつ、セレスがリノ達に聞こえないよう小声で呟く。

「先程の事、本当になさるおつもりだったのですか？」

　脅しでサンクティーヌが折れなかったら、おぞましい拷ごう問もんで精神崩壊させるつもりだったのか。

　その問いに、真一は胸に残っていた凶暴な感情を追い出すように大きく息を吐いてから、口の端をニヤリと吊り上げて答えた。

「リノちゃんが望むならな」

「じゃあ、絶対にやらないねっ！」

「そうですね」

　アリアンは満面の笑顔で、セレスも小さな微笑みを浮かべて、満足そうに頷いた。

　それに笑い返しながら、真一は心の中で自嘲の溜息を吐く。

（魔王様の事をとやかく言えないな……）

　アリアンのような強者を除のぞいて、人間の事など虫けら程度にしか思っていない蒼あおき魔王・ルダバイト。

　その良心回路として非道を止めているのが、愛まな娘むすめであるリノだったわけだが、彼女は真一がゲスから畜ちく生しようへと落ちぬように守ってくれる、最後の防波堤でもあったらしい。

「しかし、狙ったわけではなかったが──」

　サンクティーヌから熱烈な抱ほう擁ようを浴びて、困り顔のリノを見ながら呟く。

「強こわ面もてが脅した後に優しくして落とすとか、完全にヤ○ザの手口だな」

「ゲスですね」

　いつもの罵声に今回ばかりは反論できないなと、真一が頭を掻かいていると、遠くから大勢の足音が近づいてきた。

「こちらの方から声が……いたぞ！」

　現れたのは十名の神官戦士達で、神殿から抜け出した聖女を心配し、手分けをして探していたらしい。

　彼らは真一達の姿を見ると、驚いて槍斧ハルバードを構えた。

「貴様ら、サンクティーヌ様に何をしている！」

「あの時の復讐として、サンクティーヌ様に○○○や△△△をするつもりだな！」

「……やっぱり、男なんて下劣ですわ」

　エロい妄想を叫ぶ神官戦士達を見て、当のサンクティーヌが苦々しい顔をする。

「そういや、こいつらの事は忘れてたな」

「勇者ではありませんし、始し末まつ致いたしますか？」

「それはリノちゃんが悲しむから駄目だよ」

　リノを泣かせた件でまだ怒っていたらしく、物ぶつ騒そうな発言をするセレスをアリアンが宥なだめた。

　そうして対応を迷っているうちに、神官戦士達は円状に取り囲んでくる。

　真一がアリアンの肩を叩き、死なない程度に倒してくれと伝えようとしたその時であった。

「そこまででござる！」

　聞き慣れた妙みような口調の叫びを合図に、無数の兵士が駆け寄ってきて、神官戦士達を逆に包囲した。

「な、何だっ!?」

「馬鹿な、ティグリス国軍だとっ!?」

　兵士達の盾にあしらわれた紋章から、その正体を悟って驚きよう愕がくする神官戦士達の前に、馬にまたがった三人が歩み出てくる。

　一人は彼らもよく知るハゲを隠した大臣、もう一人は魔法使いらしき厳いかつい中年男性。

　そして、中央に陣取る丸々と太ったデブの青年。

　いつものハチマキとハッピを脱ぬぎ、煌きらびやかなマントと金の冠かんむりを身にまとった彼を手で指して、大臣と厳つい魔法使いが交互に叫ぶ。

「控ひかえい！　この方こそ我がティグリス王国の若き国王・ジーク・ファッツ陛下であらせられるぞ」

「者共、頭ずが高い、控えおろうっ！」

「「「は、ははぁーっ！」」」

　厳つい魔法使いの気迫に気け圧おされて、神官戦士達は思わず膝をついてしまう。

　そんな中、堂々と立っていた真一達の元に、青年団のオタク団長ことジークが近づいてきて、すまなそうに頭を下げた。

「シンイチ殿、隠していて申し訳なかったでござるが、聞いての通り拙せつ者しやはティグリス国王だったのでござるよ！」

「うん、知ってた」

「何ですとっ!?」

　とっておきの秘密が空から振ぶりして、ジークの方が驚愕してしまう。

　真一はそれに苦笑しながら、彼のよく肥こえた腹を指さした。

「みんな厳しい肉体労働をしていて、太る余裕なんてないこの街で、そんな贅ぜい肉にくを抱えているとしたら、貴族や大商人の息子くらいなものだろう？」

「うぬぬっ、拙者のマシュマロボディーが仇あだをなすとは……」

「それにメイドや家庭教師を雇やとっているような発言やら、青年団をまとめる手腕とか、ヒントは沢山あったしな」

　それでも国王というのは驚きであったが、真一はおくびにも出さない。

「というか、毎日リノちゃんグッズに金貨何十枚も使っている時点でな」

「シンイチ殿、しーっ、それはしーっでござるよ！」

「……陛下、後で詳しく話して頂きますぞ」

　どうやらグッズの支払いは、国庫から無断で持ち出した金だったらしい。

　慌てるジークの肩を、大臣は怖い顔で摑んでから、胃痛を堪えるように大きな溜息を吐いた。

「脱走癖と浪費癖いつものご病気とはいえ、これでは先代様に会わせる顔がありませんぞ」

「ろくに小遣いもくれず、外出も許してくれない大臣のせいでござろうっ！」

「その古めかしくて恥ずかしい口調をやめて、お痩やせになればいくらでも許可すると申し上げているでしょうに……」

「お断りでござる！　このマシュマロボディーは亡き父上との絆きずなでござるよ」

「だから先代様と同じように、病にならぬよう痩せろと申し上げておるのです。だいたい、そのデブった腹のせいで二十歳をすぎても妃きさきが見つからないのでしょうがっ！」

「おのれ、言ってはならん事を……このハゲ、つるぴか大臣！」

「誰のせいで私の大切な毛根が死滅したと思っているのですかっ！」

　主君と臣下とのやり取りとは思えないほど、口汚く罵ののしり合うジークと大臣。

　だがそれはいつもの事らしく、部下達は「またか……」と呆れ顔を浮かべるだけで止めようとはしない。

　その間に厳つい魔法使いが真一の前に来て、馬を下りて礼儀正しく頭を下げた。

「ティグリス王国の魔法使いを束ねる魔術師長、ドリテム・ピンニュウスと申します。この度は見事なご采さい配はいでございました」

「つまり、魔術師長さんは魔法で全て見ていたのかな？」

　そう問うと、魔術師長は笑顔で肯定した後、いつでも魔法を唱えられるよう警戒を続けているメイドを窺った。

「そちらの美しい女性には見破られていたようですが」

「敵意が感じられなかったので放置しておりましたが、問題ありましたか？」

「いや、結果オーライだよ」

　ジークや魔術師長達の態度から、こちらに敵対する様子はなかったので、行動を下手に隠して疑われるよりも、明かして信頼を得た方がいい。

　そう判断した上で、真一は疑問を告げる。

「しかし、どうして俺達のやる事を見逃していたんだ？」

「それは無論、シンイチ殿達と同盟を結ぶためでござるよ！」

　大臣との不毛な口喧嘩から抜け出して、ジークが腹を揺らして答えた。

「俺達とね……いつから正体に気づいていた？」

「わりとすぐでござるよ。聖女殿の後に現れて、魔力集めを妨害するように無償の治療を始めた。それで得をする者が誰かと考えれば、答えは一つしかないでござる」

「なるほど、露ろ骨こつすぎたか」

　頭の固い女神教の連中はともかく、近隣諸国の情勢に敏びん感かんで、魔族の情報も摑んでいたジークには自明であったらしい。

「それに治せぬ病・ガンの話もござった。一般には全く知られておらず、女神教の中でも秘ひされているらしい病の治し方を見抜く異質な知識。人界の者ではないと考えたら納得でござるからな」

「いやー、そこは説明すると長いんだが……」

　真一が魔王に召喚された異世界の人間という事までは、流石のジークも見抜けなかったようだ。

「ともあれ、シンイチ殿達の正体と力量は摑んでいたでござる。これもひとえに、毎日街に出て情報収集を行ってきた成果でござるよ」

「だからといって、陛下の使い込んだお金は経費で落としませぬからな？」

　まだ怒っている大臣に睨まれ、冷や汗を流すジークに、今度は真一の方から問う。

「俺達と同盟を結ぶって事は、女神教を敵に回すって事だが、本当にいいのか？」

「良くはないでござるが、女神教のやり口にはもうウンザリでござるからな」

　ジークはそう言って、こちらを睨んでいる神官戦士達の顔をチラリと窺った。

「女神教の全てが悪いとは言わぬでござるよ。治癒魔法の使い手を育成し、小さな村にも一人は神官を派遣し、怪我や病気から民を守ってきた手腕には感かん服ぷくしているでござる。されど、蘇生と勇者という二つの力で人々の命を握り、脅していいように操ろうとする昨さつ今こんの傲ごう慢まんな態度は看かん過かできぬでござる」

　そして何より、先代国王である父親を含め、救えるはずの命を見殺しにしてきた事が許せない。

　瞳に強い怒りを宿すジークに、真一はある推測を告げようとしたが、結局は何も言わずに口を閉じた。

（あれは死亡率の低下による人口爆発や、扶ふ養よう家族の長寿化による世帯主への負担を抑えるためかもしれない──と言った所で納得はできないよな）

　この異世界には蘇生魔法があると知った時、頭に過よぎったいくつかの問題点。

　それを解決する術すべとして、女神教はわざと「女神の定めた寿命」としてガンの治療法を秘ひ匿とくしたのではないか。

　この推測が当たっているかは分からない。ただ仮に正解でも、家族や友人が治せるのに見殺しにされたと知って、許せる人間はいないだろう。

「これも人のサガってやつかね……」

「何の事でござる？」

「いや、気にしないでくれ」

　苦笑する真一を訝しみつつも、ジークは話を続けた。

「ともかく、女神教は許せぬでござるが、ティグリス一国で逆らうのは無理でござる。しかし、シンイチ殿の主ならば可能なのではござらんか？」

　あえて魔族や魔王という言葉は使わずにボカし、慎重に問いかけてくるジークに、真一は笑みを浮かべて逆に問い返す。

「実力は保証するよ。だが、そんな簡単に信じていいのかな？」

　すると、ジークは目を輝かせて頷いた。

「ボア王国の軍勢を撃退しても自分達から攻め込まぬ件、そして何よりリノちゃんの可愛らしさからして、シンイチ殿達が邪悪ではないと信じているでござるよ！」

「うむ、可愛いは正義だ」

「はい、リノ様は正義ですわ」

「はわわっ!?」

　真一やサンクティーヌにまで褒められ、リノは照れて真っ赤になる。

「スノッブ卿に長年払ってきた賄わい賂ろが無駄になりますし、私は反対でございましたが……先代様を見捨てた薄情者共に、今更膝を屈するのも業ごう腹はらですしな」

「女神教に与くみするか迫はく害がいされるか、どちらかしかなかった私を引き取って、宮廷魔術師として大成させて下さったのは先代様です。そのご無念を晴らすためならば、たとえ邪神とでも手を結びましょう」

　大臣や魔術師長は同盟に全面賛成とはいかないようだが、それでも女神教への怒りと先代国王への忠義心が上回り、ジークの判断に乗ったようだ。

「というわけで、ティグリスとの同盟を受けてくれるでござるかな？」

　馬から下り、手を差し伸べてくるジークを見て、真一はリノの肩を押す。

「それは魔王様の娘である、リノちゃんに聞いてくれ」

「何と、リノちゃんはお姫様だったでござるかっ!?」

「は、はい、パパの娘のリノラデル・クローロ・ペトラーラーです」

　国王姿のジークに慣れていないせいか、リノは少し緊張した面持ちで名乗りながら、その小さな手で差し出された太い手を握り返した。

「サンクティーヌお姉さんにも言ったですけど、みんなと仲良くなれるなら、リノはそれが一番嬉しいですから」

　ファンとアイドルではなく、国王と魔王の娘による握手。

　それはこの世界で初めて、人間と魔族が種族規模で友好を結むすんだ瞬間であった。

「リノちゃん、よかったね……」

　アリアンなどは感動して思わず涙ぐんでしまうが、それを許せない者達がいた。

「女神様を裏切り魔族につくなどと……こうなったら差し違えてでもっ！」

　神官戦士の一人がもう我慢ならんと、槍斧でジークとリノを刺し殺そうと立ち上がる。

　だが、彼は即座に後頭部を殴おう打だされて地面にひれ伏ふした。

「ぐあっ……！」

　激痛を堪えながら振り返った彼の目に映ったのは、真一達の誰かでもティグリス王国兵でもない、槍斧を構えた仲間である若い神官戦士。

「貴様、血迷ったか！」

「我々を、女神様を裏切る気かっ!?」

「裏切ったなどと、そんな滅めつ相そうもありません」

　仲間達に槍斧で囲まれながらも、若い神官戦士は余裕の笑みを浮かべる。

「ただ、私もサンクティーヌ様と同じ思い──つまり、女神様ババアよりもリノちゃんロリータの方が素敵だなと目覚めただけですっ！」

「この変態めっ！」

　実にもっともな罵声を浴びせつつ、裏切り者を刺そうとする神官戦士達だったが少し遅すぎた。

「我が敵の自由を奪え、『拘束』」

　サンクティーヌの生み出した魔法の鎖くさりによって、寝返ったロリコンを除のぞく九名の神官戦士全員が、一瞬で手足を拘束されて地面に転がった。

「サンクティーヌ様、気でも違えたのですかっ!?」

　信じられぬと叫ぶ神官戦士達に、聖女は今までの空っぽなものとは違う、心からの愛に満ちた微笑みで答える。

「いいえ、リノ様への愛に目覚めた事で、私はようやく正気に戻ったのです」

　いや、お前は十分頭おかしいよ──とリノ以外の全員が思ったが、無ぶ粋すいなツッコミを入れる気力も残っていなかった。

「者共、その者達を引っ捕らえるでござるよ！」

「はっ！」

　ジークに命じられた兵士達が、抵抗できない神官戦士達を捕まえて引きずっていく。

「捕らえたはいいが、あいつらはどうするんだ？」

「酷い事はして欲しくないです……」

　悲しそうな目のリノに請こわれて、ジークは腹を叩いて頷いた。

「大丈夫、リノちゃんの素晴らしさを語り明かして、仲間になるよう洗脳せつとくするだけでござるよ」

「まぁ、一人は既に裏切っているしな」

　それだけリノのライブが魅力的だったのだろうが、聖女といい頭のネジが緩んだ連中ばかりで、女神教は大丈夫なのかと敵ながら心配になる。

　そんな考え事をしていた真一の肩が、不意に後ろから指で突つつかれた。

　振り向いてみるとそこには、今まで姿を消していた男淫魔が、翼と尻尾を隠した人間姿で立っていた。

「神官さん達の説得、ボクにもヤラせてくれませんか？」

　瞳にハートマークを浮かべているあたり、どう考えても下のお口で説得する気が満々であった。

「団長、こいつを協力させてもいいかな？」

「その御ご仁じんは……ふふっ、シンイチ殿もなかなかの悪でござるな」

「いえいえ、陛下ほどではございません」

　悪代官ゴッコをするジークと真一の悪ワル乗ノりによって、神官戦士達の悲壮な運命は決まってしまった。

「あの、やっぱり酷い事をするですか？」

　リノが心配そうに声をかけてきたが、真一は満面の笑みを返す。

「大丈夫、痛い事なんてしないから。むしろ気持ちよく魔族の事を分かってくれるさ」

「そうなんですか、よかったです」

　胸を撫で下ろすリノが騙だまされているのは明白であったが、誰も野や暮ぼな真実は語らない。

「男の人同士とか、よくないと思うけど……」

「リノ様を怖がらせた罰です。百万回は掘られて頂きましょう」

「男は一度、女性側の気持ちを思い知るべきですわ」

　容よう赦しやのないセレスとサンクティーヌに軽く恐怖しつつ、真一は哀れな神官戦士達の冥福を祈るのだった。
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　他の所を探していた神官戦士達も捕つかまえたり、落とし穴を埋うめ直なおしたり、騒さわぎを聞きつけて起き出した住民を落ち着かせたりと、諸もろ々もろの雑事を片付けている間に、夜が明けて空が明るくなってきた。

「それにしても、棚たなからぼた餅もちとはこの事だな」

　真しん一いちは街外れのステージ跡に座りながら、存ぞん外がいの幸運を喜んだ。

　サンクティーヌの心をへし折れれば御おんの字だったはずが、リノに惚ほれ込こむ形で仲間に引き込み、さらにティグリス王国との協力関係を築けたのである。

　百点満点のテストで二百点を叩き出したような快かい挙きよであった。

「これもリノちゃんの人徳がなせる業わざかな」

「人徳ですか？」

　当のリノは自覚がないらしく、不思議そうに首を傾かしげる。

　その純じゆん朴ぼくさこそがこの子の魅力なんだが──と考えていると、雑事を片付け終えたジークが再び真一達の元にやってきた。

「ところで、今後の協力関係を円満に進めるためにも、一つ提案があるのでござるがよろしいか」

「何ですか？」

　尋たずねるリノの前に、ジークは恭うやうやしく片膝をつき、今まで見た事もない真ま面じ目めな顔つきで告げた。

「リノラデル・クローロ・ペトラーラーさん、私と結婚してください」

「……ふぇ？」

　ござる口調も捨てた真剣な求愛に、リノだけでなくその場の全員が呆あつ気けに取られて固まった。

「人間と魔族が結婚すれば、それは両種族の架かけ橋はしになるという、政治的アピールの目的がないとは言いません。けれど何よりも、私は一人の男として貴方あなたを愛してしまったのです」

「えっ、えっ、ふぇぇぇ───っ!?」

　ようやく言葉の意味を理解したリノは、パニックを起こして皆の顔を窺うかがう。

「王子様の求婚って、おとぎ話みたい……」

「魔王様が知ったら、むしろ同盟崩壊になるのでは？」

「リノ様が男の手になんて……っ！」

　少女らしい興味を示すアリアン、心配そうなセレス、呪じゆ詛そのこもった目で睨にらむサンクティーヌ、そして──

「すぅ～、はぁ～……」

　リノは深呼吸をして気持ちを落ち着けると、ジークの目を真まっ直すぐ見つめて答えた。

「ごめんなさいです」

「玉ぎよく砕さいでござるっ！」

　あっさりとフラれたジークは、元の口調に戻って地面に転がり泣いた。

「うぅ、アイドルとファンは住む世界が違うと、分かっていた、分かっていたでござるが……っ！」

「はいはい、では帰って使途不明金のお説教と参まいりましょう」

　泣き崩れる若き国王を、大臣がぞんざいに引きずり去っていく。

　それを見送ってから、真一は城門に向けて足を踏み出した。

「よし、帰ろうか」

「はいです！」

　リノも元気よく頷うなずいて彼の後を追い、アリアンとセレス、そしてサンクティーヌも当然という顔でついてくる。

「僕が言うのも何だけど、サンクティーヌさん、本当にいいの？」

「女神様を裏切った私に、もはや帰れる場所などありません。ですから、どうかご同行をお許しくださいませ」

　心配してくれたアリアンに、サンクティーヌは微笑み返しながらも迷わず答える。

「それに、リノ様の居おられる場所こそが私の神殿なのですわ」

「言っておきますが、私はまだリノ様への仕打ちを許してはおりませんので」

　セレスが怒りの残った視線を向けても、サンクティーヌは笑みを崩さなかった。

「分かっておりますわ。私の罪が消えるまで、何度でもこの肉を削そいでリノ様に食べて頂く所存です」

「いえ、そのような事をしろとは……」

「私の血肉がリノ様の小さなお口で食べられ、消化されて一体となる。何というご褒ほ──恐ろしい罰ばつですが、必ず耐たえ抜ぬいてみせますわ」

「……もう許しますので、脳内カーニバルはご自重ください」

　愛を知って頭のネジが外れたド変態に、流石さすがのセレスも気け圧おされていた。

（畜ちく生しように墜おちても始末しておくべきだったかな……）

　真一も軽く後悔をして、疲れた溜ため息いきを吐き出す。

　そんな彼の横顔を、リノはじっと見上げていた。

　──人間と魔族が結婚すれば、それは両種族の架け橋となる。

　ジークの言っていた政治的な話は、難しくてリノにはよく分からない。

　ただ、人間と魔族が愛し合って、二人の間に子供が生まれるというのは、とても素敵な事に思えたのだ。

　自分のワガママで召喚されてしまったのに、嫌な顔一つせずに働いて、美お味いしいご飯を作ってくれたり、一緒に遊んでくれたり、時には身をていして庇かばい、己おのれが汚れてでも彼女を守ろうとしてくれた優しい少年。

「ふぇっ!?」

　トクンッと胸に痛いような、でも嫌ではないような感触が走って、リノは驚いて声を漏もらしてしまう。

「リノちゃん、どうかしたか？」

　心配そうな真一の眼まな差ざしを受けて、リノは何な故ぜか頰ほおが赤くなるのを感じながら、慌てて首を横に振る。

「何でもないですよ」

　そう言いながら、腕を伸ばして彼の手を摑む。

　真一はとても自然にその手を握り返してくれて、その大きな掌てのひらから伝わってくる熱に、リノの胸がまたトクンッと鼓こ動どうを鳴らした。

　胸を満たすその感情を何と呼ぶのか、幼いリノはまだ知らない。

　だから、彼女は思ったのだ。

「リノ、沢たく山さん食べて早く大きくなりたいです」

[image: ]

　彼と肩が並ぶくらい大きくなれたなら、この気持ちが何なのか分かるのだろうかと。

「じゃあ、帰ったらまたフライドポテトでも作ろうか」

　リノの内心には気づかぬまま、真一は笑って歩き続ける。

　人間と魔族が共に並んで、仲良く手を繋つなぎ合あいながら。









あとがき






　ファミ通文庫読者の皆様こんにちは、『ロマサガ３』リメイクが待ち遠しくて夜も眠れぬ（朝寝ていないとは言っていない）笹ささ木きさくまです。

　まずは本作を手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　こうして続巻が出せたのも、応援して下さった皆様のお陰かげです。

　そのお礼も兼ねて小説投稿サイト『カクヨム』にて、重版御礼記念のＳＳを公開しています。【URL：https://kakuyomu.jp/works/1177354054882231012】

　魔王城にお風呂が建造された経緯や、アリアンと牛豚コンビが仲良く農作業をする事になった経いき緯さつなど、一巻と二巻の間に起こった出来事を書いていますので、よければ一度ご覧下さい。

　また、同じくカクヨムにて、藍あい月づき要かなめ先生の『俺たちは異世界に行ったらまず真っ先に物理法則を確認する』とのコラボＳシヨートＳストーリー『女神の勇者と関係ないゲスな物理法則』を書かせて頂きました。【URL：https://kakuyomu.jp/works/1177354054882783765】

　魔王の思いつきで『物理法則』の主人公達が召喚されてしまい、真一達と交流をする話です。

　基本ファンタジーな『女神の勇者』本編と違って、ＳＦすこし・ふしぎ寄りの毛色が違った話となっております。

　そして、『異世界ですが魔物栽培しています。』の雪せつ月げつ花か先生にコラボＳＳ『女神の勇者とゲスご一行様！　奇跡の魔物食事会！』を書いて頂きました。

　魔物が美お味いしい『魔物栽培』の世界に、真一達が偶然迷い込む話です。

　魔物が不ま味ずすぎる『女神の勇者』世界との対比が面白いので、ぜひ一度ご覧下さい。




　あと最後に一つご報告を致いたしますと、現在『女神の勇者』の続刊を執筆中です。

　一巻はアリアン、二巻はリノがメインヒロインでしたので、次が誰だれになるのかは……言うまでもありませんね？

　予定は未定ですが、上手く進めば秋頃にはお届けできると思いますので、期待をせずにお待ち下さい。

　それでは紙面も尽つきましたので、イラスト担当の遠とお坂さかあさぎ様、担当編集の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様、印刷所や書店など大勢の関係者の方々、そして読者の皆様に改めてお礼を述べて、締めの言葉に代えさせて頂きたいと思います。





二○一七年五月某日　笹木さくま
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